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は し が き
I_& 甲u ,施 馬 刺 i'簡 山 の#r名 叶 と し こ世に デ ビュ- し つつ 5)る｡ 瓶 戸 内 海
の展 望台 と lて ,座 臥 常 羽 山 iよす で に よ く知 られ て Hるか､一息 甲 山 の腕 聾
は テ Lr 洛 ′ ドラ イブ ウ ェー の bTl'y域 と井 r=轟 く大き く7 口 一 スやア ッ プ す るで
あ ろ う ｡嘗 羽 山 の純 は衆 の み て･あ るか･',金 甲 LLlは雀 頂 の 途 次 あ る LHS左 手 F=
あ る 日 ユ右 手 に,く I)ひ ろ ITbLLる ノぐノ ラ マ の蕉 略 しさ は吸 入 の承 JllL,し1や
l-I'I発令 で祈 る, 帝 のか r=瓶戸内 海 と北 の甘 大 干 拓 泡 , 淡 Jlく覇 一 は るか 0●､た
たL青 傭 帝 展 を 望み て息 甲山 の眺 隻 は 内 海 艶 ･- と し1って も 蝿官 で は な か そう,
二の金 甲山 か L1,両 を 見 下 Lr=所 か∴ こ こに と I)あ け､よ う とす -jJ~賓 IE町 で あ
るO 東面 に走 る軒青谷 (か な り哨析 L-1 h 港 に なだ ら-4＼rd/ヾデ ィ メ ン ト両 さ
え 行ち威 さ れ て し1る｡)､ な rどらか な丸 裸 . 地 質 の相 異 に由 釈す る 差別 複 軌 jL
lhl地 形 さ え 芝 r.てい る低 山樵 の 苑 帝 若 の山 こ ), 山 ム と こ ろI二日だカ＼頼 る ご
と させ Ll簸 筑 ′暦 象 した漁 村 .風 街 ′車の ご と,1淳,'i(裁こ ′ ま こと に 貫 tL1
昧 国東楓 で 取 る.私園田 )Rの 象徴 と ＼1ぅ て もよ 11希.観 てあ る. r額 田屯日金
の うら ｣ と しり 首 肯 の末 す ご とく ′金 甲 山頂 か ら政下 しr=菓しき凍 亀 も ′吐
ブ い て そして生 清 の 内 部 に は い っ て み ち と, そこ に は i,･ミ も , 7 バ ター Lー私 見
(J'_れ る q 嵐 に漂 う/f清 風 情 .き [/Ln生 活 も 捉 l)虫 さ1てる で あ ろ う. われr)
～ -よ冬J妹 をJ見 失 わぬ よ っに 杷掛 け つ つ ,希 止 し て謝 磯 を官 つべ ＼旬 カ した つ
i/)で あ る｡ 止｣頂からみ 7'Jと井(,_LJを下 !)て 薮 の 円 へ も は L,1っ てい っ た q Je･
あ る｡
モ L㌧に 又鹿 央 昨 な 光 も-fie へ､く'野カ Lf=C 泥 亀/･壬.ヰ ぐは肥 鞄 半 島 で 萄 るbY
中 世 木 まて 文 字並 ()島 で あ っ た .髭 鹿 の国生 み.棟既 に ′甘価~子州 ノ吉備 児九
と してあ ら わ Ylい き らに 万葉 )=も詠 ま れ . 早 くか ら 珂痔､人の度 失意 課 の前 面
に浮 き出 た官 Ll坤 で 高 l) ,古 代 に お け る 二代 文化 の坤 JU･Jhを綾 ,3ご乾酪 ]:分 つ
番 地 であ った .児 島 を･有 為 を らし めr=も の は 源 平 蘇 戸q)ふ 収 及 ひI'太 平託 児
鹿高 藤 の怒 号 で･あ ろ う｡古 代 中世 を且 LLて 児 島 は北 l:頻 を 向 けた 島 で あ J),
内 海耽 旅､は肥 島 の北 側 を通 っ て 11た U 都 果 報本庄 も ′肥 F7の 泊 も北 側 に あっ
た｡
凪希は直せ 孤 束 髭A な 隈 野 島と ri:リ′ そ こ に 日 本 猿 大 の 干 砥 堀 か 確魂 と克
成 し,そ こ でtu とな ま れ る兼 君 ′井 筑急戦 は町 有 的 兼 貫 と農 民 Tニ市 警 の光 を
接IでO､けた 1,の で あっr=. Llわ LQ)る ｢発散 型｣はJ-7'棟 吋 日本 薫 育 の 中 で は鷺
(I)
珊 L{/i.番腐 Lr=一才o)穂 てあ る｡
わ H b 八 が ここにと /)砺 げろ早良南 面0)官凪打は北側 の 干編 深覇 とlよふ く
頃/なつT=常勤 鼻紙 拍稚打 であ る,官農周の Ll,i ()二とは いうまでもな く ′鞍
背旗 軟さ7Lノ＼なHD漁家 と凍'R と過勤方か､絡､みあって, 孟 二と にEl布施 涼の
締 回 であ る. 貸本 主範の 洗液に もよ 1Jlて/あるいは も､Iitれ一あ るLIIlみ･=Lと
束切っ て行 二 うとT も賓 そみよ うと或 みた0滴~河野釆 /酪農 ′二号1らす/＼て
渡 氏 t,V-.死の あ,PYき0)萄らわ れ である.資本 i象7 の口木在寮 の行 方は Llず こ
? 5L友百食味来 してLl.つ まで も布衣 しっ づ LTうるてあ ろ うか と.世 の尊 者
の有利 に斉 発 しているか .腰 渡 欧には .と と●､よっ て,%71Lる東 独 は7:i Llo 五 七
,トt
三夜や称が､骨樹 の穂さかわしは L解放 させ る吐密百ウ慰安 で萌 るC 生着の節 と
も7i/) . まr:ノヾ - ソす りティー を形成 Lてきた年中 千々首 へ功解 喝も或 み一Sへく
さで あったか 子` が･周 か 7iC＼っr=J二jtは欣 何 を期 しr:い U
十 川亀 田の域 虹 とそ0)虐 酢 二日 との 簡逢1-お r-1る背′由嬢債 祭 .潅観衆 と
加 子碩 ,さ らに加 子浦 と円卑濃紫 o)砺逢 .小 島 q)慮 腐 骨覇｣0)凍 直 なと人文 的
背 教の叶 に 匂黙す両にお い ては .山 か利用 ノ 簿･岸持氏,直哉 周,キ 7-tlL/粘 土
など淡棟木か ら沖環初期 にか け ての磯 両 家化 ノ こ とに瀬戸 内希 の生成即席 と
jヾ デ 1メ ン ト粗 略 など､学 網的興味を そ そ?a,間確が身 ミある｡
二きしらいr爪ly一つ と りあITl.て七大弼願 で砺 る. この柿 乗 物 は .二のよ うな
岡原 L=泉 関 心で狩 っr=もの で はないか∴ ｢飽風軒兇 ｣ としリ 2_軒艦 の冥習 6)
頼告 てt葡 る. この市 政 の上で報 告書 を御 批 判 tlr=た､さr=Ho研 兜 のr=めの羽
東 El'程 およ び､牡別棟 戒..圃ノ賂計歯 は次の とお りであ る.
児島都 -jR兜町地 域 噺範 実 碓 日 後 ●
! 7日え9日 r7日30日 (大) 7日37日(7K) 盲目1日 (杏)
i緒 纂 見学 し北時化常.東野崎淡J宵か乳* )妊 5Jj 絹 脊 粧 別 所 杏 捕 .且 親 愛 '計 親
午l育IⅠ鑑別簡 森珊葡 井 島 見 学 鑑 別 調 査 あ しー そ つ
衣｢ 帝 破 息 車 外 の 狂 埋 'E 杵 0) 長 銀 ′/.′//∫｢町考息 吹鼻, 軒 犠 # * レ / / .
(2,)
学生詞を敦の練成禿び領査計画
曳 明 私 (.恰好 )
山 内 光 二 (鹿 央学)
谷.口 溝 犬 ( ,r )
良 沢 暫 く } )
JEJ 慣 寛 (地租学)
宗 田 克 芭 ( 〟 )
石屋野 且 乾 し社冬草)
敢 名 鑑 頁 賀 称 ! 蘭 森 日 額l
7. Ii甲 田 一 正､･回 線 碑 略未 壊 淑 子 埼W/固 -他宵闇 】.地形/地賢
印ul地才気鮒 焚碑 .一 2.土地利酎ぺ況
頒穆庁粁 1 気 候
速 攻 坊. 葛 埼 扱 付か東稗 L.東児町の遼東神官泉
楓 木 場 ノ娃 絹洛JL手打番 (とくにiむtに官女を.】∫
牧 卑 僚青僻 草東成 etc. (.)
I 永 山 知 久 黄泉蕗和喝額ず I.濃紫経常や焦糾 し.
2I. 払 尾 左 手 l第一次芽節綿奄緒席末 Z.略滞o)井貫/=jlrT,3卿 毘
寺 沢 功 !土地台帳 3,内海分存命君の宋亀
生 産 及 亀 葡 イ圭 子 賂 与兵仏叔奇書 4-.海田の盤蜜
大 食 乾 手 製塩耗事象 喝 膏 ち.清正失君0)常態rl
I7K 周 ′ 和書慧 悪 空 言 その他彼嫁資碑
荻野家大音 の喝原点
7fl卦詞褒 く5.15,5'0) 2,物賓速見の鹿央的 更 連 と流浪鑑 i l煮液相 eie. 現代の混乱
4.牡 食文 化 敢 山 嶺 賢 次 1.凍児町民q)ノ払合意璃仇萌中 山 骨.児 全 英 冷凍:uJ創 -木 田 弘 ,A. 繁 同 紙l 森
ち.石 島 鑑 山 田 値 札 凍 壕 育 舟 一,r=こ童鯛熱賛をも凧 とす
太 田 康 一 る石島患者の実線を朝慈 し
物 部 宜太弼 tらにそitを.可能ribLのる社食的文化妙-S薮を朝食することによL)石亀の吐賂
1)JLは ミみ分 の好 菅野奄 Lr:=い と物 色 してLlた. /ダ5-占 見放 卒 常 盤 井上給 吊
がた 乱r=急硬 ･A町 をフィー)Lドに Lr=静 夫 を作壌 しわ11わJLの 注恵 を 患 いr=CU
さら に町長 井 上埜 二 毘を はL1.の町 当局 rd,らひ'に教育 委 良食 の執侭 に対す る御
理群 と抑掲b /fv′ われ われ をし て 二0)他 を選ば しV)f=と t⊃?Lよ う.
款 官 /.G は薪 山風 の帝 と同様 に風 乾 の萌 査 循 革 に粗 略参加 しT=｡小 敵底引
見･31のrlの沖 l_.,Gど出 した船 の エンJンO1-枚降 して 巧下 の内港 を潔 確 櫓 ra:I,5
日rJこ と もす では 忘)か しい 息 い出 であ る. 石 島に 三人 の朝 毛 穴7=a:残 して 地
-3に締 ,'r=ときは教 師はか くも非人 冊な ことを して学生 を研 併 せIDはな EJ?鳴
かと 百.省 とさされ /?.
わrLわれ の r:e)将合 を泉 鉄 し て下 さっ た 常 糸阿見 ひ･牌 上Jl＼単底 .炊 事 f;し
て下～C,た櫛 へ食 7q忍 の才 の あた r=4＼し)ILl "く しか ない っ-(=なら は:'ノこの萌
葱 は後 節 したで あろう.
村 野J5, 学校一 概祭各 県Jlく長嶺 ′汁 入 0)温 い協力 のおか JTてt学 生は幾回
9＼稀備 帝 杏 にも行 っ r=よ うで ある. その都 在 郷 送.薮 をか けr=こと は いうまで･
もrli).地坪イヒ尊. 内潅･佐 貫. 囲 み乳首 の希 各社 にqJ胤 令も､性悪 にた′-r=.
井上町 長 をは じめ 現地Å 促 の利協f7に簸 いる には あま りにも準 いなもQ)で あ
る0㌦ 閤 Lj)'Lr=日韓 に教官 畢 生か､手市 勢て､行っ た萌 森 で あること に免 じて 混
僧 を払 いr=し1b
身徴 に- ミ称名 好 を苛 きま せんか､御 借方下さっ た鳳 伍 に 限 りなさ1好悪 を
秦 Lr=LJ｡
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九年阜E,は足首は島てあ,(ihV.青 汁 ,軌 葡米の乙那 Jlの堆覆市坪=こよ'JP省叶vlぺの
･,v Jtcl･埋められ.吸息の姓6狩を残して態鍵をとな･)た くめ5.040印 の梅坪･作用■'ーよる.)
モLて凪毎軌 J遁 賊の促の丘てと人為胎を千鶴とに上-.て池亀羊鴫の風大とといこ喝′トチ
Jf,その4)ち額と任●･.て舟水面Ii締りていっr=の甘ある｡
池島羊掛 1わゆる九年叫粗は,北掛 工息& こJ=-,て漸 こせ岳,ていもれ 帝仙 川 以{Jlt4'
るや州 二乾生〟LJて瀬戸内ik｣=私LIT:･いち.二の山嵐0)帝仙t･ち ょっと注悪-JIJ叱/.ト●7)こ















第1節 音 tl蛇 帝 と･･:R 鑑 な 地 繁
文がTは児■早島の南A'帝に収正し,恥 岬 >_･7)境界を恥 ､ら恥 州 Tて′＼人為uJ(ヱだ′),
I,q攻tuL-To).見た寺叶 甥 †)号の山り ,iUA･,ている.こLLら0'tHL･R恥且魚戸吋称吋
五JL<叫に埼＼モJtておリ,二二がらの馳笠は東L預けLL71.71.'･LTT)I).L72'6)I)I;WあL).辛
野あり,何婿壕ありで･白木Aay入明0)甘わの41大官':f-せ't)I(/9､してく1Lも･
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海岸政く で /i , 凍 紘 叫 虹確
のJL吋∴忙碑軒のみ に′CChe 笥1鼠 雌 % . ryl
大の種 を食む月がある.碑の維qfi乳現先 ,5即 :-.F.I. kT'泉 .虹 乾咋一食tW ･温解.:F-.叫 巻
鞍,那l.冬山葛等てあち,TR上部て仏ilg.左上'1,/ol.lT)L甘h､ら弛炭 が七7_'lる.女甘 11母 u叶
と秒/nIで･束'Tの下前t._求
て.和人他に甘il良Tの払




ア一,a:次0ようである.即ち孟十/メ.PrjWよでJ花特藩&.73Nlで.珊卓 zF.之佃 まで.花軸郎 j:
S/九よで一玲軌Q./0-m70.bまで,池親和cJ/mlで,幼者EdわれLで,花斉削/.卵加3:てとTh-,ていa(fPF).
これでもわ0､も汲 lJ.聴巾着中を敬っていて凍 ､砂岩の岩脈 に行き労ってい73.二0)L糠




J=号も,つよりこJtT_:けが･二の丘隆,i)衣土.であって .この乃 (:大きい･しのて.柊 JD(I.,Jtの純It･
ふむ.二の圧政上o)確は瓶紋.a,石 幣硬岩,花輯岩.鎗･端号で.F)ち.血鴨(I?塩玉削i花周着て
あるかLとこ71.ど-ころ仁伺咽玲岩rblil'恥 か凍-Jd-･lL;しており 王/二両帝展錦で･は′A?､/hりLil





















弛載 (鷺止町0)沖各 )はずりと浅く中るやb､敬や舵で20-30叫 a)原さの平見向に産している.
こq)平瓜折の身長虻かなLJの帯紙にわたっており.米楕末期をいい 中庸仕の初期における峰
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L'-詩まt).甘甘嘩J･'JL叶PI後J-1lu ./-0.Z付 の鑑k-Tt･7!L.tした')角洗Lr=IJT ,-A.削 二
枚敬Ffより3時間後 ヒはえ*l二耳に同-,Td.卜 L?,bti の旺壬で流れてtlもQ)モ･ある.
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IFBjP./ユー SL山) i'L草.t● .′.㌻∫′/7.Lr?,J}'-,/.灯 /∫.よ′ l′747L/?.EJ /?.～}/2./0 Lー?∫ ′ ∫ーノ7,i'ア/グー′′JfI3 //./32.ヱJ(G7 ノurT7,7//T.j畔}712 Jrヱ0
′ユ.lJf′∫} t l''/51A//.iO/'7郎 /ワり/7'一叫 ･Nr.fS-
_i/.3.年 くユヱ) I+ ′7.汁■ rJJ●～甘/.45.鳥 .:;J批)i秒 ′/.JJ,; ノ7.5〃 I-7■5 r1.i.0
3.g は1) /P.IT /諾JC /ズタj ′L.I,ブー
3./y tp) /7.72 //.yO ノZ^J J7.77
ヱ¢ (/3 il,71 I?/i /A_ノ汐 / 9r
メ . i-ll?) ● /4',fL i.ll /kJiC /ー j争 /AaBl ノ7.A/
ム. ′L LH ′′■.∫ノ ∫.i/ ノー /I.7P ･'7'一乍
∠ ーlJ (/J} ′7.7∫ /∫_l'グ ′J.〟 ノLi} ,I_/i
/ . 30 JJ /I.Tl[′C.SO /1.咋 ノ■ クー /I,1/
チ. ′ rlわ ■◆●一 /7.77 C.I'7.7.i3 P/L好 ′4L.1L
9.′2 (1) /7.32 ≠′ナ lノムーOLI ノ▲√〟 'L7/ /ス〝
?./7 (/)} /+.PO ′J.r一, ノ人形 /C.′} /I.PS /1.7ー
タ一2一 {Z■ I/I.OP 87L> ′J.ノ′l ノ′_′r /J.22
ノノ, /o (91 ∫i●′ }7.aS S.請 /jt /JJL /Q.ll Jf.′r
//./T 的) ′∫.JC/i_?.{ ･1.6g /7｢ユ〃 /7-30 J1.19
//.24 fA1}) I7.3ダ /れ30 /I/.01 /1.～ /70∫ ･ク.AS'
/ .Lタ u7) /上L ノ一ノ∫ .′7.1CJ ′′～〟 ,I/3.ー /773
71.3_ケ.E3) ∫I JC./I- ,7-JL /(./I ′∫クー /T,}>- /p.LL
3.チ.(P) /r2T ′/,JJ JIJS ノIT.♪3-/T-d/'/>'.J)-
3.ヱ3 tZl> ノー 7r I..d~ /T三上ー ノJ●五Ii/.,/0 .'r75'
3.ユタ (ヱTJ ′′/i' /yiS丁 患 ニ訪 三三 ′J.1′/A/PO
メ.∫ (∫) ∫I /7.′r ′∫′
&.ノブ (2).) /ST./0 Tpノす 〟.ノ′ /7.3.7./7J′7.一′
▲.Ly (21} /7.tL ′■ノー ′ク.ノ∫ /T.Jr/ZtJ/J'.P/
放 れ は 均 を以 てせわす 川 斗駐茶代 ぺ･W tqも骨井目17日
から椎令漉凍に沃しい釆化はみち1tFJLl11.㊨すなわち.丸々汀への入口であるか･`ここでは
坪井l二ユリ†叩 な*化がふらjlう.この席耳として凡rj呼の秒 ′さらに割く淋 ヒ汲好の菟
封 二よる割 く0)井への丸尊称帝人か･番え叫 _モ.㊨郁 I,菅野a沖令TI.あJla.匂各.&恥入牟
丈しているか.ヰ珂起っていも息数Ti鉱化はやu:リ溺れの形t.I(-.ある.⑨帝J=6),ヰT,こま.の糸
である.ここは比攻め壌史して11も.㊥l75か存貰Uは 鴇のすく･沖で･ある.比較.狩を生した息









こ0)二とは特上沖bY粧碓称斌であるのに汁 して.二の海域肘鵬 を礁 し,h淡谷焦)r(･､あると
いう笥東を払い虻うなヴかれよう.
第 2簡 寒 餌 紺 な 土 地 利 昭
来汎町における.L地利帝につtlてみると,帝 滞鎗両町はノ5-1タ.j･6町か 亡L･i'の )ち 叫外
(水蚊は いもの)か /38.ヱ占 町歩,朋]タダ./2打J渉 .叫はノ∫!.SO町タ,樹鋼塊 ノ/.3S町
歩･その他0)兼岡地bvLB/.ノユ町歩やある.
fFの内訳をみると,一 色rR耶 YdJ.Fi町サ′ 二毛作 パ ;/.,I/町歩で･耳作軌こ叫花をL,棉
を作らない,r=吋PV'2.4LC町歩で葛る｡
軒膚胤二つLlてみると果村中が八部外を古めHl.rT町歩,;Z_の他 Oro./C町歩である.




I)わ的 混町てLある･ ア〝､IJは樹 酎 こ凝るTfTであって一夜に手代 は町鼠である.†コ地は 匂
早晩な所に萌るtZTで大J綿 田である.
二毛作はいろいろ方えらハようIyま凪TTで･u氷を良性として大体 次0)ように行われている.
泉 ～ 未 L+-4I.･- -









凧 JLご′北海.みか んなど 滞mFt陵7･畑.iI)凍田網引の軸を秘む
-10-
日日IIIfHii!… ドlfI 等:- -.盛 潤 一慧 塑 1!… 賢
Iii ＼薄 ＼＼- ｣∠£f;.i磨 亨 こ各_--F鮎 EtF表 -筈三 I州も 二遅 trf章,.ti
f <ノ｢′- ノ廿～lL.glyig5m 日 日.～ .A ,鞄 ;'@＼.､ミ＼
套 ＼ Y lJ . .服
の琳軒 by我,浄 土JLて 11･tJ .



























第3儀 お だ ㌣か な気 候
｢ )雨q)少ZIJ:t＼怒声円
瀬 i･内海唯域4.枚につIlてみち1tるごとく.降 水竃 は他の地域L'Jh＼.て.少なIlとL日 工と
は寿:i.)小る4､㌧ 絶 対 牡においてと､のくらl順 ri-る4､が伺鬼である,こ4ほ同 山焦下の他 の
ニ trirL洲Ll｣･で山 )とL絞 してみると.I,九の求0)ユ )に石る｡
)良心 ミ 日1 t ⊥ 3 4- ｢~丁 ~~可 ｢ ~~ lL
1 山 一2-/ L,/.i Cj.♂′/£J I/～J.Jl}/CJL lJ4E'7 fP.3- /i/,9 ∫/7
く/タS/年･-/ys5耳 の平月何Ll地-:T屯蚊頚骨抑 -よ'b)
この女 ク､ら ′ト31..称の伯見たの智東の時一舟雨の収 ′秋の合取掛二郎 ､争い 一とかILTJか
る｡-さらしニjLを:I;･叫句の鞠化の池息 (雅一+.もか)と比較してプ ラ･1モンク●7にす ると′
)六の恥2.森 g)A:つて:ある.
百冶 I 之 3 4 5 6 7 8 19
- 峰 は … ∫.ノ ∫〆 8-7 JS.2 /.7_I }J.A lS.占 28.3 240
/P_C
a - ∫.占 3.7 i.7 ノ′.タ ノ/.占 10.8 1∫.i- .?一..I lJ.i /i;.37tt ノ′∫ ノ∫7 /37 /73 ′p?/70 /59 /43 1～/ ノ′∫
市 か I I t.0 S.P 9.i /81 /P.3 ユb∫ JS.f AL.ヱ 17.3 JP.7
+ J/.b _
?? ? ??? ??? ? ? ?? ?? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ??? ? ? ? ?? ? ?




＼ ∴＼l t l
# '～ {0, 号 Q
? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ???? ? ? ? ? ??????
呼水tのJPないことは牧抑 ･述 べTこごとく.耳LD南東笹竹RLユⅧ喝叫 帆 ふー Jl一.ト ､･I.し･l
季節風は中国叫瓜によ,-しそ1日目指席T3It qf,rFil=は11わゆるft.騒乱〇､･吹くTLq)(･あ,i.






転 も 7 2_I 3 午 5 I6 7 -ンし CJ 0ー tl 1ー 年平野
萩野崎 ∫./l以 5.3 /7.ヱ /7.3 3/.メ ユー.iユ計.i }4.0 /訂.0 /2,3 3'* /∫.7
阿 山 y_/I/,.8 ?.チ I,}J? /75- i/.{ ヱJS ユ71▲ ヱj.0 /Y.0 //3l究′ /3.0
洋 1日I.3 3.a 71 /ヱ4L /7:01/,C lS./ 1き.チ i/.i /I.F /I.0 {_I /iZ/
(河山増す九泉台守叶 LJZJI
-~牧に打率l-おいては.平均範温 てjt句に1'亡P)岸夢が一呪J州 もI-は他職の産イベ声才L･一



















崩 5毛 細貴 ALl･■終 電日
甲 LS i? 30 3/
東町崎 め 1日 JV./i 3.30 1.I? A.I
†カtEJ ノ/-/1 /1./i- /.1.3 ノノ.′7
甲 山 終韓日 与 3 41g 4L.lJ タ.I印書q ノ′.ノヱ /0.3ノ ノノ.7 ′′■′7




初膏FI 終 考 日
青yt片 ′′.ヱ♂ ラ.3′.-牛.ノ0







ス軸 にlJ叶えたIiJ.:･Z,軒LくhT兄や即 二線入されl二日&,農免官璃>_しても.'と41川 .:
すべ きで､故をO､ううか .
I-才幹両にえか･る簿任すJ,.i_且 見てわtEがら｢鹿 田を耕して｣集約紗を尊敬憩兼I_生む Id
と■終日きっrl一考鼓を施す坊冬0､-･4')ろように患う.
- 1!-
第二号 歴 史 環 境
欝 l野 ｢音イ有子州｣o)夜明け
烹)L町の7m:附 ナ,その書落rJ.亀盾0手合～(.iってuち九戸内利女帝いl舟であも.









枚qヤQ)/7年(ssb,)I二は.｢青竹池亀｣I_毛各がtDlrtておりHI. 強 ii 廿91/L'fr･LIi'･3)







れてh'L).また.和 丸軌 こも｢注射1希有q)地と池亀Q)杓の他･}仇0)温風血･晩年 向'･1万各
戸の吐IL他へ つつと.串柿雷ヰJ外はfm)や卜もrJ｣と紘きれて'･)るところ^ .LT･し'!..凪B抹
食代におuて.一個 の女峰でもJ,t.池島とLf甘0)研0)内it,部 ち･楓正の兜島々は ･画境
牡hとな'),駄P鼻紙7Gi:埋って隻句のオ舟に何,1いたものと鑑われも.
こa)hP芽吹は′市削 10tL鼻を沖徽作即 鰭鼻.米華ヒモの怖tz8:はQ,らfL･蕎戸本牧
i//CS)の珠には.馬の背o)且た岨竹はqLb､ニTT程Rで J ′朗0年卿 二は.唖に懐青島とむ
っモので･あるり).




次に3(R叫経をみさと.氾島部Q)入れふ托屯静犠瓜 0)神職 として･徹船 脚鷹nねに五沈
- lL?-
一恥q)如埼tr=tQ)でIあった.Qtil 一線かIX恥′亙れ 淋ヤilf,一晩dt●■凪市i孟化 し'(,お.),
戦国時代.宇長身乱荻かン相打 L7)地に冶取してさた頃 札.光晦の丸帯1字をタ.中郷lL毛利 に
属 し ☆筒音ガ地帯はtd珂r_束ri,両様 だ 1た. -のよ)に,汎島q)釆托長日視力1･■/か致した･Ty
Jl.苛各カq)准終点l=促正 してllr=B､ら で`あろ う.~の硬 .夫臣7L年 (/{75)から才女∫キ
(/lop)まく･は ′柵 原を領有した字音夕乳Q)犬皮下l=あ /).兼良∠年から同9年よでは.
'F与多良i=拭って価両国に入軸した小早lTIを秋 の.天絶下にあ,仁,




･有明の宅徹年rm /dケ7- 5-ヱ圧 il取?･小ていも｡車曙の創攻とtって直r,lr良識の形成と
時 折､つ1Tも こと.Ii行き丘さ'であろ-)か㌧集落の解凍別lF/:&･け ij-)o)楓施しか)ううと思う｡
と仏かく.宵悪の屋久 の,Wい )新田打米とは葵な ')′古 く,jtち各没を形或していた盲地杵で
布 石-いえる.
ケ臥 取見町で扶･%粥とい･)て.別 Ejl円u)7ナ奇hY尊卑冷凍で速谷 を符 ･'てL-ちか.二
1日J今･エリ斡590年17.く//so年頃)山田村長葡隙の大穂増埠か項旭鰭東にい lて叔･蛤Lたこ
LlJ)Jtていも｡二相=Jって双兄rTの低乾の究鹿 看取O)一軒か.患われる と同序に.好杷ITを





｢五芯一山l研 円付添にある熊野稚現 に和i;して.ニ0)W.1二来たりた引如 行着義*･鼻毛･長貫･斉
永･芽矢等を阿礼とす.この一社紳串 を阜して吋i5-に横紙ナ7Jこと二年.尉 官淡 く農･:両町下村)xI)
路南山0滴農を止と.水足を経て林r一年をtLめr.:各にて.各く熊野鶴見の泉壮者rdl/).
E/瓶と吐















まで/7空.郷 里 .博 之72石5-キ5升.田畑ノサTTノÅ/飲8歩半･うち/TT7臥 ム少･&欠
-･ ｣と乾 してある｡キ化/0年 H d/s)に1.,珂/ク町7畝 /歩 く満 ノb7品3斗?升占谷 ).
沖 /^町丸衣{畝ユダ羊(甘 7'/石 ∠斗2-叶S各 )であ'仁 LT).的代杖降ろか●'即音Jl篭の411
%(二よると.当時はノ糸 Jf3石.兼332,局/斗?舟.す添 ノ18,/13/W,す席 ･,gLJ5LfTを鹿
出してafJ)′末美事萌を主とした兼打で.あっr=.また同村患いま,｢頃.吉 男 未見ル+戸





路4号y･.高3PO荷叫 1叶,田畑ヱ7町 4衣i畝ZJ少･Tl.巧3京/7歩羊楓 丸 常永78･方
★57∫J池 ∫′船 9･･=･･-･｣と托 してLlも.高相 0忘･'L+･L叶 は借 Lp掛 目 徳息 ).船9載
工 t:二 三三三:;.;三.i;;:･三二:≡ -?一言七:一三 二 ; ∴ :iA;-i-;+ { t_.-:-:!
､ 甘巧 ノT,CCクで.甘煮 MOO九 泉 ムoT.甘油 5ccも′砂箱u rot叶 の細長hYあ1.られていろ.
また.｢乾* 方 微音 ′′?タ･良好1戸,エ守L戸′同君J戸｣とあE)･蒼軌 よ各戸救p)
凡そgcわを細 てお･).農削 ネ変事規な£Z･･Tろ.他に雨品代物●こ奄は か､或触 れJ果
叫1私沖女官冶･砂頓の秋没-rot.上兼押FT尊長としてfl干紬bって llTiJ=乱 さない･
T山硯材
垂打たついてu盲q温音枕鼓に′｢叫守′,iq.貫称よIJ/ほ ′掛終止即 と偲 一定車出
て恥 .官 1テク后/午,町畑え/ITヱ衣5玖ノ1車 内ヂ衣41畝 14ダ半壊演′親政占9.万を5-//'･l
.′ と的 .また.文化/0畢ヒ叱PTqrihr稚してu M ll･印 面稚 .為76の刺 と抹舟JLと･iLj･
ラ衣食の丸田CrあるbY甘0)性格を将敵う'Irる吋のLO)てはTdく′々 I･tl)収束は 体とLr=打
製<･あっTl-.咽宥Jl年Q)材kIこよると 物恵一し て,t2,00右.家 /60石rir好,7{,//0号′骨
油780品がIbリ,北す叶 と恥 く派東軍項は とし/こ,a-乾(こエ那 派 兼2-して好漁散在長の
hm ,r=好漁であ/).Yのことは.着果////･',同文∫P･エ有/S戸 ′鮭兼/クPとある{こ
ろからしても令 ると路 j.抑ち農焦Ilb)-･/Jj･/f･の斡80%であ').エ末7;f'酢.Ll一の杜仲Pて･




アキL升,田叫a/町L衣占れ/3車.Tq5町阜スケ玖R,歩苧吸L海 -日 掛 /0･-1･-Jと盲珊正も
柑銘 に乾してある.箸噂のP口は.ノ13戸′83/人T:Lある,考打も兼首相阜X-の卑戚 Lた町 □
猛であるbyt′STr息の塩町hltあl).現有もかな()垂んと狩れ寸11tlた らLL1.また,本町沖
をq吋として獣昔 tん宕干符 わrtていr=一明肴J2年の打払によると.米2,Jo石,ま4cc五･せ





-'当村についてq)磁子を奇相温古松旅 は次q)ように乾 しL(いろ ,即ち ｢山奇,藩政.柑XA
沃J-_して6,訂賂ijO蛍半･相称r里.苛261石ム斗5什′町梢2/町占涙 了畝 ∠歩半,内え町






ib(畑 ケダ半舶 ･･-｣と削 てざJ)′濃集>i体か相即 ･あ,て ･それJ=如 鼻骨oyb､な ,.




丁凪町q)申 lti偶 に瓜tする梅河村について官館鳩首祉敗に且′ト･･,市23沌 アキ,q∬
J川 ~メ茨/'･歓ユタ羊.内7町3'衣ク飲 ∫歩低次.索救'/7J号を57t,-･侭7-･｣と取t .し
て5)ち.明和年即 布兼をみろと.斧か 他に.乱噺ノ軒.鮮度ノ町 民升一人かあ,).(2) ･L
牛も紺顎飼育されてLl苛.大化/0年嘆も大体 同席で奉る.喝:,qja羊C)吋髄には.米脚 i,芙







内川 '4Rヱ渉 平温坂.求畿iWl′すキ/33/-･ 船38･漁舟クL｣と屯き4Lて市る｡ニ1(
に‡ちと.笥抑 工BLよ')九号浦ヒ据えされ･わ半枚 (隼のgL伯･東称号のJKえをつとめろ成
碓 )を丸紅し,その衣舟給付として.景中 りの他付漁港宮代可.帆益する制 を与;Ilわ.77て
お')′8細 の船 もその殆ふとが息令であっ7こT4ラと≠利引 し･息魚の地軸 岬 骨にたとい .
また′碇阿uIJtr食あもb､･.堆まは他の')十材(･比 して毛 もなんで･あ,た.
可分J;L年の廿息によいIil.伶byソ付 根 あ ･). 如)')ち如 抑 /OY枚であり′しかし.<他東
宮甘んで･いr=泉か/叶 戸なoL(･･平均ノp/hXの息於を所有 して線 に考,TLlqで糾 う.







戸でもって･仝j>牧し〃/3)の2･rFHh.漁町.タrlかす 私 .8外が稗貫 .77PbI･iX ./1升0一･
枚東.SJIAnt'日雇てある.工鷺Lliとして牡鷺であろうし′PA は温田の浪手や漁守L当,
た屯のであろう.押上軒は.草書甘えと号音',&'Eb､･耳管浪里の解で併存していたキk半',良の
打払でありたといえちか`′叩冶勅年じれl-て1.歳鳥相審美に比して柵 怜桝 a)棟城が騒 8)
られる.
堺L柑3ヶ紬 を血 L･'てみると.枇 o)打京モ奄る1.もか4､1つらず.府人とl､･棚 材吋
であl)･瀬上書付薯*とし'(旋ffの若干か)I-Ir=打41/(･あ､r=.f三だ桁上梓の/川 魚東沖
lr 性格bl好微的であり.他の7ケql二此してt 隻相打.%てあ,r=.
LH 天城.寸も象文書;rX島部大友農瓦耐 性博J i･化/碑
L2) -/ ;仰 芋粥｢千隻｣
( 石 Jr )
J ここで石嶋q)虎穴につuて職制こ… ておこう･温故,古希Iく.尾根舶 銘 とLて.九両
1 は東光町に.帝的 昏Jll牛丸轟rTにヰLていも‥ 0)地軸 Y硬貨引 代 のは元礁 /Jキく/702)
で.あも.この桝 乾え4)S乾をT牢にみよう.
1 正収ユキの僻 官鯛 t=Ji,右中山tP乾L牧師音引き.両喝托粟峡のうち.狂句か′北面Ii
句廿早とLていr=Qr.報 収句碑旬には長句がな し 自称山餓 SJ乱革命とし-L独塊を繁り .
年雷を納 めもようTPL立てT=のて浦 上甘百姓 ～正も育姓との恥 や斡 bY冬 ').元泳1年 (/
∠59),両村のす也か11Pへ息衝 Lr=.
モal軸済,空3年 ,石鳥山拝疎らでd:JPかでゐもと11)裁許か有井から下った.LI､し′
五枚/5年肴OL･岬上灯す吐かせP＼打を.方烏山Jに后0-粛帝宮で萌っ亡という紳 ･誰 失 (長
一 之5-
棒 針 二はr)から.rJ:ll)を牧タく示 してf7rU とーち.丘収ユキの併称向抽向のとかリ_ FT7 功
ILl九両1瑚柵-域 葡萄町野峨司と 放 きf241本 u J.至 ､ていろq)てあlも.二のfI鞄叫現 柵 Lt
a*鑑の物上･直島喝の丸凍卦と珂 tq l-乾 拝 さ れ て 1トも｡
淡(-_J后鼻の噺鵜状亀 とみよっ. 石 亀 山L凍材耳点LT=のE3.克陳ごJ卜7巾でJ)Lも,二日に
ついて庶 書 依Jh方に.｢充棟卓永耳･中tJT良珊 擬す枚押上叶を六/I:くテロLrLr'1 をJt了.･l三
冷 六人 に戊即す,雨笠大 円別東五軒Jtら也考攻 敏 也齢 魚 え･下村 可itLや凍え⊥木板也上せ
犠｣と5)リノ御上叶 祈塘 三人9,-,乾抑 7-/LFを冊き.親告t/-t骨 ノ＼乙も.I.4)喜 浪 t萌し＼T=のてあ
ら.
最中0)戸口の推移 をみると次cb二･､とくて･める.,
写像 占年 (,/クL/) 3 ?




后即 )唐音は′賢抑 よ缶fbYL主て･風音 か
経 てL南'Fのれ 人 1コg)増 加 とと い二;大姉
に渡す Q)比史h･増L,李TjJ二号っT:;ものと
蔽h如る.
しこ)足 首 J)あ 吐
次に.iB:世にhfljJ#)tlIO)友7Fの状樋をみようb召一正Q)二とく.iE世のgヶ打の貴書は
紳上灯_Jヾ塩田経済をpl7味LTt半農半漁であろJihHl.す.ヾて許音,そ日も畑rFの此包 O)大き
い凍廿を主と7.千)lr別蒼肘ri･5,'味で低音,各種_敏速官L､凱 由･砂糖等 )か加b l) .手の





検 地恨.fq奇帳o)如き土地 に喝 Tも毛木特発卦が骨泉な0)で･.大在度 く泉城中島魚 )子息
新患牢o)好舟から3-番するlまblTd･l).帝也面蝶の舷骨を煮示すると欝 t,泉のご,i･(である.
この患1=Jると･1析場面律 oy大化/0年 L/8/3)か ら同好/2羊 L/8?グ)までの舘∠0年叫に取
材し-てLlるかlJこjlIX.欄この兼亀の子にh･る小尾射ち切瓜号5,る確凍 力新田羽風/こ､しよ ろ
う8､､,そ0)クくは耶 台i年の地札改正彼の地珊切結釆t･あろう｡もちろJv即 軒の祈網LJト現
繊 なD､'ら行 われてお /)･乾棟に帯,ていb軒喝田叫は.文政 プ年師範C)上LiJ堰け のは/)谷uJ
という加/畝7本･牛く満 J升3各 軸成 /升〃･b/),何年弼患各1吋 0)番兵工田 上ノ歩 .大




叶去年Tt 五紙8年 丁やd'午 rl JiuIJ▲lうト.I 一 束化JC耳 六曝1年 1qTr/三年
番 田町也 JTfLAA /oTrJでtp.!壬〆9 a-qlJt弟 :55- ヱJr.jt4z㌔O .Zf′ ?/E,a ′す.F'.ヰ ′/.0 1/./.a./才.0 T/.A,5 J.I..Jl
.lE. 方可 }f/-/,､一.cP.C ′43 d'/I.C1. .令 ∫ /一.34.ノや.0.∫?,I/胡亡.)J 一夕/ 一さ均 ヱJ.SL.0,/∫.P
上 山 卑 甘河 /et.Q.i<,P:i_5-' /0.チ_∫.一-,-Jj jJノ ′JJ ク /TPー JV/ST.0∫ 9二t?Z≦e ～.タ.I,lr♂ 7′'/L3_Air,
下山額可梱 エC,3.3.J7.5- //i.ま.0._)CO∫,.9 .li′_/.4V.ゼ7.I/,qI3'6 ･ノ十′..I,.L75.37:人′'.也 ′J′0 .
i)8叶せqhl ス'/.3././qJ /Jー ‥7.2S.0〟,且.i OJ1`, _.;i.チ.,阜CtJ･∫ノJ.Jr3'.5~ 4/..6y'+f ㌔
7TO斤氾 旦紬 JP,jJ.J′.{ ]ティ ,.Clf4イ/C.)>"Pや.0 ･フ G7.チ.}_i.∫/.I._{_Jq βノ a 湖 中,/.■,?./ キーJ.人 C.Zr.0P'7.3-/-J_d
施 珂 町 ′44仰 /7.9タ.7./._., .i,2.阜J_PJ-;._/0.1一望./7:T ㌔_-,_ノ.dJ3I/,I.a /♀ 6 33(..r.L7.7 lL,.i_三./),dS;/こ.E S 2,.0吋 ?I/.?./
持 上 世知 5/3.2_.Cf.0 ク.1./.&drT',0AJJr上一ず.y- _7 fJ/101.0,.-㌢Jr.ィ.′一 A.-17ーク.与./ 中+-0.t′.bJ/,i,..?/ I






年7毛.戸口と盲 L亨 樵6年) 一七塀乱古称恥 -
＼耳旦 各 d 他ー 方 上山 下 LJせ 示L{布け 現有甘地 牡 粥 M 上
育 3TデモW ち83C2}0 エア_声∫slCr" ./石仰 71/2L'ご吋 . LJS石/54 ユ{,.7市〝〝35㌔ノ3,4
i) 良 /ヱ3 柑 5ダ 〃′ チ/ S-L 77 エAZ
人口 3'3/ 5-9f 〃〃7 !rJ/フJ｢ 互 ユ Iiユr4' rJ,タカ 9 302 97S ノ‖ ′
∫
化す打′船上吋以外の占 ヶ軌 ま′大林 上戸中松の鞍丸か･+石打徳で萄る.江戸ヰ祇ノ戸前
(/柿 )のJB取の推考 (所有､正に短骨 〕寸へi･7･細 もh､-町 乳 ,E'寄 r,=して/C石か1日棟 と也 b
i れ ていた.も ちろL,多くの地域ではJ潮見 この目簾を付 せTTくもなく,塘見辛r一箱 智の
叩きqtl-あ,たb､,そLlt=LJHJ/戸台')中吋帝市史f薪碇 ′J少 Tj:さに血3'lる.車嶋L･隼可､ら
9之年凍q)夫北n 年の右高 にも椅 んと可強Qヽみ ら,1t訂.谷敬的r二みて渡部低唱tLあったといA.
よう.化す村の甫fEYO方舟I王妃東の取りて･は行ilh､と愚う.文化ノ0年 の可甘酢他車叶IS.ま7TT
3度3玖9歩(･.面リ,帝は327ちチ1占什ケ各 で萌も｡軒地面林が冷 んと套っ■てい77iL=こも
0､か[)らす.耳か 半′か以 上も減少 し-)ちと杜君 んちIILJ:目し また′す横車喝の.-q'･七度位
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弼有 IS/右3斗/叶ノ谷 ′蔽有え63右 f斗3叶夕食の町有で,物成70右ノキ5升5-令 ･ス坑




∫ナ｢+冬 康成∠/右グ斗S各で･ある.き吋の戸Ul,i25CP･ノ5-ノ3人 である.書付 は'山千珊









か1.明治初年I:′廿農か'tjヒ奇札 上山壊れ 呑qT机 二,宅/yJrJすけ.骨折机 こ′錦が牌上汁
に載 せされて相曽甘東Z:i也荘官占めていたb､らである.求)E町は怠林野に見て,廿日こ比して
叫の占める'il各D.t一大きい.従って.兼産物も米B(叶J-1上qiの薗商品作物や小茨･甘幹 が'タい
った.こJlbYまた矢内工刺 的 息痩せ直方く晋:由･少楢苧)の生硬とな っr=Q)でLある｡禾珊
兼* をカバ■-して.少､Lでも生斉を老blIこす~るたq)に.常鵜作物JZ裁壊し.が rlわらすか
砂枯守甲吸盤l=腐わって生兼を官Lできたもので.あろう ｡










膚bヾ棚 い い,rQ)に片して,濃戸内･kにも Ll~(は命件b恨 まれ.小魚骨の漁家Jt･併各 I.
-11才-
1tか gC軟 3ii),舶 Qヾタく.i_,i相 見如 ･'ifihlj=錆 .怠組 F.-t･{･か に '.,,.
帯締,i一枚に恥 lj引主唱何に多くの人口を紘rも傾向,鴫 ･も.こG'多くの人口2･堰考,rL
,q7=f鼓挿す るr=め に FL 滞 Atの本人/'yq年上T.-I-J.LlrLIll事ji弥 'T畑 もLIl.lJる.ユ :･1-i.
も､いてtも.｢硬楓は池什 瓶 代･.大前 .舛Li入金｣.hlj確R･tA＼ie,･,て,指止の和 利 粗ヽ末 '.考T7
q川 和'%蕗であり.沖各は机 の.^冬札止とJい てニ)だ【1).しかし.こ)=よ7,くよ･(/も輯叫
てlわ,て . この凍軸は巷 1取ら,tL敦l輪 b･規格して.tr:,I)であ;i;枠 上打 7.20.,_;.T.ノ_3,
～(辛味 ムキ)と ′地 相と此果して多くの戸口を.&してbt,).適尊 さ碕･!_冬してLt,.i.
稚冬錬息Sに罷免されて1も･R*争卸1.丸敬三守りL,/`サ川 花L<打て坑と将 百回掛 り 1.･
との喝のものノL曝3年 (/グ/3)の附上付IL小申･1叫埠的吋Lの杓のLw′AlH qへ 屯 の -dJ
恥 である写像41年 (/17/9)の特上H内J)鵠師岡の嵐藩争論●相 旬.花価に'71,.7.日を U)Li_
の三咋であるか･,他 (=も′ト王で出入 は絶irl鬼1ていと巨,Tと78糾Tも . ._L守t, ニU)'l件･;)
芯卵 掛の何匁を放辛錬各glニよって称呼tニみ､t1,





















Q)はたこの鷺大Xと中 立甥東不恵に最｣と 砂⊥.打浪埴てもろこと'={皇兎してtlも･二の 争
1LQ)韓衣 ,｢Je上村甘七 や凡耶†瓜捨土J寸卑生二郎 ナ｣け1.中宮は肺上村 の血務 て･あると
一之q1-
兼 好 がr)我軒 :=lJ∴




,t,卜占未 i:･J犬引落は押上村本で･有り.′卜串打御伽 艶6J_田畑宰ナ-AJ'圧 Llj粁A､t･ちちと
o)ことで.あるか.札勤ま他才に脚気しない｡玖肝0)ように′J＼串･河津がF'六引落′､人血Ii


















戸も主～して漁掛 こちっTこものと馴 つ作る.漁船A,･/クグ械re3')一中均 して/戸/枚の漁玲7=t:
梓つて浪板をしてLIT=ので､あろう｡牙呼0)蘇我択蘭は,叩冶′上年¢;汀東｣こよもと,冬用′朴
4000見.お3,♂oOJ臥 JJ＼珊 2d･0cc見.絡 -1J♂〃0尾 ,伸 ),d･"dJr乙.駄 メy,2,a-,･尾J縛 /.pdO
Tを相残して3;I)･加L品として.紛 so右′芳久/Jp',i三言 良 し′1㌧た｡緑化はずっと下 も
by ,咽倉3∫キ3月には一柵上乳貴弘各が敢i.さ4'tて'JるL当時叩 .約 択虚をみると.金jr






75沖であり.tl,亜綿 良工こし･その他･fT棚 .旦札尊で息希 ■Lていた .i.JL)















茨かTIF31舶 瓜喝南牧の確執 よ,瓦だ東のごとくである｡これにようと.性即 招集




榔 旦 恵 'lくb 卑 宇 恨 '/T-Pt 大横 三 年 咽 婚 ′コJlt
北 方 3萌クt,㌔5- 7.7./I/.r -
上 J.r ノT/ 3 065- /.-^ 7..,(.I_/>
下 山.花 9. 9.04L.Ll /.1. 9 .1T O
雨月帯地 3.g.7.0タ.d 手_A..7_L>f∫ /T.i'i,～/35/{
蒋 勾舟場 /.3.i.0上､SIノ.lE.′.ムT.ク ダー ク,Z7.0 a./1.0
鶴 岡 /,4.J7.1/.sl /..少.タ.05●o ノ.3.8.24一C メ./.o/_0
棉 -上 6.4:.C.Zy.3Lメ. 4. A.こ,I.6 Ji.ノ,/./0,♂ ?./.〃r17レ
汁 /I-.3.タ.ユS-.∫ ノ9.ノ.i.ヱlif
一 致 ･' 一 秋外の重さ紅′屯Lqか射 たと息bJl与か･,髄錬bt.舛-て‖I:iい.
特上打抜′&町束の牧田を椅ち一他 Q)7ナffr=化してVや大風4tであった｡晩酌＼･新地萌
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叶 の抑え軌を占のておl).比炊け牡末かif冬rl他姓 にあっr-Iと庁えられる.引 ヒー 文ス頂の
骨材試走1円Q)牧田凧罷J<打から絹いれて･､た岨凍し宙浜)では.相 称も石最よりは聴兼を




祈患年代 猛 攻 各 両 帝 l併 有
Lキ化/O-n午 一汁ヰ狭 く味野一長骨碁笥) 43㌦ 9東予 ㌔ ア ル 主星
久保之～3年 名演(日比,-Flj}f,(.ltHt沿海 ー //./.F .10 )






沼 一山田,故JB汗他′東同汗他.塊軌 特上粁郡谷J,r吋の地気弁面は徳子鬼で･T)って .
択端o)仰上村席崎から前崎の沼軒急硬 へ-一丈牟1-掛 け 昆布両市凡そ百Iげ(60塩見)の
渡田q私豆が由し,倣主Li.礁nlq木下J入坑q)鴻池として ′ 武左ヱ門は′耐俵 占ケ村 o),t
何を臥すことを大正及 北才手給 田千石･L巧に依札してL17J.この葡 j海浜載恥 二叶Lて.柵
上付仇外qi-′打は何 q)枚陣肝も申L立てていないか㌦幣上付のみこれに長汁Lていろ.千






東野キ狂では羽東労如 ､b祇幹として必死を収 珂Lてし1たか..初恥 こIl九･JTtかF｡求めてお F
I),徴 l二LI地元炭出0)右横左横栴Lr=.上勝q)r神泉8徐息子確 ｣とよると一首町歩 LED虚
皮)o'別 でヰ 相性表書33有償･年Nl右約 3タJfw(堤/痩,-jr簸 川 2･令)とL､)丸正 】
Lで､あ,た｡
さてノ漫液の牡上の氷海はどうて濁 ろうか.市野骨端(両区)の壌上について.微事凧 こ















































































であっT1-か'･盤有.-i′也,少額鴬苛 )ニ萌 葱 して海手紳好古も碇少rJbYLb称していた｡
親岡0着場長-*ギ ｢長 町束帯｣によるとJ考常*軒も軒端本手長袖をt:即 し署永i-天聴
5-)のかけ口に,
｢1 人考 ヱ∫右 加地千
I･狙 え右 S-十 JSi上
し~ t.級 1卑下令 妹才へ叶に相好嘆か
L i.同 /1 4 糾 棚 へ称し軸 紛
1.珂 g ･ 岡山.帝人守浪才へ取け食代
I.正本 占 /,牛夕 南赦免として
メ而外 に且帝珂虐泉社狂候 ｣
とあ,て ,捜河村r:汰 .tLくとも天保屯に晩 に鑑軒喝度かあっr=ことか･わD､も,モー7-.も
l 畑‡= 牧 にk田と孜也 )が塩析河鹿株を椅 ら一号井目J.租 J･lO)葡7Lキ官有や′瞬山.南六号
の凍す事と取引していp-_.また,同乗五代匂長町五郎右L円L引蕉4--的曾ヱえ)の托書に は
i ｢大凧五枚千万瀬 上沖谷間長岡山内大帝向日1枚下上棟 耳他恭好物材太え兼喝及煉和qr低額
何件床材 伺庫収は東南祈好局申候｣とあって .･E印加 Y噺 珂足o)外に.久保 Sr隼 (/緋 )
にIi, 沖仲岬友iLの他 社枚 .息 ,Tt叫 材木と繍q)巧農林 をヰ布 しく下付きJTてLlる｡
簡P日雀R.銘 ｢細 岡甲徹｣によると,大使 /'･)年攻Iこれ 東野Jf珠 q)懲牡 も亀んにCi:I)･
伸上C)船盈薄 にu.増 え0)fLh.他坤の冷.丸 文命 .右境 ･薪給の乱入か'次第に利 口L, ･ytlの
晩節のItめ称宿JV･訣蚤-3小'ttlる. このようr=,且兼と雨徹 iIとは島杜Tz鴫俵にあ-氏:
-33-
塩見の長束_>(.L見場付 ,,h掛 鼠t..,^ ･目 し/i.粛71(4年 (/ST/).鳩 岡打で･lよ′ま人の布が､船
穂屯救い出ていろし川 ノ北方叶でも′大篤於を叱って亀鑑東に当,てtllこ.時代は下るか lノ
哨名/2年IT_柵上村では如横の荷船を.ih,て38Jbbt'柵 r一武下 して ur=EA1.0､ようと.純
の打落で･あるためJ冷棟4,若干符 わJLIJTLいriので.ある｡
LH 施用,糾 東す書r帯衝桐Y振｣鳥水4車
u ) 哨若/?_午 ｢打払｣




備 前那 I･丈.秩/>C3年 (/&T4L).大在慶を廃して和一く十村肝布を性=ていてノ蘭q郎也
+r･,J3長方工門ド ノー=二類ってL)T=.犬扱え牛 (/68之)′十村q-潤 を肝煎スは下肝彼と改称
し.質7i(4年(/70'7)には卑lJ入定長)=Btしていも.
笥吋.lL蒔都円に大京度bYS^ もかJt.冷 凍10俵 ,除高二0右 2=きれ7.Llた｡東)e町t:喝
伽 Tる大雄 l･i小串打抜九人で･あっr:.佐大人のあと′大声 産を勧めr_q)は,小串灯瓜太ス
日 付 EI)ノ凍知町野田島鹿ノ伸上打払右上円,同村七良工門.北す叶谷附帯九年′同好谷
田千名工巧守そろもhyL,その年代は不明である.
各村⑦名主についてIl′い-)ごろ/飯か和9)'てL-たP､4､･dlr首跡 二介 るだけであって 車の
洗浄-L性格も狩人ど本町モ･ある.T=Tt'J礁司り長田衷大昔 ｢長田東館｣によ,て,犬4糊b､
LJ哨:,台初午まで･混同吋名主を軸のていrL長田五郎有二門の棟子hV㌧を-rhかる.即ち.艮切取
IEt,前払のごとく,大保頃JW =明度の他 .･L,沖船印度 モ･T)他の喝及株をもち･絡称吋にl甘
藍の大野己を暗線で･あっT=ことか推刊 LtれろJ
(之)戸口の准夢








次に.Jh牧即 こ的 と･帯-I=･亨侃'ik未明:,?初年まで戸叔 ･人口と小 二新帝してt､各.
稚 I=,戸叔 Ji幼え崎になっていもby.このことlA,次新二令倒 立Lていっr=ことを承 して
いる.もちろん,他地域からq)帝位 It若干みbJLたであろう.
- 3キ ー
好IOも 戸 口 の 推 移
＼登 車僻b年 明和耳Nt 大化′0年!久偲2.守1 叫:令iユキ 弼'fT/7'1-
村 名 PJ( ^T3 i)A 人口 .F数 ト ロ 戸数 入口 戸放 人口 r戸数 人 目ノ..メ半切ノユ3 T / ノ3.i .T38 /d⊥ /■'./ ヱ53 /ce? L-3タ
比 オ ?8 I?5' 9〆 JISLC≡′JC 好T /チタ FA3 /LL< 41:チ~
i山現 S? 〃07 8{!465ト /3 j久ク ノ/iL 477 鞍 SP/
下山頼 さタ S-// 73 ∫可 ノ2/ j91 ノ〝 3ー/ ■=ト■ 心.Jr
折田汗地 ?/ ∂ヱ∫ /30 7′クE,.ゼ7J770 ′ゴ/ 177 /7S さ′7 I)-4r 7.;.lI
市田†地 STb JOZ 70 33g グ/ ,7.でd 7/ ∫7〝 91 .ープ/Fj.1 gul
境.伺 77 S-?I eJ {ケ{ ノヱ/ T/2 /lL SZS ノ313 37Y ,-1:I(i ∫〝A.-
岬 .L 101 ノ粥ノ 2〝 ノrノ占 37g 22,TT i'ノ々 ユヱFS- 与亡.3 /dJLy ヱ妄P -,ふ▼/













LLも.しかし･ニ9)ことを示す久体的F#tL維 してい如 1ので甘 党 吐できなLl｡
紳上せ にbtlrもこのqのタロの波少比膏にJ(しく･戸kにか 1て約好物･人qL fH1(鶴










神稚締糾Jiの傭行の鳴菜′確信鑑愉′Ju '^仏軍鹿卿 Y打わjlr=btL･甘え占年 ′此郎 ホ納
ぞL3㌢ヶ草(日直蛍1,キ言呆33.禅hj･り､庵 :i-ししこ),現凍兜町荘域 内でも.乾丈9年･








1.中晩呪(｣ヒケ)一 之.軸求低く北才)･- 3.福井能 く上山攻)- 4 ,地蔵紅 く
砂上)･- SI.竜草枕 (御上 ) - ;.七井挽 く幣i)- '7.甘来院 (塩町)- 3.









kは-Lならない｡宋乱かtJ盲仰 だけで･な く .模索といつ面と.疎く催氏の生活と鹿bLuついていたも
のと一考えられ る｡









束札fT円卜菅′順 かb7nl_あ･),･寵 ･甘･即T.敦れ d.I-:.りr=.I-f=如く打.･'｢′卜･,hlrI天よ
･J領心木風音+.凍 甘耗珊～して寄附 †の屯最三郎こか喝舟や･年取正しr=相即 ふJ)'･i)ンJ一飯
師2為を招 き,吐畔や9ケ打の子弟め太甘 lニ写って11たか1.年t)にJ:る草枕公簸とといI.息
凍 した.









ヱ ･ 野 上
3 ･ 上 山飯.下山昧
4t ･ ltl-3′林田
/a 1 /3 伸上;新年,牡を正札珊即=吸着
ノ0 // 訂 第二jl故殺煉㌢抱剛 二正さ,再呼汁地 ′東町井他′梶F'i,桁上 土Jl九･
下山親 ,北才 ′卦河.洩れ へ簸,収喝 .見 取野崎 ,山 田.;骨 l.
/0 7/ヱム 浦姫港 と戸長狭牛とJX何t,鴫軌 温ーく｡
)ム ユ ノ∫ 戸農牧癌良蛾i仁P長峡T藍t牙を改正す.
好か祁比骨材 九才一称唱.上山牧.1こ山根
妨必前線剛1-埠 臥 柵i.職印 地 ･向畔 地
之ヱ ∠ I/ ~肝町村小鹿野
埠血相 ;番 W .化すノ上山攻.下叫叛t;LJBL ′北方J=枚噂･Ttg一
軒上汁 .･Jq上.梶 伺,索郎 ･旭 ,市田拝也を令 L.jRtqLこ硬 Lil揮.





















満 24LP石 J斗 5-叶t令
物成 ,70右ク汁8各
7.上瀬/S･,中畑 J3 ,下欄 /1,下 i柵 9占
印下l榔 4L
iL代平 5斗チ升3令 ヱ勺 ∫外 St-I
息 平 2つ9命 /奄クも07
表 見 まつ6本3置
I.催涙 377'占衣㌢軟/')歩 占-'L代､











他 年 Lつ8分ノ夜 7∫
表 見 ヱつ Aか言凍






1 下 ､畑 3g小
三Ht干 /j斗 /什 Z各{ウ/･T好
鬼 平 2つノネ4泉5も87
%･兄 ヱつ3ネ3長
安 或 /右3斗r升 '/令













































竹城 占升 各` 丸ま り








































































































L 東l岬 壮対 ､ rT
第三 章 多面的な生産精勤
沸-Fで述ヾr=匂(5:BU 史吋印 の上にjl-J7号よれ5単耳Iqよ.S草郎 見kE二才即 も
息と置いて凡て行 きrlいと思う.
き町は.伸 上を僚HてIi.払轟けこして粁覆誘発と1峰lこ藤原 して束たt,Oであ○ 止兼
の存 亡的､えた紛上妊漁村酪故各色希 ってい5.,捜し矢岳の発達I1.度布35を而てて屈の両
柿 (=促す5風且した姫理均せ走 と烹辞し.見正広珂ふ市.三郷 t搬 ↑5狂咋義漁村地帯
Lして密畿払底 して束ていう｡
東食中心 こ''いも.と加えた女物戯治d舶 施釆也境･､と叩 雀昏祇o)鼓抄 人でいう｡
第一肺で洗車載積の患h 色町 く鬼叩vl*沖野* L_よ と､`い もんの乱れr=呑fEIO)農素t.帝
王姉和 ､先島節におけら乳牛仰 池析0)や,Liもなす集妃町o)応耳も凝 って1-a.串三節ぐ
旬称 束の押上ヒそれL=吋丘すらタコ養穐瀬C>石tt.51.i,こ甘木洋本三浪cD葎o)やて点判こ












菊農frヰ粁 しいeT義昭遍*o輝 やがな世親 にレデスタンス皇統A乍らt'凍逢しつlあさ.円
山郎 吹坤 lL互鞍 Lr=白市野地戎AZヰ港町をや'tiLLrl亡久の歯帯カサで･あら. ニゝは市
卦1 - 7'ト◆チャー 如千把T Lいう故人もi.(-珂為中瀬o＼ら徴碑 と定点L(eた.九十書
.qt把LLて末次市乳と切 っTも切れない何凍Ilある.
で止や粍G)浮草他市AJt.'のような清色をiJち.とのJうな旦乏歩もうとしてい5のb＼｡毒
日収観やry真一 L)も貴書からげ卸 してけ(着色見え{行くのが泉水 の牡であう ｡ 日 かrJ卓





(せす叢東tノJ､くJりr二q)JI-帆 -!_と=〃､Jこ/[ い Lで LI5かともる命 じ.その咋tk吠
他t見るt..軌 二つl'てIJ二毛作町か井且半ば7P%.伸上でIi83%.叉木と確 りなt)
で貰碓t灯として御肘するt,の力､.錦且では′./..路 上fLは2% 稀府好奇 の20% 彼
肴 o)/{roが-も仲野であさoニ0)地肌 二･与hlてば.;=毛柁ltA上0)クも咋CTLあ る叶 や､らも
典虜利町耕地tC耕せ庚i)有印させたo 即 ち井村/Yを棉解'=萄LV,たPl附が'なされてい台 .
汝 に東児町を触 1台点火で.世帯員煮 センサスlの凍科 と肝日日:外珊 Lでん1う｡
童11恕営脚 線衣吹利長泉･軟





義/3勧悌柵 持碗印す如 鞘 ､におrT5度傭即 (伽 14/,J /抑丘)
以上森 ///2./3I=よって見ると車紺皇宮岩泉8-､ I,D､L:,& …卜がわ0､5.身 3ヒLて
鬼我o)為lこ上rTIrL卓也は 鹿常軌 二1台冬毛作.茶衛 .放す冬 幼帝pTq咋潜の恥 をl-A .?て
ヰ相性色力八一十台ヒ共l=､水車初島 .貸金舟･W有､.雇乗鞍7･ロ レP lJア膚の夕日地才であ
ら.r='O､ら東光町JTこの牢紺と(=塊べて軋 =帝帥 ･Ll_PQ:｣'.)見よう.
各朋 の性格 と々 凍 L戎常軌 こふてふ.日 ,
鹿 川.ヰ兼震泉と腰発着凍
農兵 かーね′ 0.3町 クコ C./( /.L}.ゝI /Ttく .Z,Ci ).i粧叔 水 滴 (8.チ ′_∫. _?〟 2.{ ～.'10
鼻兼坪文軒 2.ZQl 223 I:J3 〃P /′〝 ⊥′ - - -*~長 押上甘 I /′√√ /′∫ 32 32 4:一7 4[ - - -
東泉水糸 泌 0.3町t 水 .1_I o_i /.♂ ′.∫ i_e 一ヽ▲■.'J∫ i ∫ ～ ; ～A. I.0 ′∫ 3 0 メ.∫ 3 0
* 牡 銀正村 jノブ 2/P CP ∠∫ ∫才 メ - - -
集 束 伊上貯 329 jG /Py C3 す.∫ i - - /恭一屯併正村 //a }1 iS' ∫2 メ - - -
東 泉 昨上叶 ′′′ 23 〟占 41 T - - ′浜ニ衣舟正せ ′♂′ ■7 37 ∠ - - -
兼 末 締上村 i// /ア′ <7 3 - - - -
泉叫に1さと.キ兼fo,6〆 く鮮 血) 1/クyO(胸上).庸兼ISqP.7% (鉢且 )74.0〆
(紺上目 _伝).ホ兼の北帯にタレJやQ;わいbo舟 -_そめ蘭書もふうと.ヰ兼は土地町有が
清人て らに つれて&家教の打合を埠 しているという叔町 そJl与が'.一才上々♯O,らも和 賀の
点者′事象bi'叔 政､JtかてL)5のはt'0､なる手であううク､.
東泉人類を見丘DJ洩 り.朋 の帯向 とS虎37(上 l=争 い と人ら草TJあまク君攻がrTLJだ､ぅぅ.
この帝は前述o)上々 の兼兼長泉におt-ても いえ 1 う.
車J5,鍵亀鼓FJ地面礁衣顔則戟略解敢藤
# 0,3 a.～ 0.If /ど .1 /.T
井見好 /f〆 _～ /ア /′占 27 - -
府上せ- ′アユ ∫■ 〟タ タデ PC - ′
本棚 のヰヰ柵f状息r=ついてはhJ5'ヒ.i /!Lと血推 してふ5時顔jlで止/町成上r=lu缶
と/P':つで/粛戎上 と々'てお り.瀬上(.JはE.く凡上野′戸につき/如 く上帝 ,て=卓や
d(+)ク､台.二九とふても .東沖/4蟻 そふてi'.3'攻水上の農 泉 において･上り叢粛生左岸紡
oC者牡であるとりえ1う.
次に朱書 轟塊Aa)所有をふ5ヒ.
.iE7占.車 .6 めん羊.山羊.液 絡
ヰ 丸網干 牧内胡† 瀬見兼果.,_最最 港 め .L手 ⊥ 羊 臥 鵜
鴇 熊 蛋 熊 普 紘 i .V首貰或 蛋 礼発.･S..葦 餐 委 鼻 賓 班 黍 義i -;..
&上村 ′∫√ 3/ 〃ク /pd /ノg JP /? /タ }/ 3/ 3∠フ 4{ /デ 13/ 9^}&
吋上村′♂l 〆Pa/3 ノン♂/pi _14 お~}タ∫/ ′ ′ q 2' )タI 39 ノ亡ク _2ク }93 〃b3
一･43-
- ______一
衣 7 & 椎 を
/.省九.挿柵 が紺 jk孝 i.億 円 LrL斬 カ
Sb.# 卸 のみ 柵 叫 減 耗 ハ 上 蔓首 石井ーヒt,Jニ強 打 0)頒 珂 0 カ セ 汝 つ ン 言 #aなし点葉^ && 貴 書女 l三* 柿 T-. 7 戟 桑
l舛血相 タ占 チ /38 1コ4( 〟 7 .ブ√ 3qSL
衷ノ占.義〝 ,:い てわが与れ 二.表書にJって牽押故をか ぐ一す うと兵 に･&島jto)軒
後 ヒして本書甘利frLてい50){･FJなO､ろうO､ 〃
)tく上.馬堀町全体につ.1てみた0< 丸 ニケ まで上rTl+=耳軌 こ,(つて.鉾3Lヒ押上0)布鼻
と見 rLlこう.逮//I:よ5と群立で丘 O.{町 -′′町の特有が多<'.絢上でd O･･?町奉納が
非帝.こ夕日.即ち押上の耳Qrより卑相集東が争､).恥4女にJうど.キ♯lS弟且のすがタ
く帝上では本手ht､タい,ヌ轟/Sに15と顔且 よ クも何上G)}O-が声軟抑 こして(.呑77ヒ鮎
によ5)争く家畜,J新 宮 Lてt】うずが,hJ,如き｡こ0)卦(伸上の奉相性とこJLlこけ,たすう
ものとしこ頗伴ごALよう.
九 二花市 37年o)薬事呈升珂真木 によって鼻先鼓斧を見iう.
廉ノP農家鼓舞珂泰乗1り
義‡収入 帆 呼人叶 林 泉ik- 外夷血 &W 夷だ軒 差51
一 号 t菟-′町 PT ∩ ∩ 打 刊 >T ∩ ∩((屯.i.∫.Q) ′■′ ナ シ 347SL20ノンだ9W ナ シ /〆03ダ′0 JJJd Q 37rplC
二 号 9度-′,町{L.1 タ) /形 ?I-8 .2420ク0 938PFC i/ZSf ナ シ i/PJrAQ 4L7クiL;St +,173
三 号 {歳末沸(J∫′8) /}3//I 〃竣ヲ}COi:2才j/27JTjPo ナ シ ･ x〃砂:∫才ク 34230
ftq 子 t,f車が(i,ioo) タrddo 3g.胡ク ′■､′-′ /34的フ ナシ ∫/2'{0 碓 ′Pc 33/TU
五 号 ∫茨木加/2,400) 36:f只ク 02DC JYRg.抑 /732〃 fZク00 387P.-80 , -lソ 37.030
六 号 (凍未満(lJZ/) Jt350Gy.ilo I,′J.ノ 20c 紺 .loo _RjV付 汐 r77妙 i).肋
-44-
離 さ
7g 為 ,8 呈 農 * 有儀舌農雷有叶#* 併呑お印甥妄組.S 1r 好 * I チ 4' * S ★
一号 gLPQl メ′ ■ヽ/ .A Jt A A 1 A 3 ′ 一ヽ〟 4-* fFdP′J
I- チ 3/.1g3 ′ / ′ ′ 2 ) 3 メ * * I/1121
三 チ 3(,/7< i ′ ′ ′ .2 / ¢ y ∫ I/( ◆)叫′ノ7
q1チ 18,7/∫ ′ ′ ′ 鼻下∫ソ9:SO
i 亨 jLt,}〝 / ′ 2 3 / 4( ホ3<) --..
キ チ 27,LqS ′ ′ ′ i i ∫ i. I/( - ) 7/}メ診
■1-■,JJt○qふ軌 こ片す51PI雷 紛 F=叶% 量良人T=オ;ー壌頼 .< 養 * 呪 ＼5*Jk 三嶋 ,択 入 養犬養膚 軸 吹＼
一子 37% I/〆 ′′〇% 一 JTyP ∩/¢タデク dP方 lー/^1-1L;2 ∫コガ
エ チ /q 8-y I/L JtyI i/ /JLJJSa ′タ ･←′′ ･L′
ま す // 7J 23 >7 47 9'/JfQ 74 ∫/Ilo jJ
p チ / ∫1 7g 1α′ /8 J<月∧ク 7L ノア曲 Jd'
六 千 ∫ 77 /q ♂J q/ 47.∫2ク タ.2 ノJ〟 ク
身 aI=J5こ.ヰ青養魚打13∠承 ぐ溜 め入口 /A .長狭挿&′人.∠衣./尻F潜め人
口 .2^ .*凍積叔 V人であさ.こ0･輔車で成上FT,ら九てし)57j'(集札町を嬢J､らピッノ
アツ7･し色)のうちやは.他店&ヰ轟凍C･あり､5如 (夕日とが.衣胡 b{少ないと0､,土
着せ々1<苑レJLb､0)井微とi'ち 膏血貯Ql者と衣由している.モcD繕兼貴需攻入l1兆 少し
義外収入drjk常r=タくせ,ていも.軸 lI.よ って広義*中人 の∠帝}t{上を鳶未収入l=舟で
いう.養叢皇宮■こおいて広.一秋に浄肋々の粧如 く､薄くrlD.ス貨濃繁吹人が低下 してい
る事も東 't見わLLている.その息を更に魂o)て九台 と.棚 集束<･ばあ黒柳 人のうらL
麟中人がraR.7g%T･あク.牧人 のうち淡島柁軌 ゼ轟 o)姓氏が布くなってい5のボー噸
何を靖何ぞあろう.それに成して.兼蕎義kr-.おLlてば.冬義輝0)うらの 70%机上殆 ん




lLを u}<･はあ 7)まt,ウ＼.t★ 攻入LT'PT館■-_i.5-席立ち叶 ってふ 'Jヒ･泉兼Itt･の卓溺 鑑





官印ではnキ 18年 と農地貫上･TとkTL12f年 3∠年 とその久下rT't朽 ⊃T1-5,番fgf'L
TBlL婿h･ら貫 し止 rT･､ }ノ年 33苧 -]タ耳とJitJT H-'邑行 ってt'fl～･'='J'市境(J^I
も.耕地G)考tOはわで0､で･.久地王 らしいiJのt)見当らない.林地有れ 一･､り ･riL,0＼･
親友o)摩周衷F_･見てもわd､る軌=.着地改革lよこの地では直成されてLJ各紋に･卵 -れ告か-
町 よ,0)度&.･1伴賠町有に傭 ウdiT少.fJO＼つたのr-_I.ヒL-兄上う. しケ･し土地軒碑｢乾け てIl
硫 恭{_して旧L)世称が洩 っていb我l=思われる｡即ちろjkを涙え'( i)なh･ら､.F柏 餅忠は
真如 .51ニ何 ら食ってLllrnl4-がそれである｡
次 にか 色味革I=おけ5築地可上り~･11下林愚 をよもt.次のとお りて-あう ･,
秦./{/長池貫上,氷下抄豪族別表 (東兜町硯錫 i地名帝1日
C.Cす■ /クーC∫ ♂.′く 0.3 0.､ナ; ノー ∠ノ～ ,/._Ti
町泉薪 ～′7.′ 0,3 i0,{ /_一グ /.{ 2.くノ
質上胞 碑 阿 > P > ■ チ . 声 T
/ .2 3 2 ′ ′ ♂
各 町 3 2 3 3 0 lク ′
IAT 鹿 町 3 8 ′∫ /0 ′′ ? 一ク
G/fに15と､肝狭 Lr=薦地は/dTY康 2歓 ∫かさ領 南で.他店円材t_tJ/町'X下の幣
戒であ). これ皇見ても大地主の存息EIみ ヒU)ら九をl)｡ヌ攻有 力､F)日確租として貰い入
17Lた土地J社町でp,/町 へ 0.3町がタ く 番 田ではク.0∫町状下がタ L)なr/.新 二わT.･
かrJ:i地の移軒である.
次r=兎冊 .各町0)慮象の状態 亡とぐって九 1う.
泉20
冒 ～ 潔.材 価 臭 耕 地 /P削卒竹原即
礁 円 /9/4/0 87LSCP } CC zdP}/0 3.7占70
--4Jl-
1日J,･LJふと.-7登り年 増.f即 がa岬 に /^rLL)やt=丸づ■く.二の鼻伸也と瀦･うものとし
て･<東によ台解> O経ず･=タtlす.･訂打ALJl0､.-才長鳥 o)か刺占叔和 し.巾品主星
化があrT･■られる.二の息については衣に述べる小松C)Ql品名塙と束㈹愁〆あがられ5. 千
礼(=Lてもーj'当り早婚衣封o)状IyL丘兎吋L=おl)て瓜 .その申渡珂鼻に1与と.｢.tOH上
すJI･打ぞb)か い けのタい牙t行 うJ ヒl)｢た染めて代文辞を78.人を!よ.凍果生長Q)兵
守は威すL4J健全でIlない. し〃､し･,1IL(もとfS･q_駕乞刺 1'r河上こd:て汗-=弓と15､九,a
o･JI良くb舟楢.TRcJ鼻やヒLで .裁 JrLl号の官atの忘吐 きくらべ1く.Jljが /,.う4､.
水 に長嶋耳o)催い婚 d)の叶朗 について
義 .i/
滅 jrF 練





泉2/モカ 5と 貴簡Jtの々並LJ可托jEALてい 古事 〃:かか る .,<.&鍔･乾け大河{景 うヒ8､.






収 ¶ 各 回
& * ヽ′〃タ L:LYP!"T ^ JPYp
J*# 弟 - .I ヱ∫~ )々yb 4r∫ 〟/%
夢 二 鼠 30 Zd
(鳴動3/年集束柵も鼓19)
轟23車乗水音SJ農家叔
一弘 阿 番 田
キ 集 17, 33% 噛 ′ vo〆
& *薪一鷹 /8> LZy' 2g ∠♂%
ポム華 }7 〃7
(昭和 3 /耳 鼻 東 研 左 jk )
A f}.13･こ示1⊥うに稚★o)林fl=タ､l申4{わ8-･さ,絹祭[=氏か して.ぎG)沖稀 少ふ1う,●
哀}4'.夜営榊は 映37T選果欺
(榊 3/草薮鼻洞炎泉より)
衣 に1 5と肝Jf何の鹿瀬 は少な く.お･,むね舟*･1=,希151)0)Q亡丘切 掛 二タい｡即ち∫
IR吠下を見ると.塩町で7タ′yp.貯3恥 骨 TFTLL,'L/.7% 冊dBIT∫舟と古めていうず
で･あさ この乎 住専細ませ の材渦 蘇)1のデ-･ノ′と比べて見るとiくわから.
息衝,Qの改称とふきと､
毒1∫健膚初耳凍原煮凄象戸教
凍3 ..S 諾∫--/S, 衣/ク へ /∫ /ト jP夷
/`/ i ',♂ .2 ′
/i! 7 ∠) C
/3 i.'{ タ ♂
(裸碍 硬科 13)
鬼 25:I=示 すように.卦算･Jf東泉者(,7人嬢の何軒 をJ,･古事が､出来る.身果ヌd兼兼の輔
且1 5条沖Ii邑守と有見られうb､.fa)息Ii-h't':老成蛤,%褒 /てふたPhL二ヒとlめ てお く,
更J=鼻穐展 七千o)偲刑の温泉O､ら各碑R の淋畝 とみ Jと決 の とお クである.
衷26. 鑑営林地利農私兵併有状,潔,(磯路樹 )
′席末荊 /-3耳 3,-】∫凍ー{-/o凍 /O -′.f4 /tへ1㌔
鶴巾 義羽恭助我 - - I /5 - ′
此 叔 凍 - - d /CL - /
収 用 滞 - - - ′ - -
ーチタp- - - ′ ′ - -
各町 曇耶林瀬端 - - ′ 4'0 ′ -
晩 叔 輯 - - ′ ノア ′ -攻Jq林 - - - - I -
-4号-
息27 紘J資材,dJJijE15)叶J4
3長 束 沸 3-SjR stへ ′0人 ′♂～ ′∫ /{～30 10へd
蕎 乳 牛 ′ 2 /∠7 1
碑仔牛 / ′ .′′ ′ ′





的長巾i花たされ(いるともし-Lう｡ この事IJ結局fR 凍上の我家r_おl)て.五首G)か射 t.
〇･､.少しづ■っぞい 丁われてLJさとい う霊頚 を鵡幹と書く ｡軍 に ヰ の叶布の埠｡fh.これもPti
ウ∫友～/町の倍々I二見 やLでll卓かl強じrlかLl上lごI:=くt､ん飼 っているとL､え畠｡ こ
の埠各 キー所につさワラd虎 ～{次otlJd凍7T:'とし)ラ,青叶に左右ご九台というすQく非常に.i
さいのではru‖一､.勿卦 ,7声仁'rTなら電っT射ちjJ,未 るけ札ども .fこぞ大切を車は.寸東





tJ平仲居剖Qy･.施剛 ニh'llて弗亜舛t.あること′FT促に及15-,を 1少に'>～才か Yあるの
で.怒れLにU lby･.や は りそQ)こと札いえ7J.次に凍放免.薮青色クく所有.飼育してい
る0)LJ:.各alQ)方でも5.ヌ-才耳兼.ず潔 Q)申 旺萄エリ的抑二打hて大農IirJ:LIQln.労働
力の泉について方えてふ1う.先で長考IF働人口膏みると′阜兼人打のみで .裾喝と谷中で
ふモC.4L/人′0.I_(･人 て葛'),畢首′策一棟,帯求人Llで0･4-タ人 ,o･亨4L人であり,草官 長 ま
人口T.ae/人′O.紺人である.長竹簡カモ･みると平才て0.3g人とC14人.希求,帯一報課告
や 舶 阜人 と050人′卑k,兼書T･dClLk人 ?_= 7人て149も(机上31年q)兼鹿部藤久)･こ
うしたず働カの点に在ると.裾可q)苛かはるか.)こ瓦的栂鐘官のなさ11てlもことか㌧ 噸TRに
薄さ形J)されてl)ち.















皐h斌 絶 叫 ql,卜自ず地の帯月別長
)泉水t,*i/～3 Aラ-5- 衣SrJL./C 求/C､/I 火./Jr.､u
即下城町有嵐萩声救 / 〟 ∫ ∫ - -
句帆他.qlイ寸他叶甘 / / iL チ - /
バ､樵地.小作地町 有 ∫ J7 9 ∠ - -
rt代地.林地.似一郎作 ∫ ク ? A - -
(i此方唯より)


























て.牢攻叫 のみに考えhktた･t,Tや呼集 C1 一打ち ､巾新品-#即 t物として,広く我凍 さJlも
よ日=な,Lm った.こうして噂舶30年1fiにはLLサ殊丸印Q)巷#lこ点き.朔 甘茶乳荷札
JBが各足し軌各を村中正二氏の牙fJのもとl=患最を線1てIlも.現在で(i,東氾町一帯.棉






衣ヱqによって毛かみ5ことはで毛か ＼か､.次方に吋わーていもこと煉り＼打 L､日 も.又
祈19患 ぬ け 状 ?丸
















妃r肝斤別にその昔及ぶl)をみることにナ そ . 首 ,0..









つヽ Ll iA. A0､3 5-f ～-一JJ />-A/T
車煮塘 P牧 ∫ メ J ′1 i
日之キ3jlti虹山'Z′しか.･f叫)






0-ヂ ～∫-) ヽjtノ'J JR〟I_′r
仝兼 崎 戸女 チ + ノ一ク 2
O,書3-や 霊 + / /0 2




て 吐七･めて,純 化にfrry)るのt･はTJ･-b､ろう軒 ｡









/･5(IT_LI)'/)長束 (長 ,10 )をみよう.5久秋T3女以上q)3i'をみると･それ･乞小の賀長
甘JLFrよ/茨 3畝∠タ,4度ク解ヱヱ歩.7束9畝 (一少そあJrlILr/J'Jqvlx⊥[-=-,てよかうつ･
:1い⊥収軒fq)Wl甘 伏見はそのうr'1.7･の瀬東か冊骨Lている｡ス患的鯛 枚′軸 力乱数掩.











蘇:大味キし.(いく飽態 で･ある.産作は土地を消耗し 蹄!l=はLlヾ 叱 (発症同社のものk簡丸




と･上目.せの地帯品代は/･oM 円 -3′oo0円1:あリ.トマトくこの埠ノかは度LR /Cが巧後席 )
て･ノ万円ぐらいである.甘俄 わでLIl.ポ東吐見て､.払えriLILノ60人へloL7人とみるby,野猿










呈溌 I-_かれ,緒 βLは 卓ヱ毛rRを行,てLtもれ 砂の,日印ItLは書作かんんt･う如 ･(･
ある糖ももめる.舟I=らようと さぶ tqとみさjtも涙榔 こ血tl町(I′恥の乾lT=可では秒か･タ
く見諌tてtJ,瀬 貴才略これていも.どぶ'T_tl苛政水田のみQ)-色代何で5)り,tr印 もⅦ
ん5:には水bY.たま1ていちょうrt氷転で･ある0､.,枚術の徒歩で温択されて.二毛作柾目ーこっ
てい･i所もある.次に洪地JiYq紬 と斬細 Q､3',).こ碩 j沌 こそ現在即 野乗鴫 漉け
JR曇をLu)ている所てある.同課避妊)Yt町となっている鴇のや汁呼野音q)代り小てtlo埠各
もあるpz･オ押野東上塔せ卒-官長I'=よると,食骨城の土壌は.砂棟とQ､ 稚 .砂.微砂碩
健砂.秋壕 .敬弛硬とハ¥JJでて砂.L(Lあさが.二)Lは野如 ､･一砂上に乱してい引Ll･ 一首
沖rr菜の吐甘上 ･キ生血印か･上やJ_仁abrJ･､･て,果潔く潔吐7番-とは,鹿砦L貰L和合
のよいことで･ある.次I_ヲヰ地は山地IJLiLI(平吸てあるたV)佃をやすい二となどかあIT'fTkt
ち.蝿 喝の官許稚ItにつLL･て は .急硬牡t･胡 YLt川 ていもとお り.弔モ 一ー軒 読札.甘い i也 や'(
あり,汲疎い L即サ布く筈旬柵剛i格めて阻IL とr⊥甘利であを.催軌叶,7榊 'tf港 ■T,立 '-1-
























のIibI■村名bTク tl(この点q)計書状焚,fLrb郡か上 -1こうr:いのか いかんやある).券 uql二一枚










JTJl)れている.点は氷の収甥彼Jl月下句･O､り/?川 にかけてホ0)卸 二作 られ 野常軌二イモ ,.




うか ということを凍ってみLi)ことI1-4-ち.節 Ll=il-えられることIよ一藤 田Bt'Lを群東棟に払え
4してHもとLり ことbr方えられ-i).番Ⅶ血液と いr).l,この血穣一面にイtが捉えられてU
もi硬が 粘i管でかでかId-硬をよL･'4:-い＼る1-丘庚飯のjt;･摘hy･あるb＼･,こうL仁i r糾 Yイ
モに直している.tLてこのよ'514土壌にjP'Jtもイt o帆か･よいと11う息かり仏,現象ib
新谷Llイtとしての名声のあること生水してn-/JO)で祈ろう｡次I二両卓の息であるれ 梅 雨
め郵 二イtLよ､ソJLを切って捉え)けらいるo)でTuちか､′軸 ､･-6各項きみはカ＼らって楓･い )れ






書=こおける平均抑下面雅か∫束程Jtて､あり.教官珊 人口が●キこ減少 し,兼育雅を愉 いては





こてイt呪稚利 '･右trZJ尽せ川又r鼠J一二育ち.,)崎払 rt･み/Jl,::,･て6)A ) ′;),-a
S fT タ 叫 JO fT
束巻 3♂〃↑ 好 育Rt ∫O L)∫5-LO










かJJ30屯とはいうも0)の町野･.帆給の7 ',バ●ラ､.A,ぺ早く状攻叶あるだ l圧 イ;～.･･tl･ソ i
p,′卜上いやLlろLlろの恥丹 bY･かれ上手と-(くる統 浪て･あ7.｡そこで甥 腎は人をJy一二日 みるL
l号､紘町廿か頂 当 /'kOO円 く比和 r現 を)二小 L掛軸tLノ蒼梅見, ;K鹿骨等を考慮に入1t
有号叫丈入/,'i利巧獲.JAI泉石くものと凍iられる.1t,茸の林田といわれているLh.I.._､て












3 - ∫ 王として くわ
























L港 内に入ると′者 n労すQl切々I'iJって利一･列とブトク碑q)経が､モ ター~LJ′,てまわも
淡枚の青も希乾I=菊ちて扮判り t.償恵めトIHlて11-Jl. J ぞJ)い 11Lrユ′朴 こも速へ/'=よう
に戟衝軟攻の食稚首糖の着日唄に非常に観世.Hl_,食撮71第として岬恵三JLTi･.,そa)初日紳 1
22.,13年頃洗働いとけると.1卜LPL本 ,てきたV二のL妹 は,各桁にお JlてgJBl吐くも生
産される布田イモ.仁日bt"つけ'-JL(.･哨和2拍 )oFlに創甘さJLるL=互･,/-｡工場のJA併ft,
臥-f角て･371日よ､約jo人か､吹嘱さITて l-i.猿かIこする鳥各 .馬冬草比布 l)はt■めr=ものを
椎田しても澱掛は泉Jlもが′さ/)まい,Lは代え'I.Ll.(I:ころb､.本町よ主として-さつまいもTL
あ/).よた 鹿卦の合有をt,>つまいtU1才♪､多い(義31/ ).そのf:,め このいもを様相する
a)であ如,､･零敗l′rh-t､)らに棟勅 仁吐J川 r,L･'い 1617.,その凍f瑚甘日工/OFIO)単項〃､り
/ユ河半折の町に兼中手JLてし1る.朝丘行程I1.枚 l=ヘルトコンへ7-がつも .Llも0)叫f;&･＼リL
T-の上に鞘虹は､一打取的L=いもC)bHb､ら蜘 =.してタンノまで進は､れ.そのタンノ そ狙薄 さ
.Jlう.ニQ)オ ー トメーノヨンJLI_よ･,て/呼岬LJCC甘くLf).一年明 し輯3ゥRで葡る
or)に4･4--4｢DT L給 ノ80t)を硯 昭する.侭姶>f清布4)増大.清や野菜の普及,その他
の泉珂lこよ/)各arQH1もOi'減 少Lrよじめr_のI:零して.電虐･か多くlXI),そのため東兜町血
皿の沿淋及び●瀬P内線島A､わイ己が'kLd)i)ktitL)も｡立くIも悠拘0)北本如 ､ら有馬.本島,与も ./卜直島.下津井fJLL-,きノ番田の潅rlつく ,領収硬Iよ/耳かJJ円見当で1.1陰と安徳I,i




よくを L14,の旺一色o)政に何いら札一書且ア人や チョコし-トの廉軒とnJII) .ビ入ケ･ゾト ,
乃ステラJ ノヾ ン′瀬の中t=入れも.
冊牡に牛急の浄称工券が'ある0㌧ その人現有 1^も0日ふなLとしし てLいもの本港九兄阜蝿
であって一号の払D､r･G.茨城 ノ吋五15L-どて､大 ヽ竹に生足されていも.従ってここも久Ft*
有喝4)先手bY'甘い lようである.
これとともに男に女を尽息払.梶 筒の婿 坪野宗IL出荷汎各 1々.はっきりtていろヒq,J^かI)
･-sG-I-
らT'･甘町q)イモには出席取払かU代られていな いということで･あ奇.3人の仲里を事X～L
サ ツマ^ t rJtが1イ モ _l J( コ.Aギ■









いうこと･地平面.港外1ヰ.アカマJL骨油Q)存在い り こ～.キQY-舟争1'られる.廿 の人
の轟では.仇きあうといあわい )と匂､は同舟で111く.とにかく収入q)夕日と疋･われももの




















笥 L 帝 岬 tf■楢 IriJ 縫､:#
東 光町の農/lcLL夢1珊 〔虹 ＼仁淀無事膚_t準｣一敵 役にIJ.って虹林',りり小て Llろと札7.こ
とかでそう.
ます'常九町q)糾 常 t:L方策するl_･LBっ (_,児島+島公休Q､l)みると,虫町 を申.llL, 11Jlq
山附け(曳王朝蘇)rAと10)耳_凡戦-Yr,灘.埠′職駄仁.t･'(J)叫t千)屯地一冊の二つの邪J叫 l
穂首宝7:J域している.まf取拓也凧 こあIrる礼十町野をみる.二朗色は/戸守り平坤柵地石棺屯三･回平
相をはるかにとよJIち3.}_〆Jを甘LT怖いべ=てWG.収め1'L救械/i.庶舟か▲相 川 てTIH),馴 Lqlのそ41とは
推払萱ql_L(115;JKq称彼此価とLLrT)も'咋糾 1エフとし こいるれ 乳 塩li乳牛t.め.1 り r一㌧ い
常瓜町 は .k寄/戸 替 り平均排他面積L.i/,R符とH7燕知雁首で.あり一二のTPre)って,
乳牛を*l入LR兼のタ句飽常 r_営む⊥)仁なっ た-とは.臼･然ゆrd･HL悠 凍沖にd)ぐまれて
Llr=1.･めて11なく人仲野17に1I,て帝人子11r_J'のて･ある｡
=のせJ=見らJLる蕗jE甘l⊥′日即 J,･.埠 刺 ヶ条件のやl軌 二ふ て.専才略なる0)L･なるこ
とbl･できで.点茶'と並行 し′よrlli副首相Ji性格を･浄')ため小粗衣左･も0)となつてい7-..
卜)弘鬼 の 鹿 珍
身fTの弥彦某の准虜5.みるI:_.J'6-に.瀬見町l~･有人さjlてb､ら招手口ノ7年頓才ての1L卑-下
味湘 ?.奄 リ ･策二に.帽和/a.年収ユ)ー描,WJ1年耶 'E･の犬神棚 耶 い(LあI7.第一三),-2U阜-I
かba)払,t紫の私&鞘にノかけて方えることbYでそる.
() 乳牛の下城 (隼人1 リ略加/7年埴 )
iqLl長町 こい lて.乳牛句下をqLくO､ら行 ,てtlLのは.小 串.甲涌 て-あり一才兜町l-お Jl
てlいq鉾立付a)相fJ.各剛 打11てであっr=t大正J/年の ｢1E島部払｣によると.川年丘I丁
に乳牛か･4L針 Ir=ことがさ己我されているか.,I_の地にお1､て甘域b'●音も亀/-てあったのは栢
和 /0年噂のことである. 二Q)婿に春ほいこZ.p軌 相11lT_/S敢ほどが●1戊 とJtてし1r=とL･･iH.-′lて_f;I)
いる.この乳牛は.都ク､り帝人され,卑〟郁 ＼砂地.さ,HてLI.f=.乳牛は.史篠 57円のけ'T




叫bvl//～-ア京 5畝と叫か･.官の3棉 7=dしめており ･畑作は.葵,きつまい4.bT載肴の中山､を丘 :
L,乳牛甘卑 Q)楓句粁Ql･まD､あえr=ことそある. Lr=bvL,･て.御舟は.羊.いも.1Lb31-る
わら.柾亨などが王丘ものてあ').求.tl仏はh*生産物 として末年喝品イヒTちとと1日二.









(2)禾相似 - 練乳の'r_のの鋼帯- (昭和/8年～ヱ7年)
とこちO.･一何人の甘blこ止って .昭和/3年平時何時救鴇を中断 として,官耐 ALy,!Lb･.戊
よ')郎IA乳牛の乎入官みたので･由る.
潔臥称 ,狩J.入隊甘雌?.解せ句e:して阿山各人br肝心にな,て一.lT=二とIT粥捜 して･丸 干
の斗入L疎 立っていrLlのtLある.この中に東児rTtD虫4着が■ur=ので･あって .-_.の_ど,Ol･さ
'かけとな}てい仁｡A/_の花か ⊥.川山 田灯し乳五号市 ),兼兜町●モ･あリした = 二.TLTl珂 石
井 左心や如し 求兜町てu⊥Ll収.化す,岨河毛とbV一主ri碑で･あJ･T二.(乳牛鋼材書.tに･ip.
- 7'L,和牛と併有 して l-畠ことに五落す･Yさである.乳牛.i衝千とLて(～)′玖Gi･J L Tl,:･LT
からである.)
ここにお いて止思牛を解すL 搾乳S_日付とするも0)で･あリ.碍和2.3年項までに升恥 . ･一-
芯､格点のJキ暗に入っr=とみることb yできる.




















このようにL主格兼帯地帯とし･L膨残土小たか･.朴歯齢 二iしく,岐南吟/j融 憎 く鑑も
転Jhの句勧性QY弱いっr;ことは.噸粥な洛庫i:みることby'できで.昭卵]_5午蝋より停 滞Lは





朝 練の塔人が~軒社とな ')J飼朴木見となって掛 川 r=｡よ/三一面 乱作の変動と相まってLl
たことZL,札血せない.上山楓の一環火･AlY杭して/J lr=よjに l解戚 (粂塩).ぐはなく常食で
ある｣とし1))lL･'三拝湖がこのこうである｡
L,4､Lよf=このことは.乳牛軒音をつ-3Lけ′L･飼育する凍'Aと手水す凍泉にネかれること'と
なり,こ()-一軒=お ける酪農蕉Q)基姓を作.),葡瀬軌乾者地帯 とLLく二打進を畢け 時期 ともれ
J':J爪 台.
(3)醐 化 へ0)尽 し暇血23年へ免か
r吹上ーのよ,I)に苦敬J二人っr=札サ飼~書に7'=ノて次摘 Jvcうなか.し伯叔Zヶ年晦よ'),賂掛左様 大
仰舟を或少 し白紙何軒を珂六1-台ことJ卑下すれば′･弼即官物の載噂JJ る加水 杵を作るこ





新地61符かサ 7Atlとはい九一狩人督半日二T=よることは.乳 牛飼育Q,領甘 ヒO)鯖uTLっさか'薄く
]土冶緑木U)彩管を川 頂 史することができ射 1.嫌入飼特として7スマ .大豆力入電とを戒
I;､.包ま綿 叶七してを,1 そ,tlも-jlも 放牢Jtか,)でなくしンL/.エ ンドウ,1→ウモロコ
～, エ∴ ノヾ クなどをノ化も倒朴畑q)雅律による脊叶作物の栽痛であvJ.u･=東兜町Q)輯准兼は


























起 こ :, -少 ､L r ､)










･神官されてあつこIJL年令 せ7慈兜町一軒 よ朗 筈 也滞
.)桐 JP(rL-I.iL こし)ち.
-Iy森崎 朝練甘 TJkと/I_あけ5和布乃甘q)札止的 な
･hlmLi帯の丸や句甘 Ji,そめ硯掛よか !^いby-.現地牛





東 児 町 i■/.,)3 ∫4.5~
'零 時 叶 サメ /SP_♂
典 愉 吋 ヱC /0,i
藤 田*-T ヱ′ ! ノ/〟





†､＼ ＼ ､ め す か す 汁ユオ机上 1才丸舘 コイL久し ⊥オホ鴻
土 叫一塊 (莞悪i小才) 23 .〆 I / 上t
†∴ 崎 L.山 東 ) /3-A /♂ ♂ ♂ _Z5
.)L 方 (同 一 5 7 C /ノ占
鞭tE斤拙 く上,下) /i / ♂ //P
Atの他 の .他 且 1¢ 7 〟 ♂3/













し､て井本⑦あまりかからrJい好事をIltLずつヰ入している にとどま･)乳欄 T は育温t.てu
ち.
相引の-蒼求か･aiヾ ているように三拝i軸 o)舟*且に帝時度 とLて書明kに雇われること
かt,輩ふい 1らTLよいと方えらJtてLlも二とも乳牛伺下か14,Tわ†lrJ l属国とf.-っているも免5_A凪町L=お いて乳牛射貫の臥 F.L地租R.上山晩.確 岡一九才.帝切4-地帯であるb､L,北
才にあいてIiJ椎孔牛q)町人丸においては喝 lLlbr犬きり＼ったが.汲足では 梓亦性を示している
- も3-･
､L.りiQ L･ LJJ一弘にお､17抜柑 L刈下 る卸 Litか点 く.熱LtlL･ある.二八払他め地域より他
称糾 -めくAtしていもというよりはく草 37-% 臥 )旨い人か蘇 tcで.旬 ')･葡≠作物の袈軌
経 唱包外q)改軌こけして1,度刺 すとあっ こ`ぼ性他衛と怠_,てHるU
% 37
I 甘 地 葡 粛 頼家牧 /タ曳リサ1'J耕地両夜耐 描 軒
上 山-+A(中*_守一大和専) ノ?.lJt5-< 47T/R3q ヱ /Yr5-々5Qt T'¢′ 了之も㌧)
lb 才 (可 ) ノ3 ヱ_占 ヴ ュー ♂ ヱ上 中 ∠ /_占 ≠ 8-_27







よかなうことが てLさす金利の軒倫 JIか､あ･}てJ,賂常軌 二域 立すること0ヾ-T.責で.また-_の席
ti',f兼を行っている農家か夕 tlT二697_もああ｡ノ町以LO)農取7こ机 1てHl,新帝なまのため
に労働力を夕貴rJか車 とL.乳牛餌宵まu'fI)ことD＼いて･さ右J)hT･あも｡Lr-_0､･って3-タ
衣の々 とくに/,-J京から9茨まで0)ノ針よrK市野東署 とTJ･つてお/)′米寿ノ兎宥◎一針 壱′ia(tて
乳 牛飼育t多角線骨を行 う二とかで､ト 句鯨額称の解決と~して飼料官物を我帯する伺朴畑を
好つことが可取で､あり.甘微 ]々=ついて勺'乳牛珂有のr=句=こ鞍下することか■で､きる帝である.
この階有区外にJ)いて.払渡末の評･鹿的rJ粗攻と見られる上山玖 (サ先手.大知膏)につ










号し千句甘j)吹 牧牛飼T戸数 牛の飼i-烏柴 ･も戸叔&*ノ仔 牛 息 仔 牛
5安未済 ♂ ♂ LP C ♂ P
3衣 J" i～5㌔ 汚 〟 ♂ 7 (フ 7 ノ/
5一顔 - ノ町 /? i /4L ♂ /? ヱ/
当町の中にあって也卑見枚を港括っている.吉原以上の腰求に机 1ては.lJj坤 ノSj?bY＼乳牛





Ir 曽町の払加 の換官ti 果樹 屯苦と鵡ふ亡邑久町 葡轟rK軌二は患よIlなlけ･.牧草地 菅 汁
つ粍刈一円と常なって.耕地市花 も川 く牧和也を梓r:r.-日本刊,i.h件b(.あり.渡し1･o･入監




札年の埼歌につl-てみると(帯 3t･東 気続 ) r-･ノ叫中め'4-の親年はg･ケ Jjl エー ′アイ.∫･/,守
しの仔牛7まえタ乳 もすはぎ恥こす､い l. lil)の礼やfl寸へ･て,T,L人/,1.,.よJli ･
の飯柾とTiっている. 曽rTLおl-て屯長生rt､八 川 る礼奇抜ノET半Jysか ,(,I.･とI .L
tlて多い呼は7T,S斗,少な.･1ときjl才右 と仁,てし)る.･)取についてJy.各と./Eぽ こJ7
斗てあるが,平均/斗 ヱ斗之ち･7 日る.こJL抜本帝f-よる帝叫と貢的Ll∴I,tl.塙L,:i.-J








甘鯛 称とLては ′ 私 事かあリ.JFT叶畑Lは トラtuコンi有川り)′カ1ラ.エ ノ,'ク
をとを常卑 し.田畑に飢 lIEは盲板,尉 官L=よりに-二に兼好常肴 との梱玖珂偽b･い ,LLも)
叫¢樹 下として レンゲ.旭 にbllTも廿.･/て 1モ -ー*t二よもイモ ′麦 ′1ttyLル ｡L.ア-
八､レイ:/ヨ ー トワ乙uコi･/こよろしンデ.トラも｡コi,,政審と のね互喝瑞 による天頂
工ントクをとがある｡イモ一斉J上旬甘玖町は正希南晶化 していr=机 長血は1品化すると埠t:
牛0)ALを且してkq-とし主池の生産力をあけ'JこととなってIlう. そのr=の桶tl?いてみち




















/i=山坂･.7)--'L-/S号【患ふL-:-Llて疎＼餌､pt-か-と■JllL)rd/Ll.日E.bldlLYウてtlるか をUFlの収 支か 1.
みる'tr去 3タカより仁 Tdt. てuる.政 人yt
恥としこの17-<マ.大 事てhのし9)b剖･5
1ふ.i-･にのBL侶′i⊥ trLの'(右り.収入の




尽 く.他称･i-ど)IP-_やけてい る 一r=',)､･▲/Ff=1
収 入 l牛†しのべネ lノぐ.∫/dT
禾 忠 フ スマ 4(,/SIO
大女ヌカ Jy.8/i-
■ lナ.I,<複(見浦 ) 6L65-
/ そ の他の大出 /,J阜∫一
未払谷軒 ′C,Sー75-
井草tJ多く乳削,タtl時期 であり./羊を平3tJすると壮大飼朴 q)･91各は増加す る.
吸息′粧＼飼杵～自給伺称の割合は7郎 -LL希少てあリ酪農他市としても老ける,LI.は3




る/二か ･'.叶労働77の令AJを¢皐として いる.こJ=J:倒q-0)呼称 1,J･t.牡的大をう骨助力も 他車
とするr:めである,乳牛飼育 I･I少･早とす る労働 ･Qは/臼についてみると友40のごとくて あ
ら.ニJは 呼瀬軌一止って くるれ 乳牛飼育の Tこ馴 二は平均3時相から4L埼叫を唆冬と可る.
二のよっに官職 カを好きとするため.一昨村有養家が ｢千叫か･rい｣ か､ら丸干を飼育す-'Jこ
とか-てさなし)と宙べているようJ,i.育金一封 牡 の喝且と井に乳牛飼育,1臥貴の伸長の呼官と





r.ってHる. I,-はいえjl々 I.よも乱筆払j6-Lの鴫1J')～.自他伺斡0日 のの句礼rF.女の泉培
払官M lの殊蕎fjとによ｡て棚 AL別1印紙 性格官有 つ小堀骨/;むの◆':rLあるTyr碕 ∴ 訂潅
している､
-67-
宗 J LilT 蚊払I止つ円Tq分昔息 宜
珂上一鉢正円鮒 の判鴇とな -て･､包帯>Jす巻は.心宙轟有免官 賂洗 粗 く鼓 して /3./J%
土足観比吾は /o･= &/･そ珂BJlt{札T-1塊を,ど の河 上綻敷C)姥車が.洗禄高の比率J./多く
Tよってい ∂.
(示 す/) 二れは 賂 (,れr-1内耳P,;/a協 と,ア ナゴ. メ/こIL,イナ.ホう.と五うrF･きれ
の瀬jFとKJ′,て晩足 した ,h規絹 九凍立tKと舟板 とLf,(李鯨 .且っ泡族的載親祭i蓮と枚方
してIJ∂もク)であ aLこの枝K弼タFq専 vJ池紫 は . I,ALっ仰a冬型的か∂脊溶,ti ,R若Ztあ ?ど
神 都 象 卑親祭 Y､よ= 帝展丁∂帝 ･打 可 Yや粁怒.[こ て†符すbか. H .放すYLI主君遭 ㌻∂小
の蟻掛 て立,ていさ環状であさ/qL年頭新 7" やし .lう仝 す吋な賭軒の中 fてあ ノて . 瀬戸村
や′私や､ん 1:I(束絶町-帝K止粥 襟′-Ji:1'て
′`ヒ モ- 7J､ 一,lL (') I;lu' .L IT,I. きJl:
(/) 付帯裾牛乳常 と太う利晩
a) 親水漸 く 工鴇雑ぜ iて/換る:4諌め茶 ･,iメ
O) 粧飯村泉も 中村風玖β対称 とが鑑札 F'ごと
GL) 熱常か 材且 Jて他 リ 小鼓産/研郎 1度如 れ 7-,こ と
--Ly-
羊 C)卑固Kよ LJ その 兎 か ;Si(乾か 1. 枚 J一三枚化し長手i''Y比･苛立(.路の卓二'O1.で､
きるのでぁさ.
耽って払姓は.吋上 偉 丘r･3川 て岐樽に史つ省寄親書と払 え.モC)矛盾を卓恥灯す卓二とlて
及貴を象いた




慧∫3Z7∠/8175/73ソ l/CクJZl3-ecg JVrpc 233{ I4'/ク｣
? ? ?
? ? ? ? ? ‥












瀬戸Tq春の射穴帯K立地 いく柑 上 L,･由8-(S}?Ja叶 東凪町にヰす)は壷の下策 拝q
y7u∠.束 に鮒 V-L7.栄えて東r'可育ても -,. トか l 金g吋水軍かウTれ瓜 凍 -&軌
の議長空車7-∂枇 薄くさえL一生デ較 タブ7,萩萩177そ凍､､町々 Y.破 hr11-･せ1て
Ltども嚢有れ看た農 Lて いも. 二の確 に半裁+貫骨4'舟客C)'建方が それ最茨の左はあれ
や打 払二村 を主軸 付 けてい 尋Yl､夫8.
吋畑j'蒋正 (昭和3クを 原 町伊巻Kは 珂力布官と添鼓される戊lてなつT:,ljEて.&け舌瓶
it町の叱也七紙帯生えの釘かL?符さと最 少ユの叩く!て-8ろ.
_ 星 牲 正 人 井 刈 卑 甲 入二丈｢丁 ー-l
官女 乾季 *& 比車 軒 数 紅牟 *# T比阜 *# 止 牟 IJ
/〟 7{'h - 1/I - I/> / (,jB -I ./'ー J
17 ly 2 i /タ 33- ¢ I 1 - ,
4`ユ {4{ ∫ 3 37 }1 ヱ′ /1 JT ¢
Ij.74ヱ′ - - 4.ai13.8 - 蝿も音で､h沌lP斗 ≠4.0 4.048r74EP.7I?.0 - 1
ir斗ヱ 凍丁鞭一驚長 Ii LBflる農,^上策艶計
-G9-
蝿も勾引 てオすa叱iF-皇舟dと 舟好漁で枚 vl'/タ0% 生食tTIi,尽花町臥 ･i o E,b宮上
止∂副骨 女系とてお V, 阿上の代表相称 で甫∂エビュギ〃:長す如 周 首で扶43:71'iぞ
キ匠の¥づト皇古布 Lてl､a.
丁て一 生ゑ画では′ ziLぅぞあろうか ? それと析ら甘＼KLて泉れi7の本属 Ji呑430)耶 I




? ? ? ??? ?
?












(5)蕗 Jてよ,く清廉 の床卦が敏 LH,
砕)野 上kも.I･くrg/神官～横 肝 ぐれてl-&筒 C)有人ど本横町されてい る .
の碑最Zlもガい77,'せ＼ 次に泉J43と見 ると
- 70-
左 4L3 J-i7. 糾 坑 .'A 帯





? ? ー ?
?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?? ??
? ? ? ??
?? ? ? ?
???
㌃??














T ∫.13 :5.A.I l5T,}8 IF S.30
Ii /1タ9トノミ.o巨 /8 ｢~√1.Fo pt.zL 3/FO
I/P.4{//.9 一 ′3.′
//20 /oa∠ //28
瞑 CLii'.こ車,90iー /i.pt←__ 一_ 4/ 3.タ ≠5'
23J-■ア3 3}≠′` ユ3.表
○っ1･i'(まよが り ;
少1′タ`-†!J一2J LF.}∠ 巨 18lS.30;之dl ∠′′Jー /3 { rLfP}Ol.
｣ /2,占l I/′ ♂
3 ; i., jJj_;" Tl, f一 o ーノダ8-( PL3
-･∫/3~10 4.( b'.g -→/i,i




a/.(れ ク# /0,∫ u30.∫ (2,-/A
** 0 3?/ 〆S- ∫12∃




卑生k万- てS-.7㍍ i･⊥虹 包.L'-):･A. 3J ･ト房の.夕.(,-3･J;).ウノトr.Fa-古く.叶､ノ･.,
30･J-y･(330)･ ポ チF911.∫.I/､～1,) フェアカ.?).3% (5･lJ).クL･イ′ t:ラメ
djタD/I(530) が,L70?.-'i牡TL のt:Lて上JTLlれ診.収はん0%宮下捉bLのナ.75台
以上か f級 ニ′三ル モ耗招 ､してみ る と.疋亜凡策 どは.淑 常永淑(て着ててlL′詞掴 ･iどiL
4i0%の比牢と旨h′その代良射程漉米ラの生産がス oy･軒象 と尤 {一挙足 して h さ.ガGで
･'3:, 418･グe/gP) 凍紫衣枚 と有 し太れb./,･ユ9/- 柳 車-tよe,鎖 せ見るK温 ざ手 タLIp
と玖っZJ･S･i占ごIH 237'/∫_'J /てIaPiLPi'E●相打K水草え港生息と行 って■､∂.
･17'7+jノカレイ.LlラメL足置坑外の#･l河.射乳 揮嵐.一茶斜等 kよりて解凍 rれ綿
糸 'Lあっく.掴孔 魚列定額が ./A - .1J〆I,t沓 り 嫁卯.卑軒冷甘枚巌 は薄 LTR)如 ･/Q町メ
微～カ9ことかLiすれは､ 阿上.番田小一 -,Jて応.,:五里創 生. エ 'ーlてIJ粧試k.宰相吐tj:キ
並 に称えた--Pt,L早強7f舟尊 ということがぞさよう,
且武史見てtL早 場も村有風 とあ IJ,穫農の臥せれ つ ＼あa;hL孝次頼0,-面が取入dの･E'ぁ診.
威燕 Lr,t帝各 p,衝立は. 一l屯僻 と.W ､色砂 ;/れ7,1水q～呼 k3-65雌 でi･利 有 LIF1枚常の韓薮
と Tltウてふ tJ′ 生息妙 味を教務青r=略されて-I.由.
大紋潔さ裾観 にJlI/. AL･マの据 えT<丸腰町g'),.i対吋吐箱 と巧捜す6,私らば 仝 EiF吋k見rL瓜
蔑称 であ り 渡鶏各色ZW.久也の凍村 である,又,梁 箭生産V＼らTれば 薄Ii-のよ0%内外ノ
と丘Ha材 上と.絡人ビ3Jj′ r:萄 T<丸 .せ 打の展項紳 客 と合んぐい苛.
そこで虎′Tra. 群LWTの乳首を育乗 って五二･,吋1,Ji 七夜珠 tql+,単打と*比Tせせ〆､ら
曽町の濃紫生え と遭 ヾJ:うと武か只ので5'尋.
簡二項 町野1物 -h兼
好肴東漸bほ .沖合親許 駄仝好相場 薮 玖糸底Y考 'TT<4'lく/-^して. 存命沖荷年譜常Ji
｢半如 軌良蛤と帯Li､っ､止.泉外線 のか 畑 il帰 る小吏足音層 紘 荊lて臭え首が ふ,
耕批 カC)LYK.後 生Ji性 のよ､/IF耕せ ざるで卑官 lほ 蕗Kふかれ 乙-､aJ.(｢. 舟 l土
地媒材血 p?∠)竹上kかいては付審議末6)乾 色K郵 4谷汲 を三瀬 卜卸 してこらえさことが
光束点 .
;) 人称の肘肴耕
一gLく寄K. Jlわ こえかえす一-術iq-,うらベL さ.i:L.人 見さわ叫 J ニktl友一を軋 呼が長 ･･
キ ヒ ルの手と休 りばがら持〃て<JtT<ケ F<味 わ名東朴ば飲p)-･つそあa.′二相 ,.と抜 糸
丸岬の脱げfTよ名と,キ束 の大村 のことど. やのqtヲI(各ド'r7イシ王/ 17イyー言 "LZ･
与 よ しい称声が丹わ 山JYK九泉L. 吋上の息止確的p,監4J璃気付くY.lう恵味子 年鳥貌
官の驚 乾維 lよ■七をK十本 ～あさ･並 町有 下 さは.エ ペ琳 上C,漁村 と して. 石亀のタコ七大
に定早b:iULセ窮Lて丸大樹上が穴W I,A .る共布疎音のL.*払 繋ぐ′町与r<p叫. lq,i .)_【羊1.
歳で佐TRl､寸＼と尽われ 手.
争呼の相 順 を4)状賂 皇宮々 と.何者 /liで塔令7枚 4L/3j･. ギp何濃か ヾ/o タ7,
打方 44羊では.仝 テ枚1/gテr:隷 して.規 鼓?I-- ccタで､j o -3C勿 Y 苗"てい 魯
一･'12-
(ムJL)
仝 ′筑 舛象/1丸 .甘 Y,
〟 /2 タ/37 ′′OPタ 23.0
五五_ 吋有期の樹上















キ魚沼拝は 博 大かJ凍q/T目 すhJj一店'g桝首 府チ(エペ京･J)/女君.S､iZ,凍,J丸
森1,丸ナ｣こいう麦析ヰ(pl )止TRナ止り.′耳～.Z斤の未申稚君i′<の卸町Iも二
浪Qこ耽りれ他の線束畦打*.z･強付への嫁入け畝 しく仰冊5･.汗われ下の{あS･.打方.付与
という･1は.大知の*'右耳～Ll是と′1.ふい･のJ･あ .I, →軒氏はその代表{あっ尺 共町人
的乏好さ､木与くあ∂と･37JLa=中泉jL-K舟L一 珂方と府をのろ希45g市振ri軒小 ､乙G
'､oi再肴のみ兎は.r草魚riヰ内耗-計*のかかri′C4 ED3r*汀K./Oのタは牟 礼 阜 鞄とT.
(Ill4'喝工親木洩香う叫)と方I/,f1-か･二3ぼTF号fくクは相 ､手兵と肘与 K か fIさ n･
岬 ト伊上 昭 =-~一丁 ｢事蒜 ゴ 崇 警｢i日 〇､一フり ♂ I♂
たft1iわ /′i I席､ら穴て材 i ' f ,
SWA'b常.祁 b:わ ∫ ∫ 残7㌔て弟〝.五 二 ㌻ ｢ 91/} l8 息希 =さ､ = T
LI寸､町 村i/4 ∫ ㌃ 頂 ｣ jt LS l
^ ′吋 /∫~ /∠ 砂､ 美 ユ エ
T<滋で * 3 ! 3 竃 士 rJ i dJ,韻 材 ? 3 一 li-i ′




/何-1打の手眉W の 外戚か 呼
の禾す凍 L/, 王と して東封 ′∫
I.Lか吹､/〟.射乳 17 , 打我
5√の凍tが行われ て･.た･. 二
rLLbの孤常b{中細 私 こ と 中､L?液
滴 Lて大計 と東栄Jれ 乾山のと
恩 われさ. 同舟rtやや蚊如 犬
>l･ポチは辞/p卑 見 ′ytl
の有色 Ii,;井沢 こと､,'t布きQ;
凍り のヰて好層か帝 しっ ?め
卓碓箱 を禾 してかV, 又互井)･
官 Kよって吋jILて丸さ上月ab
のRヰ セ 示唆 Lている.こう し
た社も*化nPt材は′酌 ､ら材への見積耶 あり. 軸 が付 人 特攻東名の長兄kよ〃T. 八
･象れ45央化によって葺九つ ＼あ J'乾蕗 tよ り穴.全q斗Kた れ 綾 錦帯孜有の雷q硯鼻紙の
dK.i 密林7<希 へ rうや く右 端 L. す すdr=は.耕7<エ打が有曹吋lて敷居 Lk内外p)ユ此 粁
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どあっft. これは鼠常･,I野てAt. l 34⊥ (,lET漢V.'ヰ'it市 と前車して戦ぐ咋ft請 や兼 -収-'･-
止 LてR うこと{'t収束 杏.入魂官嘩音や叫 丑 さrLr<の止 二の薪 ど高 守一
｢領域 LZ域外樹 落札.＼馴 Lb耗即 日 -∂恥 町地味珂紅と'-)幣束破称＼碑東jて坪内す｣i:-
う岬者1≠も の史患者 (河上或絶好牡 .)エリすれば,青嵐K穴脅して,を押,裸術′地車辞
Qく軒bt/,aLっ -Jあ った ニYがわ Q＼B. とKか く,ヤ lL'- iiOir=J< 大乱よ.ILを好,I-Jl'-i
ていわLbれ.産卵 者と第-･練Iくわh?. 帽和 /0年町衆よさ年 希 Lf<車 ､舟と美紀 Lて
泉-伝のである.
,',) ritl'･勾^Jl缶の妊知 和粛
野上教材の箭二者斡財は′喪家によると よo′-･ブL,社町とも う.二九や､ら波列 すe･Y描和
/C斗ホ土 盛姉 に当 た り′ やがて鹿渡に軒t,壷･郡r'J素裸/1蕪･,i耕 'Z.･Lあ-Jf;.当時 の柵 が
な ･･か ミJi-F, 裁決声域Tttr＼可＼軒であるが 昭知/o羊の親潮丈卑(表什 ))I;Jatz-1 壷
-Wが5･5.･{-a/LY碑kす{･､れて .､否.衆のられた貯水の畝町有そ--k珂C)戊緑の横 内i=乳 さて
f荊如 招IfJ/5一手 KJS,熱感汝 51硬 .TjC事盾 / p人 ど､あLJ. 硯在 (519第=次輔 と -/







dK凪 ぎ恥 ､.線 列渡来淑 (W_好)ク㍉ヲ5,18^ こ･
壷軌 てフ いざ'､カ ニt=は,豊作第二粥 と してエビ
コや党首点在 鼓 して1､7てこyI-i_一鼓伸 す･(日石Yいえ
杏.俄鬼する苛耕一を硬度 して見 るY,昭和//辛 k
は漁常 の鹿策は 肝 ･姥L7R ･朝 の衷毛K令甘､れ. i
や､IL珊 可をみbと33笹の魯魚菟K藩 I_TTi執よが偲
Jfrrれ (泉･㍑-). ∫-わ仲之 rlL鍬 ;St仰Jとして
･6くQ･･1,1&.I､軸くI<叔-7'内灘耳-のE水と建碑赴く蚤
舟 して.碑銘甘自照各律の下と争有村城 東生色が
営 まれて1､七 ことが わかa.LかL好如 ノgqlLく太身と萄 ニ水木戦の半椎 の7!わささ 凍凍K
何 の虎姫が承 JyhL. 生産額L羊l軒(sJ へ /,7阜塘 ) タ?∠o メ ウ＼ら /8年lては
∫;u ??メK或Iy､して.､b･半の中Kあって卿 締 / 舟利鞘 /S一統の新 しt,吋の存瓦 It,

















1tせ､ ′ ヱClJ'fli /5-6｣ i t l Jト ー 1- .チIl .Iil-一 .Ll_4I
う桝官うず､さ J,方 レイ /,タ コ 鈎 J メ
∫ヱ∂/∫∠♂ilo
巨 ♂
カ ニ- .′ 之
才 イ ′, I I
ア ユウ '' I /01メ べ lレ ,/ /0




? ? ? ?
??
? ? ? ? ? ? ?
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? 〜 ? ? ? ? ? ??? ? ? ?
13≠項 /1+/J■!2J?･75
泉 ÷7 才相 対糾せ,鹿殊
UtJ'｣一系声叫し杵 〉
/I"')東棟期の耗攻 /o果
Q')iI-A 下 IF<粗 rt･な1T'.強欲,組 梱 u･噸 如 何は=畑 んTで･Q:乳の由で他を丑 L て
杏へされ.与神威 邑鰍 よ珠年 前扱如 如 木耳池 とtH . 二 二Jて止 称 に正面 tf絹 付 のIiセ森山Lて東たQ)tlぁ 診.
親.畝と浪75ィヒp)釘rt移せば.戚 和 3工-Oの て肘 とIt材JT･Ju-Q､良 人 さ八 .火壊珠 <r.句 尽 して
柘血27且に到 って 一 応略嫁軌範 K軒 別 EV)凍.fi破 LT･こ/J:′ -石tlri較項ー柿板 ′,て勅 力作
尊へ茨ムIfW t人の軒か わか ､っ穴軌 手 癖 粛 J4風 ｡戎 4､L,手と小 の止もTiでr;到 ウT･t
礁轍 のdLサ 箭ニ2^～大取 夷 r確 価額乳を 齢 最の叱伍かLb絶海 させ た田血 lLj.jg与
のJt珊 泉考束のr^五第と主各省基盤ELて′ tt見増 凍 ヰ河東官有とオ旋Lては庇親風官主形
式 し 鼻材 吐息 Iも入 さ く蛮併 しT-1のそきつ東.
箭三味 町上面粥罫60親常p)鑑･/I(.
･一一甘W.古鹿 とオ比 させ滋が う -ー
以上町 エ JE中心 K吋考試蕉V)砂 さと鈍 >',て泉 1-やご 打像五度紬 l-(54T,{59Lて,官公東泉
と して舟と瓦6)終7枚斡70戸 8)吋兎を耕､許'f･套人 7`いIyLyl･50タ′,2.3各節ませ行 って
Ill,J の /o>叶4LO戸 と 中′JK患 んr,.､,/,L♂や?,吋河 を木材絶 てあ/,た5.,/7-pノ側上疎 い
Z:全 てJ,jL*狂女典の名-iJて範 ,,て紬 lJ, 碑,# ご しくb･)緒 と由却有 壬:it:表 してLIa,Y凡か ′て
ま 女 えな一､と払 う.
=の膚を K卑･?て献身吋K叶坊か下 さりK凍火急敢 L?･=佃 掛 帝 Ghr且.府 並茶気と紗のこ
すa魚*紅身の*久′立Z･lK轟涙K麻 しく升亙 ば-蜂 をさ ･･て下 TJ7TT<漁 民の皆放k締JF{_-
崎 Uて′七から鹿骨の早宮ヰ H&べるフ尺師 であ8.
灯41耳吐g)始 れk孟 いて. 材上司の漁*-巨浪 乳すさとJ 先 ず 泉常の泳 鞍 ぞ Jま .前 引町 (エビ
a,It+､=ぎ′打和好が長Lタく./7f'～全体L7'+0%J‥欠<を折 クア サrT,/果 し7戸
- これrt主材相 の件*kよ4- --本射5- 1T~現帯釆 ･i' 項件甘17で ･a替銘板合
一 7ら一･

叶,i17(I,{)と7.LC~てI.よ.崎⊥Lつ畝 ､キ略服 は IてrRd: 水 蓮 と巾 r.挿 .^ Te吐ftの
将官皇 対 す 鍵




i-.一蒜 二 ~W I;
/ 1- I-1
p r T 1
-.･十--1--1
l : 三 : ぎ
ヒ 己 上 ‡ ｣
?? ??? ?? 〜




? ? ? ? ???
??
? ? ?
友iF 渡御 】漁船針骨朕札 ･.Ik忍神泰盛界 )
ネキL'J払噺粛皿の碗果敢尊卑や泉崎 も.貫T<17的 Cつ生かせ畝許blt古tJt'助野草/r4-の叫か 巧言
と･､取材丁九Zいa.線束も/ig収束すさd町 LTpも(いS:,輔 の釈～終 れ る ことIて㍍帥 7', こ
こと､はえ,i読書 の泉賂町r樹 がbrてL杓.i-?一
町 上』真東'絹 う､れ絹 胤 乱.Tf線材 の卸如 'て, 冗.77 ･l･モガイの雛 窮境 t:してT
ji臥 LD毘私 と-bl･'て''L3一 二九 よVヰ帥･一･岨茸Jでは.孝ih',吉凍JRl^･t且 山 から萩也 ｢手･け て
め韓考 は卓細 の浪蕗 とil〃て.､尋.二れ んの,k輝 .lt歓t-オ tて.カ%･泉兼 と考JLL>れ 卓.:ッ
シャTt肝⊥ よ tJ il♂J ,?允～7 ク 0 .舵 Lク泳r>それ れcT鼓 し日新直K河 _C･_簸 ろ.
丁 ～ 点官 1･且の蛇棟 を凍 足 する 叶 の 兵与 と して舟Ai(粛 衣広見庵 )Z:軌 かカが上 けりJLを
が これ ･,堵 糸ヰ紬 i簸 pJ如俵 ト r､ て こ
あさこYg巧息 して. ここでは軌舶
太政 と乳首 の建 策 との 軒俵と且しこ
各免許の笹井 宮 点 々す 召.(五･'F,/)
冊上ミ長大の晩頼七 山つノ∴/}･ヤIhs
t~鼻JLPのうち /ア R /～376枚 の
れ船3唯 止 の /7枚T,i汲 机 上 /
収./-3*乳･1枚 3- √ も玖 /





事 エ ビ こ し ｣ l/ 1/ ♂ Z ｣ ｣
F ♂ S
i ♂ ∫
T ｣ ｣ー L.
# J I G
一 志 ~ 叫 . tl rJ タ ≠11
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二ITl徒事*故-Lの如取で見やと/PLて≠への身篭拭素盾 と液体舟 4L/"/.尺って l.ld,二';)
凍常でJま′4人の百を従車考と虫 Lr-t蔚山 仰 息常の掛 有と如 L>れ て.･局傍系･村人宏玖Y,
4,人の束挿者セ･Lつ甘玖村を削 ぐ痩 Jすされ杏.汝 Kを河Ylピコ卑官頑どは, /-3七玖 /
収 ナ＼ら′-3祐欣3噂のrqに命 而 してお()L'3へ.㌻7C級 /→釈5-才尿吠L/噂 P)兼寿が最/0
や､ら紙lrとれbb＼これはバ ､/I->井倉の竹井 )親船乾は5)中線セなして-､a,静め71の命で
は′皇滑 相 良歩め力材軌的庖何層 ,ぺ セ 軒 ､rノ 手打1への古凍姓丸身kよって望突rt漁
甘 七井って･､∂.中風臥射 基 妙 と考え てよ.､ぞあ;7う. -首打*帝 ′ 一束餌_十大､水系で Li
/る泉弟-37t叔J)屯 lて練られ.汝小の好血 の下そ-入管紫 が,I-7われている.二のことは町
蕗K一女耳b哺 乳 としての祉仝締地 1W /低 く, 副魚東局 -i:ぁ L,=y一女相済CもA?＼あ さがJ 二
の,鼠を良 /2才＼ら叔岬すi'Y,比定貫 く池蘇我末七番むつ頒領有の吋の村境束帯オ /k･ぺ
(息sL7では兼好滋L)と恥 トL7く思策世軒の収す親御着き上人69杓 ,/-･31*汲/触 萌
のちG)が d o人 手.llOjは 古め Ll ･-香,ニ69俵K山都漸層 l Fl^L,･'炎休 町 人､C)鳩の礁
常 )は蘇象内のgJl宋･毎Ldか堂拝金･新竹か ∂形 てべ IJd:.､て.､そ. 族宋 Jて略と界 L.aと′耕地塙
旋 ス クタ主 軸 の∫-C部 Jく暫F'LJ, 町材.WJ,Tt冶C)平村有鎖 Jま/衣夕畝 そこれ1,東児町会殊
~‥~I-二言〕生煎ニj㌃二親船な!
～ /7t /
～t⊥-エーLL-lfI. __ ′ IJ /コ i｢~ 一4 4 ｣｣守) /3二一丁 ～lL9
気ど3 3/ l/
) ′ / 2 1










ゑ ∫ ク 漁原 毛蜘 J兼官が九
五 ;め ｢点｣T3:東勅を蒋 /荷 主最わLている






















坪熱 てC4か麦Rrqrノ衣j氷 CJ耕地,吐 くKは土屋榔 又打辞せオ吋市塙 として恥 玉野の
亡失瀬棚 市をかいえて一･bこと ,は吃軸 K軌iピタ彰払比布点線として立たしめるk十
外で高っr,I.
これに舟 L,蕉常の虜どL承瀕われ穴藤野は.女と草七三とす紙 主副下端宥ぞあさ.iP
親好 /i 0 Tその内孫'*有朋 r帯締常者七倉V)てfl戸(各解のガ ./dji)めざ4.兼官軒毛
を肝 と王とすb3戸1て過ぎ# H.乱打冬営を6和 好蹄鉄は/戸別 ≠表中軟平均 と尺凪軒の
それYは(町喝破であb.曙 iとは象形 嵐 と阜 ヒする番町款常を 軸 存･Rm:･稲紬 .観
象 .i/ 凍寮の束東状花 く草野)
L/聖 二竺 ｣la L l_T.‥_K｣_空 竺 ｣誓 =f_しれ讐⊥空
秋 i j ･ J} 垂 ′4L･王 タ r
･ ･､･∴ L･･J･ ･-.･･ ･ ∴ ･･'t∴ I
且 ;岡 山県 簡 鼻束ね漁宋中和輯専一▲ よ1)耽良
泰∫2 好打親御 牌榔軒恥
簸柵 転おれ 1秒 カ 軒 ･合一 '
のみ(I)+./～瑞 へ/兎 /～37C一{-/上せ 聖 二1 g iI/ ′ ′
i ′ Il4 E : .i
i / / /
J } / 7 i
免 ; ( )打 の載李帆炊赦せ表 わす
(岡山県)p)野外を暗 LJて繊 すれば.表 す11て示され卓也 く.鼻緒4E.租諌 T.i,Ld タが
存 在1苛が,綾羊の70Dj という正利何事教本や維方常考で赤3.尺村上～車板女Ihiしてい
尺吋欄 O-相 鉄の野津fIセ見るK.各町でrt/S･タで.全紙C)ユ占終,これK衣 し浪相
と叶有 し唱いい )紘.S･8･yQを古めて.､古. 和 ぐ林く杓上の如細 魚租 k.息 きれか 年町
の覆升は 比べp)漁船状東kよる軸 取 i鉢 t:す さ.L､わゆ9宙象頚骨市 史はJT潮 萩
及萩の楓を舟Kきし欠.｣防稚さ或坪井を帆て埠板 とLてL･々
竹上から村tK九3?… 穴.町有のtll蝿 L'ti､東 の九 ･､彬と濃 く凍Kして,払命名の泉r腐れ
一宮l~
･⊥ 蕗札ゐ如 才./'g軒 3衣の板材畔 -i,雫 L. /P曳 lノ冬雅i束F畝の耕地で.稔戸歓 64ア
の舟約70%が.線束の傍ら農求lて励ん-ft絹 .
この五泉副長的頚甘恥等石島は.令 なお共Er殊時知 り('風 ､タコ色紙と′ 姫 31て 骨 相も劫租
沸 東 】て俗称 L.打 L接 せる皿代化揮柵 Y･の攻 をよせ r',何 者の孤J*⊥ と ･･4,yL古風常Hr落-LIL
あ3.これと対席時K. タコ直 税と 恕 くその他併七畏 卜こする御 官主仏の紛上面れi',-tk乳
何の令終ボ息盈｣て牡壌 してい 孔 これ は,/タ覚り//rAjL畝の耕地では汎紫の令 剛か Jpり､
席 L･勿れ･3: しカ､dl司町内に光耕魅蘇扶式冬瓜 .(乍本場紫射 し冬杜といつ入錬 七舟も′火
(て王 町 村 J･',本坑 へ4)穴通 吃れ頃tJi-A:11と ･､;-'姥後脚て丸まれT-.糸碑J_･あう･,)､/フて-Pド
あ1T,tそあろう.最m J-､ ▲L ,r7TLされ a叩 く 弼洗骨 L/i/紅 とす さ望外を kは.陣 卸万岬 7)〃 三
珠焦ILていa項 は猿手常牡LT(t>L､,縦 かiPaく.'aA L.､椅席か埠の治 昇 官 民銘水且櫓.V.拝′
金舶 者への晩舶 用と解浩一 321卯 百夢帝軒 艶 め農耕鳳鉄が､1-月に上 州 bL亘 ･
- -し-(,舵 1.g(対村新 町皇毘く/fH -将y一府瀬を.軒かし7凍 LこてLJ,ケ*昇C4セ頼r l-/ -,
つあ召各町′亘p)底KTが tJ-)目穴タコ!-1農牧JTLを石塊,二C)秩)･､a々帖碓 :,gl./tす~gナ打
落の舟 盾を生か し屯がら乙番外浄乗りだ息 B=橡 .ノこげGの牢 犬乳っ輝点でa相 .水下並べ
@ 二 と l';づ ､､ての礎 碑と束V,∂F.-ウ(-.{JS官悠帆Lj)称現と持 喝 Jfl{おく.




五 T3 各･柵 大粒味Ea鴫
許 可卑 淑 柵 JK屠れ漁民眉
争旋C)牝岨k篠J,て, 船上が番田l･(駄さ漁村乙.3,さこと艮b:, 漁船4'動 力化,･W c,凍 乳が
姓如 きと宋K･風絹 の胤称が徹 され.大赦 Y'､う甥 Iくよってやれr3:一層卸 とさ竺 p
有Krt常人釦 紘 着の各氏と見.也-4rlは卸 J-;つ咋耕すさい削 れ漁民化 してll(食親玖
袖を包容すbK到っVt基過と 紺の次息′勅i7化の村村簿をK J7て常罷 LT,I
鴫 碑⊥Kか ,て唐音されa畔 は 容体嗣 L L-'･.3守潤 も何物 と什米韓嵐モあ
L_I_._-
? ? ?
?? ? ? ??
? ?? ??
?? ?? 一･F'ヱ_
呑Q(, =九りす､点乳の也何朋 膚Iて.どの硫lミキ ャッ+ぐTL脚⊥の1R末i･.横長して .lil-I.
あろうb＼二の収ZlriA米生産i亙 Lて軸 比息の積盤他 PtかJl与とすbJL′)～あ3,
(/) 首乳貯9常のべ .I,シャ
H t'れゆく凍舟のTl古と恥 熟 すて且つかの叩 く.新 し･周 ′漁東の釈入 札錦者か末
節'Sr.L･って.首級絹 と市城 Lてい為C)怯 ･&棚 一名バツシャi･客Ltrお 顔 の頼長
て-3絹 . ㊨ か当ヰ島んでぁっ市史解 し穴何年網 ノIて1°へ唐官そせれ し ′Iソ/ーヤ･粥 で
輔 わRのは.掛 /1キビあさ. 由 KR.の疋姓どFtiruil,頁4)-Cソ柏 -当 てK大正
永瀬一夜買入れT<ことが3'abt 孔 l-溝鵜幻岨占L. 多額 の称 をJC魯ととP:た か 肘て
をタせ ず,≠くの井啄J)I-XJ･K命 ′ノて鮒 I㌫粁されなかづIT<乙のことで.本花 村磯 舟 も
柘益/2恥 部萄舗yLEいさ.由 硝 人は停机 1年てあ.フ下.臥 れ 硝 和 議我
のれ阜旦漣.から所歓とLlピコギ線束との蹄米さ好elL;れて,､さ.城崎僻 Irt享丁^,長
講 肋 Jd化-L奪い.→曜 トソ70グ=,枇 侃正と白め,更 々 い l名鑑JL好W <内牧は.戦
紛C)前とIて鴫 L7才､RAirの終大帝姐 ′て､′及第ti:Ji粛 名高 く 樹上l-.F･.I-(埠ヌ
東児GTl-(" (.終幕尤存在と丁れていi2 枚ぺ萄且足 されて末た凍居る官 の東希と㊨
i凧 K してF<どれは-,材 諒 禿材Lピコ車を番人 L 形由 33, 紙の軌範iてたかけて的か特
帯 ノー_i釘
材恐 略 幸江Jt1.1 3 /i
I ~~~t ーl エビコギ






.･J ･ソ 十 ･( ソ ･> I.･ 折 の 引 路
- 5.1'-
}項 の柵 (係官してI･穴や1; rYi顔す れ ,.is十抑てナ碑に;L7Lr(L句碑 に密 七滴 ク､らアミ
打7澱みI′.刺 -(乾在でIもタレ-tナ7;かえつつ3)魯姉汲そあさ.
箭 /斗風 生面凍紫野
ーIR 1 3 ≠ 3- ∫ , C P /C ノ′ ,i
il㊤i . モ hl-こ きいい 仲 あごrJ∴′シャ 諒 ㌶ - .⊆ー■■■- -こ 叩 言仙
そZ^1 = さ い日 か 瑠 ご 小 二.ソ チ ャ ーー _J3
e_a 丁 巾 LJ'芯 が し .
@㊨両家の耳軸線常咲花1,衣 /b･Lて赦す.二れlてよると.㊤ どは ′Lま屯が･,i=,t.､/
ラ( 'i'l･われ3投入LDji細 と､､･､い珠三べ V/㌢十,′it伏灯し. これL,l ピコ導と克･fT
すb等q串と粧如 ての凍常で3,･/.その五珍It,∴ノン抑 萩中で･れて･･召.毎 の万 は
エビユギとことし 威風蹄 IiJ,のとしと.サワラ親し,バ'､ソシャと瀬淵 によ.フて環もて哲
甘 T3が @ l-JtぺるY.やや楓横が小さ t.
ハ､ノ5'†の-6本佐相 JSt-3クb-PT･船 3-3ji節と3峨t/滋各とL, p-///W 単称
ク水草崩されておりノ狭 い吋-ia-の哀略ぞ坑J象の鰍白でtL良(挿太 ･tで､誘ろう.紬 -btlっ
をノく`ッ-Yやjl教範Ji-ユ箇叶ある.-フは豊嶋と石島C,･中旬そ 路上酌 ､L;I-7Iくmの沖
合と出崎 と lLか7i糾すとぞ,A.労 しL寄港は粁土束.有珠do ～ク Cれぞ都筑の激 しい蕗
軒である.イqナゴバッシ中は.虫崎よIJ内を叔k汎 称ikA砂有の津浪 (毎寮/i-7YL
<･L;L､)壬親猿として一､着.
バッ-Yや柵 Kは.各呼肴i'入れ-壊払出 (* 与J{疎く)ぞ県東すa次の僚東 は.常盤
節一別く ま叔Q､つとべ､ノシ17柵 藤 卓とL'毛穴スケ､ノ十の一二まどある.
諌止蕗kP蹄49止畔 壌五時埴 ぎ.ト侃 伽 ､レ戻b3延 私 利防K東.,て底 綿 貫皇熟 ナ
∂べ､./シア碇境へとLすった.卑上碑 するこ珊 /里半 面石島′熱く豊島と1.1､え根 占
何軒.=れ玖四をicβ札に紅止す(き卸をIfと嫁っH臥C)人､ノンや演､多才あa.概略騒H乳
を泉七六由が着くときす薄氷上げ､られ′次 ･LでT<て剛 ミ上L7わ.最後K各乱されT,JWの虫
泉鴫 られ苗.瀬 を勧O､す･しの.鮒と東ぐaLP,.泉 れた恩七線 すさ什気./o八の泉
兼寿挿東本叔く一九と堪ってめき,わ的 ､30-4oA卜 批 終る.希 帰 れT<有は
直K線われ.≠俄の相 性草加埠杜すさと丸く′軒 の束にそって 次 C3鹿渡 K漸七線盾ので
あ る.










?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
G) 展水星錬成がL#卑よtJ作東
常備息軌に岬鼓して.jP羊にrL ま瑠67と 1,,4や Cメ′ ･･かなご/∠ dク ズと長南
を 爪 してかリ.バッシャの煎東女乳ag-(,宍恥 r,犬や対束硬私 見T'我々r;,その萩セI
jI茶U)RG?て･あっ1%,
･Q､く山大々婚礼操君臣可絶ばらLのさバッ-/+常肴の楓 はどうぞあろうや＼ たす才物か




Qi毒 す す す 盲完 -1か 阜 rl T 1. -
暮~






? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?ャ ? ?
? ? ? ? ? ? ?
? ?
? ? ? ???? ? ? ? ? ? ? ?? ? っ?ッ ? ??
? ? ? ?っ ? ? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ?? っ?
落 す√友 讃糊 考の何玖






空車触 られ 或 官の頚舟 で
-親好TR歩伽 ･Lと昧与ってII
香.二4)二とJも人ッデマの比
Jlt和一範士約 束畠K 十外 くあ召♪.'､ ,I.E諸君i:鞠'd肴fqの軒廉が顧 lてda城外T､こ砲脊=メ
i,寸(: 蘇らrlはい っ7-tvlセ′一漉 tて止jく由軒首府味とIlt･),･4号や､どうせ＼根面である.
両泉の桝fJ乾かを児∂Y,先手@_b ては
箭 /｢ 町
占 F /L9 /1 /& /4; /C 1p rZ.～
(i) 放 5ぐ･L*帝 i 卸 て叫aのは稀れil.梢鑑 鑑射 て虫T,tLJ, 曙 の鰭fLJ王様Jk琳Yす
∂
(j)複尊′/R再 考薮の中′Lt屑どク～占座. /EL-… 嫁の夜可経常r･こ告-R名.
(L'5) ･,-4,J~ 虜 鼻血69宜が何針れ′ ､'7次g畝1〆如 耕作 と 楓紫仏土す乱
しt) Jfの射 hJ-i.ltYL-I,象卦 て虫てらyla-
11品､ 曽堺でJも /へ3七晩の漁桁と3硬軒有してJ･b･JR HそEjLg･'-:つLtて苑∂L/,
(I) 也帝王 下囲餌 わかa,礁K-/tT5回鞠 錦 町F'浄功があU,iこして′＼ツ
シャIくよそ讃顔 物n仰茶 と軟虎r亀F-ta.
a)歌子4人 帯!絹L'PJ､ 4LS /L) ノーi /i- Jf ,,yl JL･ J.a.
巾J*
節 /-3E
L? } 4J 6 C /J /2 /d /d /8- 人ク 2之





葛象zt味熱栃 /gg右ノ∫′g岩.4力･.よ一√オ iiづ九L有砂かセ4L頼傍 もz l･ろ.二
のことも八 色如 雷乳酪曹常の7R,気におく-フ卯芹項とあろう,
田村CH)､l､当乳糖Kあ･./(㊨ のか ,3衣食の叶蛸 管状骨互 はJ,のぞあさから,喝 tくそ
の粗 i:,考果 しよう.
田畑の所有を卿 するY亙 れ 69猛 り'Lt塙 百･郡故と/t･細 字/JR叱 ･74･/9i′^ 伸也

















l預ヲ畝 t=碑 入 〔 宙民的
輝潔吐Jiかl:川 音稀 を比埠
｣L_.I
J吋 をえfi謬木∂哉'i生gC,A ＼､呈r?Lてい子こと体米味あa何棟 どあ0.
l･jl上や,ら両長の也払七叱へさと
7 (;'霊 で';i:芸 誓 言票 .～'Sa雷.誓 :≡/三村三;三,jt憲 ;;崇
Jぐ､ソ-沖 と行ってL.る Y き.毎 払流し珂と_rLl/オ耽 して1-香.
(i)前者昧宙を皆貫的色彬か取 であさわ1,狭軌 よ衣錦とiyする.




喬舶 卿か ､ら鵬の為と.裁碑如 .且東の泉蛙官尊ち.大粒凡戦の㊨ 臥,ね鉄の諦兼杜
絶 けaoi:食廿の鑑1てQ･.収まを耕す亘重民に止バソ-,･ヤr肴とLての共通息と町如 .一
両冬両者の播ワ嫁東本砿iるC)ぎlt息や＼ううさ･.
L･づれKして4.㊨ 純 音紅合象として′毎'JE右裾 聯 異とLて.珂上Q)菰東女+耳
V′畔上汎称を大きく密/'とさせフ′フあるl叫エiとLて.二束珍イ叫 的性格i見た衣叔 応
に′こ茨の菅常水弛 ぞI､や､瓜る恵味と止って･､如 ､Iて-" て称号 してji.こう.
･てッ 叩ー は.多くの市乳 乳の魚道を..i,T i.てLごLlえ今ので′他 の主最R.の草 L)K太さこt:
広丘っさどももl一. 両島Kペソ-/十承東の利か供 与コ71モ3滴 .辱知r化 L.7 L水 草から
見i=患っTt膿争良港 っ食漁民席の存在とふれてtUtp;1日 し この長尺ワl･マは′村戯 存





とk tJ仏えLOれ古生珂〆曙とK井入丁/L<J <C阜斜里硯 した舷 まで 社食の酪最,′
鼻紙の枯野K碑されて 尊兎の汝Ka,如しLi折り,i.,はく町えした点来者と載痔～演算さ
れて末ておL)′叉粗 tJ鮒 の族統喝風帯としく脚 ′噂上の中牡狭軌ア てーよ,)と輔
されて･､る.脚 としての垂材がその･蛸 L 風夙ウ:入場 の東泉｢こ凍中するC鳩 山む
と件* ･-ことで､あろう.




泉埠は?オ市と扱 え古 く~前線の丸和 紳 )がその早 く1{,咽せ≠0年謁か＼ら紅か 項 目
分けT:-tq,ので(相上柵 )争痔を吋の幹んであ.っIF<ことが租 えさ.=ED入札-iがJ3カ
ー お?-
ノア与･L叫 /,牝榊か七に人音まで行われft屯のらしく.′才もL､え敢抱の射槻 軒 ,iそDや
身蜜〃袖 J･九て･･&.(=iLjそp)宙一暗 くLJtPlと臥リ./ニ珂各K即ち/5-日由とノ射 ､こし
て くL'そ風格ボ次畳Jれ T<こと止あaと. 一､焦清は纏 って1一題.入fL制 くじ制 CJl､-J､
れ史向わす二二jlらlも泉場 味壷柵翻 Kあ､1､Zこそす僚溢心のぞか )
笛 //.風
幅i,rjF 防雪ク 滞 空li
入 札 共 珂 く (/刷 JTl1/＼包'9
直 材 ,＼ 漁.石 薮 の 疾し塵
各凍見宙の介帝上長逢 して束a駒 16号-KJ友和/く逢 瞥 rTt卑･)てし】-4.二LA斗恥 A級
が弼正され,風粉 の鮪或歯 の.'･,TわlLTTキビt,あ'T',それ｣大 欲 爽 クのわ･aJLのIiミ良､-
敢雛 汲占L･て町立儀 呑こと卜こ･blI/具打血蹄 紫の絹壊.W ,151且 の弧 とな-}て5'細










5 g lJ L?
江 / 咲 ( 4 ∫ ク ♂
告 三宮 j } L/ !} 0
[拓 方 /g ク.～CJ
注 iS/g席上風乾好粗
(友 I) 草む音
低 位甜 J､収 束 ノ命 灸 /入-jLニヨリ叔各科-ラ
凍えシ造 JクlJ;/ガ′射 クテ/＼息 J.:鹸 ノ,a
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?官か*行 わ れ ていJ . ,.9.,'i:'JilJ'の 粁rFt締速 い {かこ.･tkの束東の 丸 剤 も射 て つ . -(庇
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友 6√ 泉粁徒事者の吋釈 (鼓珂 )
L_(i,T竺 7乙[長 免' SJ 約 ･
:A ; 溌渡船 よU代永
-q')-
;三･ILでLL首{)と温 &)て辞攻妨さあLI
鼓裸lて_仰 臥の蕎/LKb日代 一晩百- r助紘r-tは線束L凍紫 i,続けr{一ヒ且 ,Lil
o､? +伏卓の柵 書.tlんな4,のセお宅tJl･frL･･01- の結果とまとめると_泉 4L,Jオ事
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有 が良Jlq訂K 7号 JIKlては諌東だけヰ
やらせft(催 い｣ Y4,LLてい甘 〆み
叱】くす外の長等.久 野を親祭に徒手Lt亡
てLlる争斉は.正 K は秋草 L絹･丸い依紙頼武官 bう その身性吋性格七止代吋締¶触 lてV
Eろませ獄れ･7才存 してJ･く<tあろう脊 K外堀ら甘 H と虐･う.
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食 滞Kつ.､ぞ中泉臥眉七朝疎 し 才鱗木 CDA鴨 と して, -早 く打上に菰垂井入 さktた止の
kエビ甲風賢があa.
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讃rQこせ勿られT,tと考えられる.そ0番舟 と手打止み入された二とは配 t-"T7)ベ7そ.や ･Q(て主
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栄 として甑 ものけ ′東和河 .叔梓軒と鮮
すかLの/,射 柵 と7Kねかしの/ 軒8チビ
全休のヱodjiである.年代列醜 商と恭 しT(点
絶rよ って この細末p)和 紙推奉旅 ゞ;Bと
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- q上トー
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丘 ;53/Tl.Y,･Ty-3棚 ブ両胸汁Hl/1風 糾 少.i-手 放とL鹿瀬r､d絹 .
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く ′lot/以下の漁象dtl戸あるbC･羽石とけ 乙の呆別 よれ のぞ5,尋･
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良/>と除 き.キ袖 K鑑て 浪材の中里卓として岬gと杜ラ音本職 く表 4Jjz15,3二Y
拝,淋 主よ の攻K尤わYL.1官有の面R,と愚直lく失いつつある吋上款窯 の由KあっJ(.jL昇
碑下してL､(泉乳領外棟の中核Yしてと車線卓二T2:女木㌻LLのゼみさ.
共同細 見漸 く礁刺 され岨 町が 細 的ど 可戒阜考慮 し高/jbr-tP)J,､承L,環僻村姐
ii/米萩吋W //'爪 叫榛東という様式主 しレ 瑠 紳輔 称,それ掛亀鑑r:滴 うKつれて.演風
月の吋邸か呼ホエビ官有と中,CK行われて泉T,<挙li:.風狂の亙届吋親風の中lく舟うことO-;水
東名.打ち紬 C2如 化の鬼女軌 ･汽身tL3-日iEy.'私鉄産材と恥 し.軌 て訂線材練 セ叶,
- t':i; -
Iい a ･しか し一兎す･こ(3月 ･とぁ ゥ穴 .とLてエ}:有線 k-炉逸れ剛 ､施煉瓜柳
と硯乳石yLて′廉下種K/t正衝付けC=Yir泉qT61武みたのぞ､ぁ香.
(3) 打萩粁県東相
同し布如すK成して､＼妹がわ.軒鮎 エビJQTq:.hl細 君の帖 として.存在し叶叫 の
どあれば一打禰珂讃常k,豚と熱線の馳 風力せatLの糊 ∂.
打瀬酢 は,帆打敵と額打親 (･.わLq,番手く り )PDニ串嬢 が別 ,府上～､は.鵬 セ沖村
ドL.1と布碑と犬kb,(､講､凧と碑常の軌 ､手として菅P)伏命を展 して未た.
LM K,肺 の砂bJfとは.エビ用風見層Kと与への温女好 き.如叔醐 Kは.凍拓へ
号の呼息ir軌ナ尺伊であった.
軸 力軒オ化八郎 は′l帆細 面 まで批て漁黙 し剛1衆吐どは_エビ類叫に丘乱されTE.
騒け親K柘られ.海岸1〈3たれの凍 l康埠(概略鵬 )LてLが軒 と,五･ろす=とがでモ
芯(確 J:･てll呑.
打直しT" cFのN,打柵 卿 絹 は,㌢声音i:如 lcb/K舶 L,盤 kも.tl紺
エビ布漸 yT鼓 してLl∂.8戸Lgエ軒廠仰 乱r示すのかミ患Z3卓あさ.
去 73 FT如 q佃 布的 面材､
!魁I/ j J p √ 6 タ 8. タ ′′ ′′ ′1I_.･.･▲ 吋青嵐好i卑
∠ Lヨ申1 一ケタ:iT ′～3才 ′攻
8 〟 ′′トキゼ'j(-); I/ ぞ t : ′
;/6.3S ラ メ i :r ヽ 〃 〃(猫)沖 縄 ′収
′1
/ 車中 仁 ケア七 !?Y,=,i




これ郎 尋と′打者.fFと北東祭〃肝常rt打竃珂rZPJTの山の 3アI,十一大帝 1 サ･′十 毛サイ殊呪 え ,/
･′ 十 /tブイ林 晩` 十一水封 /戸
ど も ってかV
他の附 兼 Kは化石打砕良であ,)た一相 と ノたく見方ニYの虫東塔かっT,tもeLイ希釈1℃あ
る,
誇称朋 の瀬タK休んだ諌舶 中J叫 く一旺tのヰ鉄柵 有と鵡如 て.佃親 しF<身貴は.和
上1ヾ柵 肴の¶手ガと Lて兼 輯 LT-捕 Q､A,行われてお り. 玖 脚 が#入されT<叫!G蛸 t
-qrT-
曙Ia市和 也埼乳と して一 Lyくとq.滅抑 まelI広Jl'巾 TH I17T<甲 〃t,チ目名れ＼のふし､り血耳｣叫
JkZ･.
一丸封の針 よ′水野鯛 弁､ど真備 醐 lって休 クて .･71{オう 祈 血/ 〃 ･,JL年 頃淡か ､L, 現車
0､人 ′′て城東′淡軸 のし/,のか二 ㌢(備わTLR横様 そ 才く粛息の釘 trfT萄ぺ 恥 成定鉦ノ
タイ朝L4蛮人杖冬 k滴 って 子鹿良き.瀬戸内海C)紡水e)材七過って-香.嵐在′嶺 よ の心
と･蛇 し払 い 丸軌 t,Gr" IL百のヰセ4.､戎本す鬼汲掛 て丘 ワて埼 LlrLJ(.､∂(最Jり ･
I可じ'tl席喝庫癌稗貫rm 希えガイ環疎恥 鵬 の各村柑糾町の上磯かレ)′素狩風速 ど射 て/
止箪 ノロー ス ′ソタされ 絹 セ Lのど,貞'Izt(紫衣のヒガイ凍飯 かG･,.凍軸 へ1ど貯木t,t好
耳されかLvフぞあa.息も1,時上申KおけaA楓 Lくつr､了は辞ぺ項女参照さTLT-J l,
汀噸衝Q)キ何首竹配か(五･Je⊃l二d:a.ど.終手打観 (:lJ)(31)(ど)の3テ_ ?ヶ年 /7,
≠･tFl,JFノJI/一片/戸とめ り,線町掛 左. /dLr- LJナ斤r:わ F〃てt､尋.-I-日()吋 iて及
;､ii ･.5ノ川 か ),/由 ･､り,平常.k庫妖ま-.Jで硬直,怖 ～Lai3.軸 は砧 ′彼と河か､7,jtJま
鼓 ･斗 EA,人のか/7T万が37れ甘'十令であ 杏.
小瓶状A:打頚 卜打rTb泉軌 31,伸上に水路 .tTLR･tのそ ,A 74'p)洩 I/の爺叶冶県と示して
み1/S⊥b'羊 hJ.欲 JtきS'-,yJソ7史･F叶て IJb.これはガ如上bri味7気疎次官疎生の酎 つ













コiJL凍= 二 LLS, 中小損気噂KそC)比打が浪 しく′生産額69森畑 砧県し 打頼脚 の雇ノ
良-1早のT,ILI,C)そ､誘うう.
軒･布J鼠.始の憶牧任.泉′√Iて禾すが,ク～376顔 の船 を/収 T-/埠 ち嵐 萩 とLZは.軸 G7
生産和針て全身甘草 点てL､さ と ､､え8.
薮/√ 鼠軒数
J敬 ク帝 希 教 (叔)
/* 泉萄 /








てt-夢二と竿 から.1ビ考済 民々机上K兼官 へ
o)補熱 長泉 l＼のである.
-Og










経へpt娘dlR混 壬丹奇と, -薪薮内川 41人の糊薦t:
淋Lzいさ諦涙/戸.3人と出 してl･a tLの′P. ′ぺユタの膿.}7Li令 く御 者とQiし
てい芯 Ll.二の泉は′称iJr*･Vと行う傍Lb,i-3才f･ゲイ軸 と して∫･呑⑳と.,^-3
打3ど7T耕打 i4:-J拝Kや､けて-人命と斤 ろ㊨ 之､ぁ a. 中泉とtL哀歓入札hCy く′ 東Tb
かれ可俄は二Y′又不虐鼻 もことが細ilて代田 して東方 のみ ri 計 と委 ねさせ て -､さ･
d(価の何れと寄せ刊K疋モC)が長 与1ぞム奇.二.=ぞ紘丁与の比失政和 昭 立って-1者.#･
-i 十 は嵐末にTJこブJわそ打席と.地温君へ･鴫 偽首が･y いのは身柊であ召 Q<1才i･('朋 工場
替<ケ有 と しての洗火乾最rl′ヾソ,/十.エeコギ乳即 ､rL乾草叶われ1:我下層濃取と組 L
r/t欄 絹款 許の蛙蕗お寺抑 て虎釈 していさ止の～あさ.尺 二の=Yは&4･2～ナチのこれ東
沖Ju〆.寄与のプ禽K卦ktIJ. †手の3g如 ヰ f､てとと方乱 してLJ呼息'7K淀 的 最
深匂､仏の収入の姥車Tt.十手卦由の古わい 象のあ希野地ILが経 の-AfBK比し市 ･､='ヰえ
最77 細l鬼灯K
港 一女~
攻膚 丸 ^& 放 付 火 ^叔
舟等戒東 ′ ･比 j幕 Kk. g
≠*妊一臥 / #**48 ?
fc)Lt ′ (行.面) (り









乃 て叫 Jれia.ここで壁 TCづ乙女 とL^(r
席 1水C1粁椎とd･?讃雇 のよ者と丸さY, 3
三崎可､ら/複 1氷 Fl地主讃牙と示す水耕昧L
Tかt) と冬作抑 ま丁つi-ら,貴～ ･収萩
野 は首と舟 っよで ILせく 色央考キ K甥 守れ
-99-
杏. 工人は丸兼好をK町れ ユキ打や､ら綿 は光則 く･kIて火 a ′恥 屯 ,rLで-ナノ雷雨毎)
蹄を珠 nて嵐を斤テのはSSオの泉へざあA
Sて′款斧からL?収入は.二の嵐筒の家計れ 0､に淘 してL.aブ35ろうか,ぞIII鴫 ≠3才†
長心して 一･さ . ㊨ ⑭どは 免許状入手喘 んとであ I),笈毎収入教義33万-円.費低tる
節 -"/固 まJ町鰍 大村'gt






円とL･.フ収 入 の左は.称 て束常の獲物とまわ
Ibi･之tiL'.;.県東収入ではgタ中最4Jaの








i二 晩 7, g五重解凍常と中,ul,(普 及 し(宍風樹 ) エビ葛演､音さ体 多 くは娼和′
/∫. /∫3:まブKは物b船k切軒C'れたbミ曽IAfKあってIも,枕硯の中か性から.た ･･
Lて初b化が阜好されす･.欄 紺親米の相柵 生息性,-･他の親米 Kも･ぐれTE,動オ海の抑止
的峯 入院行われす･胤 して戦釈せき1て材g)て食通JLL71.(泉YSt各線 ).
軒 かJ棚 練の鹿町を桝 Y-して,東光輿k･lくの戟 -ir:よさ幹竹 カ の晩堺 lLあって′好和lJ,
27工 ′卜生産嵐絹 Iく洗え輯森林帯の如 く打寄せ,晩鰍 化 して武功の凍且と如 そ.鼓
k虫 a ILのと 甘ん2:い漁ませ手札 ぐ7il.～一家宮臭えようとすかLPlてみ化 した./
凍K凍業者と主食の由俵と尺るY,S ･-せ代b竣17親米を長年月互換と痔ち.咲銃と広軌す
∂社是年月K鼓り′一5'C)｢を相 .J代掘 れて冶K父訂和食と与え.由らは榊 者とLて
At梯K単相女裸 .^RすさK封 J'てt､舌鼓木崎と'AKは蘇外tて針 .のでぁ∂ (ゑ77).
鼓4L√と見ると.i-クナ未萌の浪官有は吐二人<掛 Jの肴rs,一薮の中JL1時地位圭滴 れた止
C)や＼ 或は勿れようyLて一､さ5-0-クo代Q)盾K争 ･･こと止.打18町畔 主線如 けて､､ .かしPと､､えii.
全 く抑 性冷七大 ､､.棚J紬 PK濃紫と任せ 輸*Iと希娩まの凍みかC?鮮 紅Lf･つたK′
-IOO-
【衷 7 斗卦対日Tl･Jk机〟 .
互 今 r巨 晩 仁 肺 溌
JF I / . I-Lかイ
I- 言 T , 上 村一-1･ - ･ナ- -
?
?
? ? ? ?



















苛 めふれ古が′地 中J の感 か しのであ
り tD地.1/Aウ畝 岬 /衣g軟を井7flTtす
さ ⑳ 皇虎七.全卵将地であさ (最'1,).






束 Fj 草食妙t輔 ベロ叔 (舷漁民盾)
正よ 取すぎ務怒 A .I/ニ諾r-I/･･J′:L甘 .芸


















JA /S～ 13才まで～ 3/オ′
以上のTすが良兵長策乾季5-(凍
が柵 鴫 ′)～ 世帯村肋 木 しているのYオ象打て､祈る.准兼併触わ 少 ･､ことは ノ
ーIOl~
材上武の鳴汲 め 一･)どあ石 3･∴=71,I I)や々こi碗●く.7ふr-叶の和 衷粁紙 の梶 Lも･･
こ と u)吐くK脚 ･^､あり′熱帯の外印K紳 輔各が )診=Y.O)泉*の本音史性ッ互静
めから幽九拝いlピ1.7恵秋･bJあaこと 等が考えられさ.
肘上海にえ如 母の且茶棚 者は.蕗とふれT<萩中的起草妙めに耐え緑青1 5L- ≠oオのIL
のど 相 のノJッシャ東考 K及われそ.
旧識若者の吸取告嫁o)漁東の形息は,身と打戦術が存めてあtLj,番ET,石島讃東楯 C,最下
泉 ダ3 肋 裸末
i,.前 石言完｢一一十-A




=4,項から多くの掛 乳と出 しfIこことk, ･yh炎の例ではあ∂が爽証すa.LO)であ∂
複素ウ､わの<-gL常生産棟碑の舟K′晩魚剛 巳へC,乾杯 宮内抱 して丸たことは/A,7線 ～､為 さカブ■そ
q直浄a･焚梓 絹 代 .しのを 称 才知り碍R絶耶 凍れ音二㊤ 打卿 ㌢釈常 して;･T<オ)I
ゑ 5'4 時和 七十且.曽まがAK観て







ぞ垢が汝壊.それ拭錬.石工 畑 k･kへ叫る.芹の主阜･な姐 草餅たき才庖′済伊オの叩
蕗的卵 tてよ硝 取Y,Wr講座嵐LT<心のとが携えられ-i,
いすrれにしてIL,夜宮の希生えか怖 可能そ.軌 掴舶女鹿柘すaがまよIて/r乙せ′ワ ･りて凍東




亡弟 箕 固体 か (,i施 L.) ,_R ･▲lriこ 鼻 歌 第 一 右 端 仇 悌
溌温位丸和如 玖茶t:,-てcD石碑の′r-1こi'JiてづIlて叔対す抑 てる鼻4'柳 尽雌
1'あうIL3)と匠足しよ1.i,且 ラ′
甑 郎 は岬 綿 棉 fLQ一叫 であI/. 東粛純 綿 ･r軸 ,猛B,,す木島.物Lと
常 L -1･yl.'音ヾ中れ 岨正してfJさ･碑L,早野･Lzj≠ク令色ゆすtJかi･＼こした収束紬 耗
吋即 玖珂でかノ故 地とろう名前kは促 しB'-p'さあさ.相 性紳 /3町 有叱7町
卵 'TA/3町で.軸 中糊 t,鵬 畑 欄 内i り, 才れd:iJ南･千か 苛 ,I秋 色 L iL
'F'桝 硝 山#Iほ してい尋･その町山馳 l絢 恥 もう-I+て･･4,島の挺∠巌 藩山地'武
州 rl側線 ど･列 即簡碇の舶 碑本体はく山の中岬 線 束叫 ､K斤わjLて .､瀬 日.二tL
lL瓦舶 lノ軸線宮のためfぁろラ･平地と左iLJ&石塊- 仲 早岐のか こVi-/九品p)て
ヽ ■
i･わ ､払tLのざあさ.
二が酪小の地Ki声で帝 338人 (昭和30与良セ /ー仰 トこより や甥 駄してと議L,:L,
るC)き､ぁV.人口叫 カ､硝 酸マ呑珊 如 乞- L/86-･Lのr舶 ･.I.軸 柵 ･,つ御 車
蕨は町蜘 て′g･]町71:t棚音町}軒1久′,1g/副打～ぁC.如 LT,Sb:." ･/.,卜で.,
鼓常K細 LI(ド- 胡ヤ b LJ- 2lFJR絹 叫 二PL･鴫 まき単 写こ批 埠如 ･訪 ll
二の根辛を止ってRだちK他の叱鉱と煉 す∂-とは尿盈-2約 .と去う針叫 の輪 It.
山C)疎解 紳仰 Lかしので叫 -郡代稀 の･L,日和 絹て ら LJ.王酸 均珠丸 一..Lさ
あa･卓二～東見好め印 あ別 の清浄粁如 収入に比べ比取 て性ら尽 日 ,LQ紬 ,a.那
の斬 K舶 舶 方K心事T,く､林も択息である.水粛BJ･'城 t､t沖セYbI･l吟へ 吋lJ叫 灯
し糾 p'～ 軸 率が 多く殆ん堂がLi推すぞあIJ, 榔 絹 は柿 てー野馳 ,小郡 ,々
収飢民)の半か机 足 りかねa吹払≠のぞあ&.市有 (rg,叫11て兵;iLて互えみこYiい
れ 噸 が終熱く次/JLざめ碑 ス峨 水化Y比へ経 常.I,J･..二とゼ卵 .ニ併故に苑て
如 と石丸鼓東側 一機の相 と比郎 るここは蝕 み ー とく'叫 缶軸 K長々と私有
t 那 r長 軸 世帯叫棚 象
昧 焦 也帯板 比率し%)濡､常≠o戸tl耳叫桝一緒/4iP2.
l 一一tif 戸l 8
そ の 他 tT P
静kL健連れ て-L卓~喋対義糾て雇､与れ甘 ･I




掛 ･ことかゎ也束え盲.て7右の筋 /長 (
､苫∬ Tベ子ことは 亙冷蔵机 徒専すさ
≠o>の根 やt基盤のZヱ9/.を古増さこと
lてあ り｡丁らK好卑K榔 乾草-TかLカ
JbJえば叩 翻榔 ~の申K如 Jtて【･紺 伸輔 骨 材 4･タと.そのjtの中畑 は て'､る卑
-IOS-
風上扱末(,&k●′ナ ( Jと叶 .i∴ プて 軒にて草.串､と市坊へ運掛 ㌻金 と 耶 ‡-rい心.;tL,T-) I
Jf･g合せ さと如 戸と･以リ ク}F,宮T3yl∂畢そ､誘診.これてより石且K訂 けさ泉下の夏
冬性は古とさしはさむ余地が下目ので祈る.考郡帝軒淋者の占折る11勿止二の洩p)嫁殊也





･LdJ･上せ白的呑鱒弧追放末.煉帯形萩寄 の々老鳩 乳茶畑夜Ta打壊 lてワ1､てむて壕け釈 JK
J･J7TuLC)官か ,) ≠れ別 と)くして現柵 立場K且,て 城下概射 して符号'Ft日と息hi
T.東泉の瑠若Id する,V蛾の譲渡′,<済むg教の対決.柵 のれ乳幕lてよU/ 丸軌 # ･Le,
rJfリましたが 争b-面の轍 溢き抑批判史跡てhi順 l･すさべ裾である.




あ d小 雀の凍 .^その枇 止･i L 何者噺 玖徴甲W.･中*_日周 .山札 その他の多くの .
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泉任し,窟称 てより蛎 の基鼓を破且すZ'や 徐やlて熱帯へと移行 して行っT,I.さZ伽
J5-与の石塊へ口絵334へわ oせ帝ざあiT.夷1て暗#30羊Kは3才訂^ ,Zダ世帯で. ら
よd.二dPJ4Lせ市史勧 ･Jrh けて札ると 細野/D. 両夜?ノ 甲野t_中神√.琳 3ノ
そC'畝 ∠なってか 【),珂淡の蜘 去すべて木を命象の何体KあlJ 又昏々の也が船iJて虫級
対K蕗紬 Zi,香.これよ1)材らかK石塊株良港的柵 とキう車が火東名.石和 軸 面,
又す帝牲項面K和 一て天町細 巌銀の粧庭番C)も この操混血汲尉虎をかぐそれと可能汲らし
〆てlLかZ膚､われ呑.
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床甘番且他の蛾 ～去われて .､る､泉 'とは去わず 本家 新象 と呼んでいる.一風古本最
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駄わく/1軒をLって萄か れてお LJ,石A]の束より面r=かけて遭皇兎 として一敵ノ二 晩 三
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だ Pi･?'一㌧jtd,:,{して∫つOtQfh､ら郵券良が汝且でれ 奄鵜と紬 す如 どあa.柳
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石綿 矢場 zo鰯 lく約 2沖 がたこ直島J横 車Lて･1着一r･∴ 浦我 は箭′最上vJ,か
･さように終細 毒の許 婚Lセ古めて .一着･沈下たこ蛾 の晩 秋 ク ■ー池 Jtti).
泰蛇の直を王如 し′ これK攻枇 結舶サ 吹 ､現 とLたみ息帝規k_一一定の肺 を いてR
v付ITる･変には′才の岬 C'軒K柵 と紳如 ∂のせ 軸 と丁や〇･､ぺr<こ童トふいて.i,
口和 リJa坪に如 て縫付 L fJ島中の恥純 鉄汲T'妹糾 う卜け 令^である.
=n･セ猛者応たこ武略 lて良ば して多激 の直t:動乱k地下もLVl廃す孜rr 首JllJf'u 1)絡
げて女史給付K入れ 中K入,'f.FC二女掛ノ出 しぞ.直ちIてきめを･L流 か如くたT.I-は :氏
L Rこ水入るC)EJl与って卿 否のゼあ宙.
r,に は簿射て煎て特んそ名Nyカ 穴の中K確8､7かif.キビ宥するめやT<二女が糾i象tすさ
bヽtLC)K軌 ,r-JJ ktの乳券K逢われて卓の舞発く潜入 して臥-<東萩くせQ.Lnそこのigt
ら引手蕗が Jb九bk,女の幼晩に忍岬と鹿じ 卓 の嵐h思考Lで速 1-JR片務Jれ如 .).逸中ゆ
. 簿中琳 面K上ると何如 曇に入 ,,ていモ 穴この3-くらH心映 す.Jうきぁ診.引 絹 け･
. 碓 p)中よ川 こ絹 l化 すr=相 に払 出そっれ -<は あK有卦畝カに晩･*して '1純
lて各島K射すことが米禿ず二女を逢Kして直と扱 く打 ,L･7紬 k与え否Y軌 ､て叫て泉石.
x鼻息rt/はし水木J'て竹節をあ7て星毛と吹 き込tTと～て泉香.石島では斌打はJl増し皇蘭 と
托東城 町 LてIJfWL(, 究怒はれLg甘t一生Y伏許 してLl∂,
(,/I)丸 其
･ 石島K式さたこ女の各釆k:/30- ∠o昇好い ノ埼 まさ.ら舟六f<て直は碇をよl/小寸く
色 相 をっわ t 六七衝けて′ぞこK緒をつITて伏灯 しT-I.弧 くつl▲て性大たこ乱 "1Tt:二




六 七 二亘は素瓶軌～八H -1ま叫に風 .i,てしいd Lt.bヾ Jj娃 /cc新 茶 千村 スrGWLど石且
p)は蘇壊邑皇して'l診.有嵐Lたb'漣 Kr左旗艦セかけ尊徳K結1'載乱 ‡コ ルー ヌールセ蜜 L-,
瀬 日直経好/rc7'tの)7ラ沌 {t弁紅はやや太 L､直通 ブ(:PIEウLTl絶 トコール y-1L'せせ -)
<防止.､モl絹.親 ,･-Ji一水 石i,つITるj一緒の帝綻(,;b･-ブ康阜 Lて/化け っ 絢go何せ
けさ.
=L'T-:こ 虹
/6年琵苅 lては-7,叔ど別,鼓ユ剖 p,割合ぞ凍軒 L･てIIF:わも.風狂羊シ敬41割.吏 Z判の
比-Z伏附 れ-<l-∂一そhlよノ二1-/萩 より入 さl･dD示とrli,二と1てよe,,ニ7/哉 ぞとれ r-J I




香.碗q.gJ耳.71とけ∂1てこtLl､故青ば.i-,2.3才 Fq:ノ /∫･3タデ斉 さぁaJてd して.策dR.
鼓荷 13㌧ 969.i2岬 Zt,終絹 布l-A T0割飢 古′∫ 8少 を白めa′=jg飾れ 舌′欺禿軒
卜1＼J･笈,fここ~れ計走ざ′蘇 ･/%所を如 す.付人がg如 く･た由をrt,/副現が丸練られ′こJt水
食 よれてl､温 l＼.嵐 ってたこの刃叔高 √3'/･休. J一くか郎 qして.浄 fSoj(･乏I1-0)PCFうlて
･'Ji ･ .郎 汀j/与 は.T,--及萩粛 √37,ス即T/ ≠ ク/∠貫ぞ藤池度 南 /14EIJ/すpT
I.,Li LZ:lt,/" 射て沫少､Lてl､き. たこの 打判 順 粛庫,軒神 町 砺25防ぎ示 し東 .
第38友 石島K結け呑たこ洛兼高 (S?0.3/ 斤BJl)
解 知 3ク 午
"-I- --- ~ー1- - L-L~~
/可 終城 南 T,Jl輝美商 I
(仰 ) (禰 )(メ)急き蟹
tタ3' i/7 (40) 4 /I/
1 37? I/75-(47) ≠≠∫一
I3 ク∫タ 483 ({々 ) /047
4 ク∠/ 307 (4") 8cc
∫ a/2
内 訳
晶子 こ く.," 1品 七 島 )
(+A) (a/,) Vとヒ乱し上里⊥/47 06)ヱ?C li4{
/3ー7 673) la c17)
SLY (/3) 38< (Cp7)
33 (/7) /gl (93)
< (/) /cg/ (77)
3 (/) 4TO (f?)
.｢ア √∠) _Fユ3 (791)
1c c/0) 17ク (Po)
≠√7(80) //2 C2_ZP)
∫tゝ ??{ ]JLg(細 Ll gdf L B
7 /cj/ ∫≠7({3⊃ /3elL7 3~一
S Pj/ 14∠√7ぐクe)ユタ∠′7 l J
9IQHilgSC 辛31(4｡). /} √弓 ,
/8L∠ク/3'IlT ,｢ lI:C ぎ■3,1
PT7 I･ク√当｣1タb呈】 十一-rJ.;2i-
8loJI?Lo7竺iLi的Tl'I≠.-′棚 巨 j斥 莞
r｣1タb十一-巨慧慧 ヱ_｣ 竺二づ/ (oi′)
/紬TTi聖空)≠/0日ノ5 Plc (1g)?7 jp
(十町) (十町)Gy1) 一たこ触､款放-盤 TT〔貫 ) (% ) 1日Ttこ(賃)くQ^)
㈲ +町 く'^ ) (ヰer) (,^ j l
/灯i f30 5g√ (71) /ク∫-.F 4<7/ (Pt)2/ク ∫-占)lr /Ti78P(芸QT) ,
47g i/3 (it) 4√7 _ー乙ヱ? (23)∠3 30 3ーtc(グT)/∫∂ タ■
∂ タ∠∠ ZZ4f(SP) /Qjy e l/ノ′ √ノ /42∠(PP)Ztg F7 エ
4 /}ク∠ ∠34 (I/) ノ844( LC (4E)17 I 'ククLL'PZ) itc{(pl
∫ / ?/? 437 (1/) //43 / 034(>o)≠0 { Pp ,07㍍ ｢3､r (′d)
























_ ?i (′-il_ _ー__
4L? (7′)! ∫ (′)
/C2 (4:i)
7/2{({{) 48タ/(jS)
3∫如 'liL L I _ _
/332 (34()
r'I二女札軌常と.崩祭朝鮮の好からみさY,=温 LJIて外れ呑一
軒鑑LFp:猛者形#.G7)一一④ の ･rFの 0 -.㊤ の三速で本診. それ では, 二Cク三慮 ･17,iA筑







上の衣のよラド.溝彬 態◎ の木だ､二 束Ft'ニ立礼の市有と合せ瞥T,滞 .象は.//タ主′今
たこを終丸衣}3デの4g〆仁者引くすぎ鼓･.が 各jb平如 く希有Iよ.33.6才PTぞ.他の
㊨ - ④ までpと■の綿 形紗 lく郎 より高くノiJ;忍 か ◎ の阜抑 州 南16.タ 才 】
何,iP/息 6,3 - ㊨ のを平均,K揚石 2タ/石町… 果 して.形ぷ O Q?I/.也の孔若杉息くAJ
有刺であることが貴 なす･け3.
二･"bKは.如 く港市 S-oJ0-円-fl手相 ･Iて必え専3アbL:倉よれ -LllるJ匂岳でノ浄福鑑札泉
紘.3-0才郎く上の1両水如 'tあって.副官として.町村3-4乾と有する考ゼあa.(好･*
水 qlt川 く′tXq'が合計姥 /7･2町PCC'jig 伝わ,吸暫IJの畑` ･'Tt,経常lて少な【､). i 1
か し 社食対 地iE･ヒ朗 と. JSす･LLそう
で･Jt荘く.直阜滞者賊 軍しな､､伸賢い
紬 配線 ･邦客かトの総員など立筋 約 着
乙･占わられてl､さようぞあ尋.
石加 か .ては.大k､二車線は. 承剛とL
て年中営1れ香華 打ち州て細 とい長石
^は. 3一打一-/1月きざのユタOE7両であ
れ 一言.魚F;こ垂鼻の棚 は /何 -〉
5-打まきの/8-L)日向 ざぁ a一'絶って 再
-63タ長 流額面の比直
汲 庵, 専( ノ合＼
T:-1こ g 判
TQヽK h Qヽ ′ ～
まま7､り / .∫
3;花 ご .叫ぼ●そ / 〟
さ わ ら ♂.√ ′
l そ の 他 Lf.､｢ ′,
中日IL-
I.T･)Jに いi二.三珠 t?か 一.ぞ示石や､ら ′^F<二女乳 ,軟 CIこ.主池 pq'再考L,互曽ナ∂=ytて3:
I/.3-中LA箆 ､して′比猿的奴 Lry.漁凍細 られbわけさ3;♂.i･Jlゆ3月､打 この黄亀新味
P w下郎 ｡4紳 ･7 ('･137の3打)まで<∴象た'こ'-よりて占めりYLて-､診.歓 だこの美
駄河は,/oすぐ旧 /-のf何)こ′ 二の肝欲のb-//育-3も痕才射 ぞ 大T-:I(打宰相ノ
えクク0骨)J-.よって古>)らrLてL,a (拓1外野j･-､照 ).合材/go糸gLか 7<こ乏晩の鉦
親好は息L./)である.
帝L/封 八東こ 飲T,ここ打則誘慮萄 (5,ヲe二)





/ 2 3 4 { L 7 g タ /d // /2 '′首
藤川野は,たこ皇絶 (穴だこ,飯 正二の村有と食む)の帖如5.,i/牛の何列凍有高i:軒
榛 と､示 し穴山のぞあ 召.て 10羊と3/斗 ざ蛙′Rこ終丸顔商lよ./√337青 くS30を)
Iて蕗 して/≠0/J貫(13･3,辛)1,lt,さし-{左tか ,のぞみるカブ 打別の娩韻 ～は.者 L
h･iボ鮎 れ 香.車を 郎 味.蔭冴封 であるFへ/,すべ53/射ては 漁穎高がZは ･
森Jy皇示 して･､-礼 風気Dこ,柁Tは,氷 f=こが簡 れ従かっ尺と集 り. /略 は.平年較C)丸
請でした と希 nている軒b＼ふ.∫30羊 の矛巌 は.早手廿軌 を.充 していさYいえる.絶 J'
～.5タ′年の5-//打にbT;する大乱 は,Tt=垂線のを然糸埠に吏乾される本草史畦p-
柵を未 して11∂Lo)と解 される.六だ=走取去_鮒 と汲帝塀の免は.%L合K滞埠 である
(触畑 )b､ン 一才飯 だこ (直)軌 くよ･l､ては′嫌 幹也′瓶片吹人の季締結木埼祈吐綿
しく √-//珂q乳萩は′瞥魚の状憩 であき.LかL,六だこ直絶/軟 だこ(旦)砲の稗を
おをせ行うことKfiり風未収入の杏節吋棚 吐1碑 和 される.範 K雨音を合せ行 う考(礼
紫帝展 ⑦)はノ亀有鴫K4,卓見 そあJ7て.叱の紬 を紙合せb縫阜はか ･p)であさ.7qV<.'こ
轟礼や) 俄 72'二絶p)I-すれb､-首の少女営む考 13:,乳柵 i,｢御 の字｣の商売宜 しで 温 さ
なすれば太ら別 ,.入 7t:二女経常肴 は.絶 y負 も,直を換 えて.年中凍 乾すさす(,/-4符
は.糊 がほとんと城 ･･のぞ,この内y,あTL>_lif t .湘ばa′ち誠と凍 って蝿 すし,額
T-:'こ紳 有佐 t--/2 斤の軒と.8-まか ■), 甘､に,ゲた/ いか)7よぎそ鼓 ウマ･､為.これ
ら61息女取 る乳臭を有せざa温 畑 の･Lク,す, /唐丹K.為城 へ息 われる者 ILあaか こ
れほ叫?卜p)鏡台であ3.大部Jh7)者rt,扱 がれ東宮馳 せ<基東上の対街姓と錬 ってJIa.
石島でA,吋希碑 各線 紫の例KLbれ-T;主如 薄絹 者 は′たこを維 ryltけ紬 の諌鹿 と
齢 せる恥 も,卑 称的絹 如 ご一足 LZHZ･わけではjaく.汎有村味わ 細 約 .いて止
如 C1軸 とR tJ入れてL､呑.
一･tlL.モー
A
_■ -_- - --- 1




= L ⊥ ′-本









/ 人 3 4 i 占 '/ ㌢ P /6 // /-'.4
たこ卓絶壬昼替し息L堵 (-讃J和風 @))紘.娼 呑阿礼3-4庵 の17:a私を牡 各A:て行 ってH
諺.二の*lては‥､..tJ.らLfq主音む27が含与れていfJ,表面和 ては.直れ71､像 tJIJr 主も
る荒立台北の矛先観は,次 のようL'･.､あ∂.
故 ) 犬 T=t= (3-- /_2何 ) -一 食 首こ (/-4 日)
(6)大だこ (√～ /1打)-あなざ.け､た.ち始.め正b(/-√再)
(a) ･級 たこ(/- 4 年)-かK.ままかり I,-0日 T.-F'′3'Alご ({-′ヱす)
石島のたこ皇統巨は.材奇石 zJT犬-bヾあれ
たこを舶 薮 23戸と ′ へ親世代8-･JrI見ると′碩ズ C･)代 Y,碗 (3-gF^.)の泉泉が /i-タ
(LS-.A)と白わ 戎 'JCタ (3㌃〆 )のkc-'仙 人攻の濁巌止.尺如 Lか鼓して T<こ最後
を曽み省〆下着でよる.鹿へ伍afつI.た舟は長者を肯んfT<pJであ ろうカ)H l/放くてlほ こ最
後 女婿 めていら3-7代の藤代を昼乱 して?･∂よう～あるL解何県肴軒の Vs氏 によaL,,
曙石鯛 Kたこ舟は.き甘/♂噸あって 各東泉町辛村人T-tこ畳をJ2 cc仰所有 してL､T<
i/盲J,て11才･破風{,='{崎 で,漁鼠は 史埼 ノJLoク付 -卑i,.市有して.tさ一Lかる l
h,加 斗敵前i'碇在'-れよ.石島全休的 7-の賂漁扱高 K拝一あまl)左がIRく.以前たこ
が･仝沸顔高の中≠割鶴 LかEj-b5てL-なさ＼つ机 ,)I)か‡硬直は一たこが公爵森高 の∠釣女伝
わ ∂ようKなったC)は′-r1こ仰 トの漁務が或少した ことtくぼb,yN5丸は肴 ,'てL､為.
23-4手術まぞ たこ豆租Kよ汀 b免官の斎判L-yLt,れノ漁 場のi見方.絶 -'て風気の野
竹生産れ 姓接されて九欠かした二を施紗 ＼郵 uL･くキられ太くな1た.拭前濁鞍して乾
して1･T-/ 口碑rT｣i･今ざIt.仝照'Ji一息わ1,LTiくii-'てEl♂ J 又 50-40年荊までは./0
- /ljRそ帝乾 九･mを面へ胎齢 糾 .て′iT如 鰍 て斤-'て1Jr-1のであa.
確定たこ払 洗米は.蘇.最大ト如 灯し-(I-3t-;止か＼わらすI･穴ての神慮が希 少屯 l,し′
各行鉄蹄 ビJ,て -､香味可は,Z･か如 細 くあ るか.第一 K考 えられ ることは.たこを献
身の和 陀 也吋吋操東(′I､塾瀬棚 古や u - ラの伏阿)J･こよる如蔵か エずられa.蘇ニ仕
｢ロ珂Q-Jの蜘 梢 破 して,六二の紡 州 の宜薮･5こと一てあb一端三味 毎晩硝 化とk
この務打性状考えられよう一 .
石A7軸 rf.噂土.五大女官の凱 Iyt布く,時局伽 とは,Ldんiぉらft.互由C)横行が宙黙K
出果てt､a一請且 佐′身上の毛吸息史米飯K砥主夫希 の軸 がよく賂邑してい て ′田鹿増血
一174･-
I-jt･･い.石kl71鴫 rよこ'?一頼錦糸件K加えて.部落全線雪 萩洗練 にあ香のぞ町か 拝.
一･､滴菰野であ&､新恩虫の出鑑札 IS棚 p)碑 と何時rt丸森L･也たらす乾に葡宅宜の
環町餅 まか ,東本乳 首.･救 綿 入札どの向暑 Kつi･てみて止 ノ互香れ て一石鳥力線強練
4)<うV､ボわれ∂,
(ly)濃紫邑或
石塊の凍策定或は.見蹄 邑Y中萩寄邑l一またウくってL､舌.昭和ス4L利 く峯か 訣之でTt.
各邑外C)餅 は.jI軸 1として.札束枚 l･=とlて7L･-)P-P であ3･嬉盛者虹Z'接.展の象牙i'
奔rT,中破容邑さは.絶未の膚行 (緊統1FTよ!･).軒騎各紙告との7r解の上ぞ.虐ILL県の't
軒を嫁て噺 を乾 けて1.香.親祭は.季節吋K穆封する可 たこの乞尊滞湯は_鬼の軒面r
如 け)7,)1塩で誘召,石島の碑伴 野は.姥釘とも恭し穴ようK.東怯 大鹿Y_小豆亀の泉
崎t一緒cL二生島の比風は過 り.薪へ食掛 一点塊L5両を.帝のようLrt.鵜島へ坤L^-.鞠は,可
比の蛸崎各村止1)､ら 原液に有って.亙鬼の虻i汎･＼伸 -LL';匂鳥の南端とセ嘘ぶ,掴 て､ぁさ,
止与の仝職 は.二C)王威付せ､ふJLa.
ままい り貌境は′欲符の沖 とノ怖JW 強攻崎叩 ,,}ケ軒であa,
丁わら海路は.南島の東k/-､あb.娃趨 /･柑 rk ネ簸 してI.マ漁場は.-一定 していか ､.
次K石島～斤はわれてl･召ク古瀬JKついて奴 べてみると.常春が次第r-,都 qLて歯軸泉朱
が両足と太 LJ,YtこL7,よく取 れる讃鴇と たこ象讃若者の早耳境紫を正常として_ 'j-:初tを
探射して.々ク～√0羊禾′今日まそ朝夢虫本の漁鵜として珂鵜に.操常と続けてIl∂.ク
IJ蕗の交代 は./fすぐ瀦■財文)ごとと1､斤庖われb､大Ttこ免租の主阜漁場は.')-J帆R
よU, 一番 クー3埠/二番クう格のニケWrtて令け-IJ増 .一番ク-j鳩 は.前面の衣も良く取れ
る藩戒であり.二番クil島IS/堺K良く-Rれ卓石塊の泉剣の海域であさ.他 に.この一 時 ㌧
三野ク鴫 Y朋岬 k.朕石の73鳩 かある･長与 √一 /1斤まどの蕗鼠那 / 称クご
鴇 ′ニ卦ク主塔の両方女鹿耶Iaが二親敦p,戎/_i,する/-4珂頃は,操酪 L載 古の-2.-











･､L) ＼･/ラ ト .,i (綿 豆､l/ココ
ni)キンて ジ ッ コ (fT鹿 ,･ )

























#･常負,冴骨 は.頚骨収入1てもーけ如 く1,Jて,禄常常射てよ多足L が八 砿p)が骨故 -Zあ さ.
石kJてふ一､7は 爆紬や′か放射h:たてri楓漁首藤カミ 唯一C,賓本射書方 b,卜史跡サ姑 と利 釘
tて. 潰常七瞥串頂けろJて早すさ酎 摘 久谷勧 L梢 Lt/;つ(･マ考泉を拭み∂. こ ＼之､は′石 島
｡上/5の太良こ産親と飯中二碑の再 ,74fA葡 LI(いうAc氏lく放.青k 食止r<b;, 帆 下盛 べ る




六r<lこ象 p'′JC,♂/J汀 大/3げ (軌'月)I--1t,STQQ斤 1阜 /3.000 PT
耕 砂 ,t /E70ク ′` × /3 , (/, )- /3.クOC/I / , /3.ク′クPT
ワ チ 絶 / 000貫 ,yi? 4 ',(･)-?0.ccク' / I, ク0.0cc打
麻 酔 絶 / gd I,xタo･(,)- チ.0cc ' /,/ 7.0cc再
挙 科 √.oク 3 'y / I, √ 0〆OPT
計 ///一〆0♂FF /06_CクC町
泰郎 ニラ硬 /,tLナク佃 ,YJ 町 (並価)- 9.3〆ク町 ∫年 ダ/♂町
謙妙 , foO〃× 3町 (// )- /toL7, / I, /･√ 0ク Q
姉 糸 14LCC女 - 2.COク ′ ) , i.(dC ･,
ワラ札 ユoC宵 メ7(秤(ク ) - /I,〆C O , / , /∫ .ク〝 ｡
細弥托 /JIC〝 入 ク5 ,/ ( Y,)- //･}{0, / ., //.Rl CA
-IlJl7-
1･ク06 ' / I, 63.,?クC ',
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原 油 /句 ､タ1r 入 3クL?打ス J√FT.- J/.∫oC Fq




･# レク♂打x了を - よ c oPr
ア硝 S OC '' x 宣 = よ ク♂ FT
ロー 70 JL,辛 - 2,.3〆C 町
y 7莱 /珂 /ooLjx /〟)5 -- //ク クOP1-
右､-7{り /4太x/ク円 8･≠0押
-1'ヤ '/ 2本 メ gOFl- / i O 狩
り 蚤 の他 .･.-oク 町
O^.Ic c iT
旦_一冬.
長 靴 京紅乳 1^ クoo巧 X l - /･･&クク 肝









/ / o d貫 嵐 4 cc符 ≠タ/U._JI O ,'汗
-2J/-1rI//0円~
/才7.ユタo町
扶上 は.Ao民がT-に を鈍魚常(八T<●二を メ タ ･`0伯.俄 r/:二を /6クL,1g)if督 TLI,:,'4･
阜砿五官を.薄 さ晩 リと′塀水足殊の統計r=覆う.･て 舶 したLのぞ,5絹 .ぺ1そこ史
02.0.ク灯.食だ二重 /ItdC佃 S:軒有 L-I_たこ五重親君と替むr<の Kは. 年 上JJ9-･可力
斉木 がI･之わr～あ3.石島ぎIt.馴r:黄泉i未了舌i 二の依頼の昼番と汗･,z L･i'の渉
乙PKすぎ各L-.化 p)たこ軌 試験は.二九玖下の 六たこ皇/ √ ♂♂仰 .承r,:-･生 /000
佃 ノ最尿と軒有 している.jfす円の中 lては.弼相 の帝人醸 成食 わ して,一本 l･.紘 -,て
-119-
二の政串 は 各町茎を首t_丸 .lLtjも､-r'L茶 ,}.I.ごぼ.八東二重寵 ′俄Fとこ坪を.そrlfれ
irlL打に･込瞥すa朗 ､は , とれ足の好如 ミ･-約 二 洲 口の端封 書ノ･ah七腎か鵬 ､d-'Jを脊 コ八
Tが帝くつくことZ'ぁろろ二とは.各島に撮像収束afあ巧･う.
大岸こ皇 J･ク 0ク/'LTたけ皇宮む畑 .朗 1凍 3./-3･7/川 かJ,硬 だこ藍べ ′34･2/0
FT.燃私希p'/3-の/t,31cc打と船舶 覆車の享の1クーククOFq1,.4･jtYkL,ねえて.trL･T<
止p)¥なる.即ち /5',3才碑 硬とせる.
搾 って･顔だこ液 /,Sク0/'ロは,タ石打夜長で各蜜蝋禾a.碇在′盾岳 で 煉.大7;iこ産鹿 の
吋を啓む ､しのは.仝 たこを温泉羨13戸の中古戸 (ユtoi)lZtあって.末軒舟頒顔帯は.S
?/耳～は )./3+町Z:､ノ前足の漁嘗帝展 O -㊨ の由ゼ舟akあり′泉-そ基脅す3,衣
やJか:-/少､がJわれa.吃 って 他の牌 と潜食止苛むこと)こ巧えられZ1.7tkL二史楓と飯 TTJ=t
二級 t,助かが最小鴫 では′有利ブあさが ･一九にL絶 やの軒愚かあ れ い 6万坪の墳食
で4,財力のば･､何人〆ませ､杖う釧ま.打線で-ia ′とねえて耕修好殊が少な'-1=とであるL
血塊のたこ漁場が肢Lbれr-R 軒ど,Lか也.丸衣L,(よLJ, 親疎せわ域 /yhの横河にあaのぞ′
llJLlF:二藍施策者 は.新 い ･Iq菜者の村村と都 iL奴日のさあ香.二･'jTlic)取れとLZ一石岳
幼 和訳虎汁は.骨嵐抑 o)汁:,漁具p)勘可購入P庄平?_,やって･机 '.Ao民は.宕払
親鼻面はノ J･0有史蔽え′4,吹舟V,q好と有 してllて′束を軒 てゝ化 O,命和式 す終戦未∂.
渡柵 と鳳掛 かをガa5-付′ /./,q は′ /八の#入k鹿うカ1 それ は 線和解ki,∂ため
好勧 lは 木材嫉どあさJ壮年*･各卸が行わTLきよラk即 ノ′風繁組 /人生e,/可の収入
揺.水希衝の3み.官金は 3- -lo cPT皮衣f誘き,
凍hLK A･ク尻の∫3/茸一環の､乳鹿Pj渚巌帝的 呑Y.;XCgよっであさ.
A T,:= /34t./{*
ノ飯ガこ .2( 0. .70 ,
い ク､ 4}3.3Lo/
寸＼K 2).o o ,









0 4 8- /2 /A i,'1 24･
T<こ瓜の砿H'入れ 農 耕
犬rT,石射てむけa漁具の購入兜-てつ 1･てみZ)ど./Pl羊 軒体'Ll.平息 より埼入 し-'･.Llたが
有価kて.吐羊は.王Ff,卑L./ト申.渡鳥から牙う者 が増灯 して禾さ.経 は,県Lq市L7)振
付 tLJ.女 は.杏HI凍平声社町より′帝人して LL古のが環状で高 谷 .
1710--
｣____
(y') 石1,穴 こP)媒 射て与ld止 放
尿 1･0久 K L の産額 からかr<他たこ産地 との比吹 (∫.30事故一骨 )
}一Pf/
/J.337
i .竺 l j_3.lI_
メ メ _
Pg ∫.'J'1/3/i jlタ72 /Pd_o卓√
_?/ P,ク∠3 2∠ 3/.oJ7
主な的 二度地と嵐蘇p,上かL'比麻すさY,石 塊･り急涙 d',1く車舟.雀J-材,町 J泉 石A.
各地 屯の傾 とか J, /{･337常～節 丘岨 k前古Ql:蘇全仏の産額と比秩す音と,大たこ
2.cr'. 魚だ二g3g′軒7./Jj;.Z叔i.








鳥 I･戸車♯ 7r 卑 主 賓
LL,3ヲ? /2.3タg 12,tlP fE
,Z.?{/ I
軒 /義味.為蛍と七二.を縦K洗-して姥饗Lた,LJ-=高さ･奄鳥Jn鹿*lま./･tの下叫













斤 / 2 3 4 ㊤ ′ 7 8 7 /0 ′′ /i
-1え1-
礼では.JCL7,,?且で三吉(.て1-ら,
野山県下fておけるf;こ丘沌Ji約 ･外軒は′大 きく飢 十Y.･r7息.F車*,阜鋳塊の三地境r･
柾谷 される.
.て W.･') 軌rl.hD由一碑
石jl敢常勝同恥如'r:よ 形火と払材と単筋 路 C)宮冊とこう触 iLぁ争うが: 常恥仔串象
の乗回照射 圧 して.水且d)和食i･瞥んと-h ∂ . 讃､常温合は.通常奴の青笹柄軒～あ LJ′墳
常和恵稚各>_ILてE,7収BIi･釈 して1.3のが督且ぞあさ..そヂ･こし句郎漁紡 珂欺虎叶は石島郎象
p);蛸 :音痴 ギ何ぞ3)り 取夜知音･4)Ii事はしてI.こも 粛好落合としての仏事をや,JZ､一札
JI,止 し.糠細 は大前づ蹄.＼HLいさ.攻 ･-]て土産市井勅-Ft∂乳 象,爾キ仔伯へ項八で
あ3'./巧と与れば 浪兵の犬GT噂入卜こより.斉木の軌 ､希をL.たこを渡米肴さてする㌔錬 iて.
叉舵 され碩 鹿的 二親堵i,利解 してt･a石塊では.ljWwT,tこ直 見若者 の酒蔵y識棋
止一′生別 食 酷に 漣 1.や J.東泉九線永♂封蜘 す(階級 )lq,範欄 れ∂捻れか如 FW の抑
刷椅鑑で弟&,
3.フキ火軒jqS-,t牛丸 見辛の決河蝉入ilVTっ故事があるとt､って ､､オ`礁在･し親鳥わ く
項へ･%秒ifT∂軒′こたこ受賞者が凍蕗してt､診′石島のたこ以外C)風轟をとb漁具KつlJて
⊥可LL'事か lえ4.とは石,て山砺筒炊売付1/頂凍物49大町欺転と(･J,R面そ 温良C)ち
清里巧Kへさ庄子輝 yl-xl'S､してIl尋.全強帯後背者 し如 戸)が 新た軒ぞ3'召讃､繋船 に






(i)の形放せ佐一たこPc 'ji,b)ぼる ちめ Jo〆
o)の形乱れも.ぼら.rfr,i,わは､aくかれ ､ Po〆 たこ.l.Ot.かに5-X.ぐわら
5-a/.,
絶 って款泉馴文人の大半を県東軒と生て腎振ってl･争.次を軒と仲賢人との軒Klも,/軒(
/f打)与に,好村～息加 え的a.敬 って,/Ttg如 魚価は-一足 LZh さ.救売物 収
入lしろ/f日t単位(てして再Htてl､診.欺恵折 ､々ら紹′ヽへの臭秤は./すcy秋 路肩D＼ら/
軌 をb LI･て戎されてHa.欺た郵相 好物 付 きとして11て 漁 久は日々の水垢右65j/
Ql神 城 恵軒へ馳 してL.aQit,を打電もQ<t手本K人音の～,一打-gg剖令妹XK過 し
てIl々 .




款 存軒の7央tC,S乳の顧茨 り舌､ら選 べてH･よう､
碇在p)匂曲想和 好款亮叫 綿 4-0享有.石島他 薦終るⅥ 名か しと1て.部落 の天守そる
'鞍.慮埠の替礎粁軒とLて鶴 した .Lか七好丘i(前Iて馴 Jべた各託 して級怠｢こ争･,p-L･
岩舟t/乳L,A乱射ヰ周-韓和動乾貫を各号LてLりて.その横臥郁牡告､hJ好正L7才＼t捕 れ凍
石の-Vlji亘 Lって丘音さYl 瀞 長は部首の有カメかふJ,てl収 .金識見かこL誰各R波渡河の
叔売主･呑気Lて.､F<P,ぎ′薮良中.故耳は.〔各JFh_吐企斬り 酪 絶 って･､舶 常
永茨i)下7人箸な貴家 に級Tb二とY紬 t;くさl･t-i i-r{.如蒙癌血J4･卑軒見栄溶銑土産
.'il2:共K石.･31台の,ネオ破 約 i IてよL/1恨常長珂71･合が藷成されTt一その高来二の次鮭も
石島部落に紬 女と凍如良の二つの紡珂船 が批nL･,.f<,T3鵜i●も15I⊥4.i(.ヱZ
キ｣よ叔祭の-廃材柑)Jtが綾 1､て 介勧C)ままそL,.池緑 風首が城東T'.
泉和 良の縛涙顔軒鯨JSV)右が手粗 州 く せp煉 瓦別 文人も如 ､っT<C,～郵券返礼は
･j輔 に帯 解利く傾 き.次 I,<1藤ク､1ちCD抄をtL称1f て:･･LLiて暗鬼17キ9持 二紅合T{ふ
婦した.子の毛殊 もTj塊湧長粒含顕蒐軒と疎vIL:71しこ モ汲昆〆,二の齢 K細入して.7:～
略画の/軌的 て.点Lた侶肝飽含Cu･-+軍壬ノ軌 梓 ･なつr<･昭和よ4EキC'紛 争如 結 局
C,･み化･L-tよか Lc,どは尽く/伯′佃 判官府都心ノ,壬か手命の卿 慨象務内陣kフねか､クて一.
!･.株 ぞあi'.賓本三船 K茶aすむ艶予の一打＼カ ウZは 森 帆 緒希ニ^ 孫域 固如
P.i /'.dtpi池破線 と洗骨すbことによJ'て偉 め{立ちうちZ.そるのであって′この点から
もむ島席末蹄何次,t軒の星組 皇帝細 すさ,S阜bこ祈ろう一
声 駒 に東立石良社の碑番l-S L.中野一久瓦′紙 斉早良並LitKA＼単族C塊 と有史はU乃
鳴れ0,才そC)丘々臥ら抱卵 オ叫 わlノ尽 く如 如 しエげますL
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gJ良 否 鹿 折 箱 税 /Fh- 藍 永､
L7 r? C ロ
象 常
親裁掃 叫良輔)巨象
品言 ｢電話 ｢ 常
3L,耳 i j'/射
′- (i-
/,94,メ )/ I/,/'ク_8/( lノ ー
33g.∫ I3- 十 /,). ぺ l/70oi打 .
je/～}繊 〟 / 入/locミJ .
｣ 73b'/.ク≠/占 I l東砂 ′ J- !,
- - ,十----J"47i2恥 -∵ご二十 一一初 / /.7/3'示 oooi_I iぎJト
- l｣ ･// 0.lo? l l
i
.28{,71柵 ,I/ i.72{ ∫㍗-t
t3,3′/恒 )L,,i/.9/メ+ J
･52J轟 鵬 仁 .-,〟 /Ld_1: ∫:{231 4 rI十 -,-i1l示 差 言 ,- /∫/∫ ′












盃莞 1 二 二
絹 涼夏芸 恒 './
㌔
竺 二空旦⊥ __
/o -.+～.良Il巨 l～ ＼,-二一二二｣一面東.仲野 l.-WJ -Il
′′D.M ク⊥ 竺 措 た弘 --十 --一一-i]" 一2iJW{,チ
JZ 凡丁I∫ 見頃 孟宗-:隻 cZ73.7 3/3,/
/3 0.It ∠ 竺 堤 こ私 }85:2 5-42.?
/¢ ～.] 衣 親米 娠たこ乱 抑 耳入玉東
′√ H.TL∫ 永常 手折 /ク8.T,_ユ4Lg.d
′▲ ♂.丁 g 教官 と八女､こ絶 " /.7+)lJ5-g√
/7 r<.〟 ど 希可 芸賢哲 14(/3,0 4∫O,∫
/8.A.S ? _空 相 諾 tJL}J-.6'fo3,8
〟 A,Y 9 乳常 taR富.諾 ｢■fo/.oI室.i-p乍2
? ? ? ? ? ? ? ?? ?










41紙 匝 こ打 /-i
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璽型
∠ま畔 巌 空 !
7…鯛 iL粁 岬i --I-･-
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I-i-;軍 三 t-Li-言 _(十七､′千島.I I ∫???
A土 工 _空 讐 撃 竺｣
?? ? ?? ー?? ?
?
ft-～17ー廿 里zY,a仁一i/ ' 石 材 埼玉替 Iil日脚 )
1i-3r丁.∫3 ･J ( l
√ブD.34 ′` (■ )
- ｣lJ
∠∂A,T I 〟 (_〟) J I∫/叶AJ~石銘梢轍久 l
26
? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ??
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ?? ?
E.




窟 ^ 頃 好打への濃紫 - 杯希耕兼 から各紙某壕へ - I
冶帯良策の矛IgをJM 'するlて替7日ノ 埠起 され紺 野蹄′地荘対策車の外で杖くノ 社 町
杢有村温叫屯r:立った考希を水熟侭が向丘鑑へて木T<p'であaせtl石斧崩御 ふ卜わいて.
頼香し州 ､っ紘 統打壊すbぐ･軒い ､淋 紺 宮常の夷乾｢ておされ7,貴下J･Aの舶 見直攻
,絹へP)壊科Q･'鞭 して J一石.これ亀有q'農耕に在野LYt付肴夢常の款宥乾 として,貴進展茶
の脚 星哲化.漁灯の所作叫 -ばれてl､aQil 拓知3/羊原水泉淋そ尽頚洛増産派 と怒
点 した(/9√7年.山移年並 )
好尊の入IjLに連ガわ春宥t.#っ帝上西ぞIL,この犠菰オ束Kもとブ ilて.凍石やご行われT-tQt･
東施後束p-.伊が斉くて′ はっきりとLた政和 洩 りれ戒か絹 .LRでJって砿定まそ好と～
挿.本荘紘行われてかL;ず,毎範頼於の買方.畢虹(王としてiガイ.ヮォx)i:相和31
与g片親狂5'為の一Lのが蘇庶L,ZL･♂恥錠である,
二YLKオし 泉亀K恵まれT'.瀦甘止亜乱 舞船 を主に営んで末女称町では 炭末の甘L∫
I､凍各級常か､ら簸われaべく.ネ抑8-凍苛税 の叶互ボ企 てられて ･･3. LたせJってこの
額て､は 帝とK扱歩えんじ毛を町0)凍脊板 の究ポ乏並べる.
鉾五泉兼務飢 ミ太格好K養鑑第才と戻り妊んそのは.∫卿 のこと71ぁQが,単称 ＼マグ
uJの患楓-i･hr-っftC)bくそp)節一歩でありT< .
ハマ,JU郎 臭勅蜘 吠 ぞノ柚 埠Kは.頚町瑞軒と線度とすaのぞ/ 吋Jl建材 東署の:Ji対の
声がJ六軒 -:汲 (頼った二Y_凍LA米舟中の文乱そ菅削 ぐ打 釦 サ ･′す代講乳 の形Y瑞っfC
五年定軒から･.TrれてIl石アサlJn暴徒は 県靖か 魚苗36乙銘で雇.を舞い入れ 各を ′O
-/打に凍各kまき 3へik打rW､rTて据辞すさ.
玖軒Tは 合そ界集材Y,宋町出井を行っていf=カで 柿餅 方の判官に 新 年そ柵 ;とTL71:
昭和3/キク､ら都子叶 の枕息を大へ/ぺ30打 ノIt^ 10打)を希鼓 して ■､る.
xL 30丸r=T7タメ69Ji夜宮武かRQ";'新京の舟鎌か息 (,咲来ItT'Sられ如 ､っ穴.鉾正親
御 T民は. ｢都丸の軒 価 が乱 Lf:r7矛メ吃義孝でほ ･粁兎はオゴノ IJをゆL/T<-iJ
y, 町 EFの抵触 措 け 犬ド′肘上れ っ舟れ絹 鋤 くこ すtl.紙 任状敷 kあさのと暗んで=
1>,.
最確は.科 軸 加 数と並勿榊 ヰ有.け絹 ItT-1替楓と脚 免の宙かさく､あって姶あてモ
ー7ヱ7-
LJ
日 ｡'･Uや･7'!r:虹L.れ G IL.のぞあ b.
二･,,.q､J叫 し′曙上溝約 ･摺 れ jl基 虜湖 で.衣･箇･.-, -一可渚･炭.nP摺 終舶 敵 えIZ.食塊
乳n ･､p)(,1 ,烏常塔計乳の見てられ∂ことか鼻弟 ､r-i/.
,ぺ上 ,凍ての-･モ五森;J薮 と基歓で′允多の承 り皇妃 し-( ･lる ことを怖れ.)け ら.凧見方の
複号と巌ベT,tかノラ民且町♂結納 ′恥可なるを何に懲l& い さQ＼ Lけ せ 綿 宿 か7d･ささべ
きれ てつ L.て,芯 告Ac噌 坑 L域 に舶 ｣に考え省く-t:二言(,iレ_,-/tl)･7くさべ猟惣ぞある.
･-1二I.音-
亮 4番 蕗へ の 産 婦 を･i･く櫨 祭 L･気息 する
イ各市 皆 東
廉姥打C,亀有rS_鹿茸合繊 経て易a吋･3瓜蕉K.1く〆その三水とjiL/.液 ト､は村人計骨
塊如 くニ星哲也 ･1ぬ ぐヘクタール )ある.
内蒋嬢fF･lく町有の塙町の中一粛賂LWKあきのは束野崎 凍 (地 区 )と卦Fn爽ZI,み て丸
町 JZi咲 く比と)は駄句頑 /?.{ん .好砧 3/且 に持 すへでニ麦下策威 iT∠か ノ′ = れ r ふ J?
て礁県議は卑4人や8人 の /}屯.浄 水煎 入 YIJ IJ歓品 かん水 (軽) tJ工場へ､鵡遥 す･&.iTこ
け食 て1勤吋に行J,A, /&ん労LJ羊打 ノク07f ( 卜7フ早吋とJ･hi批 し.早舟敏TEとしての
止代化It,京如 丁に茶ける他aゑ常即ち額r 親方 ･奄 Ii宗ca光錦おけくUI,のと思われる.
これI-L稀有が･手･信輔省 一LのよtJL隼q的dLのF)右が古希LとボvT経と-6り,.=kたる 盾吐奴の
入ト ､鑑コスト･1ご妥くなりか絶対ぞiJ呑.二tLi､L,獲って他 P)Ji東よ lJ早 くず､扇F':怒乞えtLJ
形魚-C,針 ノ杵 T,tのどぁろう.これは瀬戸吋藩J,吋 てr'あa萄可.いわゆfJ十榔塩町LL･わ YL
杏林雇･併有 ･修後 ･青竜 ･町拓 ･長円 ･71一塊 ･葡峡･呼子69を塊q八夫婦K入校像ItH l
まP.J九っ＼あbことからL知 れると息う.
(立)かん水枯木-メ民叱喜叶∫夜 我房状 ヒモ･.ラ.
J 載晶か/U爪佐 /√ 夜前飯のILのをItう.
∫
ト)蟻祭の展舟温良
さて.卑地方の海常立直へるKr,吋藩痛苦 k･K の生すの萩ゴあ lJ,今g野人県と殻亀
県 の一つとして有名恵 らしわたとしい ､えや坪碑 7e宥何てS∂乾田釘希.i_=車fJt:すべやそあ
ろう.扶牧これl-tよって鑑べてIlくこL,Kすさ,
(′)野崎束花軒珂亀釘相蕗ぺ軒の息貰
二､では古Kj,＼ら文化羊釦までj)池軒 て長い珂向か含まれae一丁何 ら/,､そ吐日長がS Ir.
丸閥 務堵牟 ～あaこの他有は鳩首K と ゥ1, 鹿壇栂 ･気伽 熟年 r,遺 して■､7tの手 首′
代から塩Erが兵をLてl-た (㌻好の頒怠風 上
打ち紙座肘AE'.巨 Lては′官秋Kあさ児島和 ＼ら哀れ臥る客観 如 上砂牡i,まじえft藩札d,
1 満 ち耕絹 令如 何加 水漉- されて触 舟中絶 tJ. 出鵬 Y鴨 場 蛸 rf如 丁
半鬼に穴争って伸上砧早宮くるくるまわる.ま七千初の車の和衷は軟崎半廟を少 Lすつけっ'
,て′岡城K貯上右早とまわa (ヱg町). 従 ってJ:G)冶希はL･つtL地慮ぐれつつあレ
遠茨を形成してい診.気風的凍ヰは麻雀の比較吋'P IJ内郷 とぁa二とは･tうまブIL玖･､.
(経度の凍え照 ).し虹) 二れわの条件少､わ.射 6様 式は早くや､ら▲砂魂K耕 くせ解き.Fr
たTi雛 丁七 秒を集める樹 海卿てよっTj:と庶hれ∂.このころの塩町印ち唖葵 ｢南欧
沌とよばれといる軒K福 野L,碇をrt脚 や席fi地に載って･､∂.二､が束でありたこZ=を
























5,a.埼l司の壊滅Iよ小さく音現-7-'当 L)ul畝 か･ら3禾(√L<-304 )ぐらL-で 番長rsベ
ヰ∫利,- 名 Jiの劉令ゼ?I,I-kの～.紳 助 ざ山p)-E耽って′ 暫春 宮きめ卸 でで捌 く女親
つめて敷壊 してJlたらい ･.壊打の作軒体験祝d＼斤チ旬K叶 ってIJたと一､う庫虜のiLc)之あ
っT,I.梶 ,)て壌 4.宿んと宙蕗打のIL,F'で.i)つ茨.
止せ紺 に櫛刷根 ど入魂式'J-,)方旗.I)ミとられ.ニ{'*才-2'Ll一郎の^ は入魂灯 .こし7tiあ
ろ ･17.
位 )あさ人の托味に一にbYぐo各面に√尺 (粁/Lfれ)姐硬 され7;とJ､う.
C2)坪嶋武左折付鹿町埼葱 の港鵜
*化･青政のころ即ち T/Lタ暗雌 羊 (′9せ 陀槻 )かL7令までの宙紛肝各町佃 もて
マニ7アク+ヤー対象削 ぐぁ占われg)一その食材が御節武左折和,1本って見好十三生
(/C3bを)味野k和Ib､れk48,yJk4 の野崎峡であ尋,と､ぅLてこのようK六執机怠
息 町が軒や､れたのぞ3Sろうb＼ そP)推鵬を武瓦術FTP)JB:妃かLb峨iti って見て ､`こうY息う
I




為の甘見て. これを及町 しようと息 一､.ILO*I､舶 Y畝k･解恨 ,.で各軸 YさY.-Ei
都南 と摺碗 (, 貰如 鼻毛稀有少額入し,/卜金火舶 耽って郎 止即そ行商i:ifT"刻苦常
甜 a財があ-,て 薮 阜ブ永泉Lようやくせ すよ;r=有っfL 簡単収 郎 旋鉱紬 LJ.釈絡′
払草芸･同好 ･粛庚･阿東に伸 L^lて,夢大船′1廿.!{啄するようkTい 77tが,･1久は桔細乾見止
+:舶 勃 ･々ka LL 6m:Lあ畑 .J鼓 tその後て玖/L羊 (/p,ス7キ)になると 坂 東廟休十
九年乙宗主常栄有主机 今 ilてえ確固胡凍現尺分有え 車上轟凍み&,多卓航Y下直tて頼良･J
(水の藩虎Lt十九年末決 して丸たが,今阜K妊 ウて比./6〃称え(局線L土･/一穴慮Jr=)長束が
多 くね り.孝の上この,15虎K似Y.衣か争(打紙 F､唖 が下,T-u〕乱2 とf'さようにパ､食 噸
J子商性根 Iて7i･?て泉穴 .孝二ゼ武卿 は卿 於追]てこ､ぞぺ頂よ～賦 払iJ放 け一首へそ
や､ それとt,且密行面 は<,LV,て粗略常田面略主r咋 句碑Q)叱離 軒 .どこrこと夏AIT<オ
lu<よ -.がをf'す､ねた軒.水封榔 はま桝も面の地位も丸まりていか }L.ta)上竜也I
L殆人望味寄掛J～噺 鳩萄`･てい瑠 h-=Y, 久に可水の木偶i･挽き′raf,ai,盲1･.略呼
物 布令何 K第五番輔頑r{軸 柑緒 節水を-.i当も入木中泉見こそ上長 Ki･金郷 土申J_.
のせ｣ (私cl考え立言え枚ノ味聯 堰 qJ藩郷 に攻略と発 き 萄森にすれ城野れ巧手耗







































































































































このようkL7 大取十二年 (J',T3dエ )･'^坪 ･志郎 てiの早朝に各町を-終盤LT<.dP
･y竣AT･;の橡a野崎葵やてこか :I,J 〆倉見k分 けfC.フ L･Zl尺罷 工を(/93/告 J)K
は町じく風魚卵日比,町ETfと.-J｡町の三納 棺 KII /一触 の息吹を町名 .そLて碇在jD
束姓町略上と碑の丘呼市LIJ釘にまTtがる粛野崎攻お経aたわklこのよう砿大所i:出しTt.
吹上鹿町純 の打砕 Y-･tの状花を3fてきたが,f･れ～は_乞うしてこのよっ甘草宮崎丸喝
洪水塩町と武ね節 付広軌 IT<のだ)'うか,きた好き埠f;P)だろうかどL､う向壌Kつ-tて ｢珂
叫市来｣象4 才は.逆親身脱 曙であ的映 C)3::)にい77-､呑.それKよるY rZL早大fiL
手｣町的 衆kさKか 町 妥布く･t･ま(/779五 ) 直p)q好奇証采で石雛 さb試 紘蕗
を収わてみ ｡′式左折 如 見破葡a,承れ叫他方へ止行商 してE,穴ことがあさ･そL-ぞそ磯 好
手の圧倒的床材を町抑K見てか ),丙に音務大草 (/8∠ほ っには泉の東泉f為寅根 ot
断行 されてLl診.=e'帝毎C)中風.Z-1あ鵬 射 -1かl】-(.これを見地が して怖 い尽 日大在若芽
机の野崎乳乏し-<す すや石親犬'さと敢行廿LめすIkは緒かぜや､っ東であろう_JtZ l-ケてt･石.
I= ･かえるY,石枇 恥 れ正大碇鎖せ塩田女軌 ･､て4･有利 r=舶 Y稚 LfTt式吃節付の盛
栄せここのようも亀田を軒宅させたLのであろうZt･うhJ十ゴあれ (なお碑 (こつl-てはR
iaの項を各県丁れf(L).
盈/ 触 萄十/＼紺 の称呼寮 ｣より7FRrL′ロ軌 とLf=
釦 軸 鍬 音 緒 放免獅 ｢粂純 音




王野市山疋p)東野崎額面区は大味九年 (′93g五 )に着1され raT十二年 (/計4L/早)
に東武 し 東姓町略上の東rT崎東光王は大冬二i(/aJ2互 -)名工/変を定紋 Lk.その
面風 土ケ せて73,7-弘 と Jリ松木さぞ′尺K駒 から入魂樋 田やあtJ.生娘 われた
次手はt o8人や下るIa:いと･-われ,嘘掛 軸 から石泉と剛 一さとい:' 身舟とLて由を
可栂r=山女倉掛 ヒぐれ-FTt心のぞあゥ欠
入寒式牡好という'W J地層が三郷 あり,下旬は砂練を呑む砂席 (珂篇ごスから焚我)メ
如 仇 . その上畑 土畦の鰍 の各の砂噸 -`てあって,羊向簡0滴 の恥 塊根 Lく為ヰ
寸や泣ん壬Ll診.地帯の高さ玖柵 如 く伍よリ10-Pocれ /.尽くしてあLJ,落 K面すさ叶K
塘路が軌 -てあさ.凍対韓に近く叔ay春水を71手入れ.地周の,t好哲碇玖～仝衷卸て春水
が上り′砂 K埴水州輔 すき.来手)締 4辞わ＼∫暗ごろ終きて′砂 相 がよく皆さようk.
一風l)筋馳 たて′'(く弁のよく魚催 される昼のヱ如 づ鳴ごろKその砂を糸的て諮拝l{入yL,
ろaBす∂.こJ?耕 されたかん水を凄さ状 Llて吸息すa.塩町で09･紬 比定東K株乾天下の
-7∃2-
貫教材であ っf(.=＼～繍 ',･4-の甲J)の.A+の帆ナを凡てみよう.演 (I,紘:卜J;i ..､ ノーJも
L;ってLJ穴.二Aは--fJhナ令y)叡･i･%バ い ･･の肴 て 破 Lr･､iL軍か比,ほ L L1-,･二⊥,Lヰ
京女.¥れ)i亡命付はふ しウ､･川 といえる.野付 京.iさ,<施 工<町吋'L3)つftf)i,二aヰ .･-.
疎軌 勧 溝の加 東.%堂FrII.緒p-鳴ずサ ヤ丁と.I),れ3.亀はEr布状A､叶 花釜tH:
必 Jて l一い人 さ式 ｣ Yよム.塾毎 は rL うt/よ ･'J L E,わ †tT-.冬 日千束の右近 i･頼すii-Jlll
のであるか.昼 は諸姉 しね てごト淡 く.n･Z 線朴 J主も戚蕗 Jてよって旦 有る水をti,Sl-可-.LJすれ
総代餅 は ヒT鎖/･irT祐っT,I.まfこ.首も吹きは 一｡卜 rb/キ｣ 2:･一われ ETを演 三円五 十鴫
と未 qr令′石和 て徒手すa T;､Tエ｣はrl母円L 卜叙 tlタ句 を東ki:tLつた r常をふJlt
･＼吋吐く･LJ71ていT3{といわれ専一
へ才細 田は何れ降 紺 と埠っT-Jk巧Er･古.為一入 p'.入 †… aよて仕事化 来せカウRL. 瓦
梅艶iJ王として恥骨T々のIe各･id=鼻毛が泉か L /A'C峡･季軌 てよ,･(生産直が大さくえ
奄 H t7',I.(7Aも',穀 品と 涼J'た塊の行方に ?い ては泉且の頂を′且 と金 Lてつ いて･壬7如 ?
楓と務軌)
-久l･こカ火 水を7釆く麦の7枚七3=/さと 源初L"7け不山片廃Tt ,JjjkKよさと′オHlのす無石と
J.Rltfla私塾の石谷か軒 ItらYtkと(･brl,冗/<力由 y)ごろ (/8∠ 0手代 )3:り庶有名の
V石 と'R粛すa論敵の石も.曙舟二十一キ (/a PPを Jに飯 の冬毛,措由に淡 さ鰍 の
農水軒いられ.侶知十三年 (/タ39号)吠碕rL舷 扶射してt･さえカY銘 を利軒 LfLえも
谷 1,.よ-'て入唐K生産 されて目名.このようK金 の,7-･kと見てIL.扶抑 良の近代化打ち土
産 の乾季北 Q＼打碇に最わ丁れていa 一
日)泉下式I亀田
阿箱二十九を(/け 占キ )に味印象町ぞ最南新堵G5蜘 rpr'SつJ('泉下式風路 戎験巧
軒て各鰍 象(吸付海蝿方k.rq社長)か下卑鞍の二子軌 てわL;きつrT高 く'%LT-tのと瓜
てこれせ､らと-/ト立件 .これJて先帝iTの液を伐帝LT/.赦 常と考景 八五十五き (/･/エ 占一･)
虎野崎寺請引く鞍櫛､されTJ;,将紳十九昇 (/ダ4Lgi)番田rJ壕町3.ゲん と乳状L,見
下丸瑞軒k乱邑Lていづf=.
J 郎 式亀田と:I:/のはji tiltL,iTcの碑 をフ叩 菊地 の上身､ん与水を果 し′f･6'
何太線 紳 岬 すかしのろ 入来大嵐耶 リ長軸頑 が玄 く加 か(,蔚席と早くする･衡 経
はこの輯土泉と二町瓦 LfTt斬 恥 ･,二九はiと して鼠 の工 ネ ル主 --i(-)J解 しT'･Lので′嶺
と叔p)郎 桑や舟下生の新帝kよって′鉱の嵐 l･gF言悪衣h載挿される.(攻囲 )
末下式4の･し〃一くよって.3'a･･は萩綿 lてよってをir･矛勿g&Jよ入来式告舟のニ(-畠Ll-加
糖 300日と確っTj=.割 くは･あても一･タ一才旦 われ,阜 する人手は地 象と常帯 ,抑 こと
BJ.坤 と7itJ, 絶って窄冷凍本は本草YなつF'.そ経 常敗 鵬 鳩 式のf.乱舶 去
とkJaようJて7iつた.
その7.^ r=舶 されf:人達j£花泉 の瀬 さ叔 Kと ,?た .二 C)人丘はiK 止 くの三櫛 .銘舞
-133-
- コ '-j牛乳 札とへ就 航 LT"/,よ1,I∴)底 ･-い 二･やt;､･秘称エ動 くF'1-' っ (.Tilt






~q --｢ LL~~~~-~Lー}ア i ,.I･L70 I,307 ,'L,ク0 ･′
塙 甘鉾遭K比例
塊在二の塩町乙わ いているのは播ん上地jt･の/t鼻
ど.′大祐式11泉 /o 耳 か -,30を向も勤 め てあ'l/
線材は町衆給の外･/f虜,/.ん ･.KHW 皇l/Po
野 と いう能率給そ日Jlの生議は入硬式晴代の半命
吠上も凍 k林 っ-<いて′ 都卦 のサうり-マ-/とさ
して涙U7か .rLの lて保 って 1る
入 魂和 ＼ら泉下式 への取晩は以t'-のす□く/塊軒の
オートメ:/ヲ-,化 'fあり′一つの家令 と払 した





-･許可の生えを官長h L F;-LC)～あさ､凹 凸の丸
























? ? ? ? ??? ?
? ? ? ?
'- 一入火中
･-一･･泉下も




















争且券売公杜はt笥tJ/3, 0 0 0円そ生産者から押上げてh東 ,ところ少欄 砿何歩､
Lb汲 1試 名耶取直すaKTi,/舶 ユ√ 0才河かLB3 00才符かけてお り,これは早舟
/Ji久 生 り 30 ot 徴租され屯として止,--甜 k卿 の射 てよって生産費が七号
LJ /0,0cc 打紅く叔 l)′殊餅 の卿 は古 い ･lLのk載J'て▲･香.(例えItLニ吋脊亀
* ト.Kは 裸 鑑のf<わK村3鯨町を借入れた 1.かTL呑.)究床K現在条件C)よh折々 t
か Jの各生え*枚 /0,ccoPT′恵J.叶では ′JT Cク0 打近くであさと一.われて･､香.
このようなコスト両は 次の3:うな級 の柳 K確J,て'1さ.ノ
喧)鵬 の裾卓について
- JS 5 -
読下句境釘へC)玖良KよりへT･ik と 甘 LJ,rh軒亀とLその丸考の醸阜 t.句 ,,′.,,;iJj
が萄されて千 ･Z･･4.ぞ して好如三1大iLてはね如 才tの魚卵 t故 毒見如 Tiって..香 .
この食利貴ti工常軒塩として′即 油 は加 給のであ往 来良工官財癌牌 ん旦輸入され
慣･Lよくてt身IJ 3_tc･C耶 ＼ら(,クE7CFTどあさ′徒-,て犬釘の息衝格との左飢大 き
く工常軌てはれ包有であ-a∫L紫ではik等冬として伏附すaのぞ.束す6g教敬称の･0､,L水
宮横町するこYk煮えJ_-JrL-<t､削 ぐ秋 では輸入嵐,rq,育稗 L:F'才が瀦複が苛く争くつ(.′




晒和三十三耳-.qよりケ且の収約価格-L当り/3_odD何 はj√ク耶 J下郎 れ.好知
三十六年並Kこの/}JiSo･qよJ /i,,LfクLH l-!-<すZJこと水圏和姦生息東萩y_Lてえま
フT(.二九は解和 ′秘 tlを見込ん～定まJ'T,JLa)七､ぁかOtl吐,i貴と収納 臥 上でLi直
して.､呑軒 では 粧 永芋k拍車をかけbkのY桐 .これは猪K卑薗/某L ユocl常飲
'El,く/lt鴫棋生産者KyJ'て昔L=tZころぞあさ,
鰐細二十七年k亀増免五力彩 †東 Y-して,式 卜式番田K代え沓L-うK削 ぐ伸 してさ穴の～
あさサt､希鑑のようK細 ]･bLl出a見吐かになった ▲¥C'七Y5)笑のよう塩楓生産蕗雛 出して
Lユ否.
イ)新規叔塩は輸入停榔 巴夜の蛎好で ソーダェ幕府施せ土産すa止C)のみ許可する.′
b)鑑在野可tlれ-Z日石1Lの及グ碑象kli合繊 順 倫Lてはもらか ,
･う基礎や希望する山の･雑観牢正常･他肝臓 印鑑･細 とL軌 .A.のは扱 ･T∂,
⇒ 昧蜘 借入金鯛 緬 弄再 膚入れて` ､a･Lの柾値副長弼何畑 え∂ように囲鳩 め
する.
こQ)ようlて舶 公社姥 銅 価 ･金策功純 化 ･コストの引下げに鹿軽となっていさ.
ともせ､く炊上三つの可壌はつ入卜南KあU,従って夏,ij軌1-コスト引下げKまT-1 片肘銘
K軌ナ奄ように新 しい数名-Aを祈たしてき,手f<されている.
鼓 輸入如 紬 ギので地点･拭 き ･･bt 国内軌 払 丁 ●･′恥 工紫 Kよって体こ絹 4,
村且kよって 有畑丸根 同株 かごY'Lある.碇珊 100才tが舟入マれていさ.
(17各町の端町一 拍 <各巻-1=つHて
東児碓 JqC)加 は殊牡よLJ軒弧に約4･一見久3iっT-I.大正田,五キ (/チ/∫.IJキ ).?
軸 線 田と如 才欄 紬 の現れ即 ＼山額 kd,くよって裸碍L7t,鞍飯場根 梢 .帝阜
梢 果されてく抑 つれ帝錦 町と朋 やi;現在では こ硝 如 :1Tっていa .毎矧 ま略
でスん ･･o･tJkaは 針 ,tよさ新 式軸 ,/･i--ia,は入魂句境qゼ斬･.畔 軸 吋
に泣んilJla.
孝の-I?′尾Kよa東頑 塩町は略和三十･二年十珂深夜でE3=賦脚 11朋 .これ紙 II
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･o(3'luよ 観 官の帰線も考如 毅 は荘ちな日 ,亀の鹿創よ字面のみなの圭孝,4/迫撃体か ･二
と..I)扱舟窮は三をL吠即す∂Y也水中の硫銀点次々茨敢石衣の痛点小者Jて付適 して頼寵が
息 く定る.そ してこれそる有諦K甲7lra有史は今の軒或 (I.絶って著せ板碑そ7hFを-bthi
箆 l古二の,t各かか こL/.詩 が希 LLiれ. 東lく卸か貫 (藍知tt)は鉄幹鮒 の齢 の享･-(.1
むという. Lや､し九かわ両級の施親丸 久や胤ノ/-&綿 3 00 /T押せ冬 して･lて.風如 生_
左*I古七当L/ //,o cクFT折線か ､々-,乙.'さ,(礼/)T,絹 定木半永久吋なの～長 '･la空尉 Lrよ･
ず､許有糾とTd'aざ苗7,ラ.
他者,入来哀痛ql･&/{尤Lと姫 1人☆ ∠ぺ針g･人 主席 や､ん してE.さ･二相 の/ぺiJこ3;
五 甘風野崎決ま/hL･f;/W )-r<.r進承金JL2.30才i,ろうて且.茨をち llといI リ､㌧/･さ
の州 如 ､らの&･Jと.･つて哀ぐ拝 呈'い-,さ二相爪の肘 掛 JA托 し5 ',飽和 て入 ′･ZL.･■■
ヮた.町の人件東/･い す/.才 クL?打窟虜かかJ?て LIdtZ】.-).替 L7大如 林 いん史 は鼠戎
/3雇b'こ3&2(瀬 d･≠00円つ と1-われ40､ゎ あatり有利どあさとは h乏ば t,.i,J､し
ま仔やってfi-Ifそうlfという声ざ為さ.
･各町村与の有水r31艦銘軒コJ通 いのぞ ,属領 紅灯音色東 h-･lく.4峡町して･-∂王:研 軒紬 考の
藩東野さや細 く′これは最新 ､,鵬 と却 }biAと舶 ¥ラそあ b.ここ相 即 ､人舶
載施工媛Q;恥 のそ. 舟呑痕常h-･Jくヘア･- ゼ逢 (,TLz L･尋.
息 / C,{ん g町尺簡モ'JE.車LてL一石1,､仁一人絹 は入C'蘇t-J
故).まくI.h牧神 E,や､く純子.
史ヲ.町上布岸の如 くと畑 すay息顕にしてや /針の左があ診. /軌と11えJf/'i'LL呈
.tJ/生Lく耐30土 と =うことkなる.そ jaた列.-つ山を貯え.た喝甘寿かi,ホJンプど
疎思 されて1-香.
択上犠打とiyしてjlE.LH:;が 戎Fgで政令iE.T=山嵐q放れの融液Aとして遺衷モ乾i'剥.W
すさ止のや,切抜 式と､･-'て賦碗なぜがくず石束的 L伺 Lて見終鼻水1/煮aLのなどかかっl
た.薮止ではイオ/ー窄硯材絹豪 vIいJ'て 廠鹿Ln軒て春水宮泉すだけそイオ'-,発現 Kより
硬水と埴水音や卑TかLのや --軒 くは々策戦埴土Z-〃てプロ,e-/･チタン札il土庄挿 し
て各水中に吹 き止み,鼻息魚と硬感を和風Lて埴i=灰鈍す石亀などが衛宛されて.､る･Lや'
L今晩これらl定常 rt盈ぺT<よう(-1 兼好軽 い/-ブ工東骨のみr:許可TYtて'l夢j)~～､塩田




｢親 ら .LJ＼斗百の 珂神 水 ｣ 叶上程､ん智
鵬 久締 盟 rk軸 尉一挺3_線 .
頂r両日ヰ毘手続 Jー
打本盛者久 こす3-兎嫁者
地域紙各軸確 外地 六着 I
山路計画 僻村31与./)`,ql0tiJ5-




埠Iて樋の副,i射てあ∂哲か こ-,i,て′当姥は朴珂軸 の丸鴫そぁ8 0＼,'み -(iJJ う .
桝 の棚 ･.i- I-･J叩 i･&,瀞 候如 晩/泉那 訪 日て,創敢せられた陀 仏､か LJ'i/･占
いわれ丘や､ら.車せ1拭 く･.√10冬頃)にあさら し(･.
卵 の泉は L'bti.･ち･)摘 ,て′それが常鑑の砥逢瀬船 の河上によ〃て.喝汝r,紘 如 促
し′つt･1-Ji:外6-3,aJ:うri裁 町奴舟の直材とか ノ,-一成p)呼称K各 フT-3 舟'f風教すbよ
う に在っr<.江P畔代j7T野坂艮′I,tW P鳩 (/ケせ解 )Kは.東都 IL,tやt)凌常者か牡て-､為.
有郁･!萄瑞 の或虹が路んブあった蕗.各姥に尉官萄6㌔財興 して.中でi卿僻 埠 御前東絶
島 .即 鴫 攻略∠は,rk手塚硲JR的 せた.まvt唇項の甘強味みP如 くK入 るY爽K放漫と施
H.-L㌢rLも噺火-)YL,lq東綿 各がタく太さYノ 対束1くIL喪渡すaものが放てき-i(.その
主産地カミ好打凍玖端 封 あld.カ＼くして見取の痕 (/g'せ叱れ)I-Ji:,泉絶島.羅好.粁町
為凍 /Lも良が宥滋 巾`.a,i叱 としてとの色木とこえIK ''r-,J'T<.輿KAア束抑 kすると官




巻町の未九如 k,Iく怖未明三年 (/ケ√3壬 )に貴地方では最材Ki)J常H t.至の線 こ
の蹄正絹 常如 く多く払穴 一昔盛山域の鹿ふと何棟畑 yt白兵宵に魂針 外.それ小溝らか
し'めす象町より)11LいL阜Eに逸るようK萩LJ,食掛を･たる艮席の･tので′二のふう布衣○戦
って齢 を稚 リ. まとめて面人に売られた,ま茨一方ではおれカ＼ら企常帝K行J,れた.池q
斬 首kよるY '如 ･天保+31(/cr4LO互)即 は,生産者より藩の乾約 枚ぺの商人に
よって薯札で貫東LiTt,そn面へ且 Q＼ら穴吹の卓+息与一郎という大商人へ一手KEl発け.i
れた.才の襖 は一丸耶て鞍朽30甘 Erと35abu . 脊財秩 r:とってli嘩少なJ,のぞ木J,欠.
粥給の勧わKはこぼ年立村そ船 を代 -/,その中r=は邑久 ′上丘 ･三赫 ･J＼淡 ･Jl＼串などが
一･日.8-
卦放れ.まとめてkt舟県へ移牧してlLTt.
二の吋丘ぞの伽 幕の仝監Tt/象也ヵ､ら遜ay.珂ねの中晩 払底 /3軒′鉾こ/07F.
比才4t折1iどか /. また好奇十二号の機 を見るY_各町珠 /.3cc石′施すは300石を京
1晩へ蛤遺して '･4二tZはどす､Lh 呼為ヰぺけすっY42.3主鎖よぎ直島ぞあ1T<ようで.A
香,冊軒替地 俵の凍田宮かaと 0 号牝才払耗保水承環であるこY (触 K虜 して■･a)




洗/池畔象天有 御 国直軸 代銀水方_lよ V
Ci)
傭蘭細 の他O-甘藷と舶 は は宣旨そあさーとぞ.産 れて飯釦 か 7Tvf､乏血如 仕口
と餌故事とb:った.どL7)GvL＼直島 は一攻の嫁好七合って7坪 をう汁′欺賂史扱げTJ;.
二れJく歓べて.衛和琴か よ卵 1机Y小 1-)･＼(.羊汀の一丸やLJぞ′有6JWpl有･卑鹿の卑
化と服 するL/こ,7,がJ47,7常.これは-一足の姓塊長夜 とLLl､うべき 'LP)で3,ろうカ＼ あ(-i




(●′?1/互 )横束九 K･lくK大境横札掛 あ攻H trJ;.をIL城野には′例えTi泉軌をあ
推 す4年 港で福f)紘K称やさしニ&.おや更つけ否を衷iあっT-I
敵携.F,u の乾すのかかや仕込〟 rtよ∂線呈象に瀬そて /.L単寮長hよか ･オ)p∂アミノ
破断由p甥 えわTT.二九水取代人C)碕僻七合 〃f:iL抄虹のそ 今日tは昇一-,-の右象t-'よっ
て大便士fliTれ ( いる.二の地方妹木だ一帝K粍吐抄 ;てよって符 -,･しの玖巧','てか J.有
線品として欣われてい 診.
取立は三伯 寂たで1-,I. 砺称は一旦の基準f見わん九てむ t/_ 編針 棚… してl;乱 虐 /)
柵常時功 とし-<の緯むく蒙れ′申尺の八女兼の組 は,オート八一シヲン化され,半p'色好
kよりて 地方p珂･0日空くぐ･7て艶々乱出 してきて･t'JO)i,諸東比の紺 Qi狭く砿り
地方の東名I､はを LlHLのと払ってLJ奇.
鼓 /. 桝 統一人替 りを何れ升とするで5'/C右肩細 身そあ奇L'lかし誕釈ぞは.tH:若
の現をl･てよ-)てその蘇冬は〆√oJ)一石雇硬に珠J'/(lJさ.砿お外51人は甘地の中 ,･之
骨 ま払いのそ斡出i,少･､か1 食止C)打水毎如 泉けさ少し塘 Lてい尋･
-l i や -
嵐月井斗
｢京都舶 穴疎 ｣ 町村婿大和肴 大正√手刷
I大隊市大 ｣ 患 吋 ぐ347ペー ジ⊃
詑町最大を l画~国産腰地代銅 才｣ 尺礁十家互か
戊 が
町柳 軌よtJ'の賂吹リ
-ー 以､上 一一- -
打落場末k･吃 ,1杵上棟 .未1L甘滋k.)くP)止麻瑞.LU棚 か1両聴者の緒俵1･-t可堺*+i,
威蘇 Lノ御礼歯L上げます.
-141)-I
拓 f節 度 東 人 口 の :r-T才
二のm 古く少､h鼓東.x汎米の鹿魂 の下r=.璃k漁村婚象形の蕗 小町とLて有産Lた.令
町は讃JrQt鞍微の漁埠0滴 少-y丸耗 ｢､よt)裁凍石〆裁 い`し 萩晩の一膝とたど -I, 牧羊fli
る海舟北の奉練さの蒋/人口堵Aロkとb載う鹿刺峨泉がけられること他姓 の且 IJItある.
凄p)馬魚繁の多蔚 IE亀者や痕細 浦 b汗載われ的見 原禅野樹 埠女 川 まれ末形糾 稚L
つつあさ､畝はここで前二者はさてみき札束市丸ytか.itとし′務映 緋 許すか Lので万
～.廃紙卜､i t､とまれkqT気rt二の第二の齢 こ入 l･,んTL,のとし7,好奇洗米 (紘 )a ,比
称呼 工有の二木血祭k.或 t鴫 血 で都市上野-'つ釦 ､･-,亨rtよって. また止箱玖村とLて
の接新奇はたい,-,汲象紘他左米とのタイ ア､ノ升 こよって榊 k卑帯環象よL)砿尋かr;
よ ･一軒豚を借 マ .､∂ .私 はこれわ-基のILo)と Lて即舶 ベロの環状とL末との紬 r;ホて
各界 してみよ,)とすさlL一のそあa,
(-)冷 血 の 象 末 へ ロ の 収 勅
旭如1∫キク)ベロは ∫′ ′3 名
て: 昭和30キ Iて林aと√ク〟 名











































言､〃'J/I:pt･-,Lj温い･範ニLr'育三JEc)魂Li/ht は i随 一か□吋Ji細線 L/林って l,亭淡 乙洛 南壊 PTtよ
さか;_とrt弼希に覆われ鞍a'終 /∫-/打 の:-Lノ細 lこあ(,tリノ 丁泉や単高校のこ辛下卯
が岳 lノ 町内玖∠PA.Lb:相加市 には痕 キ rL射 すil息佃 カが旦 しいたわ 取 締 姥頼市へY番 玖 しだ
亀-1あ点. 次 にへL3jqL･y･Yは布佐太郎 れlてあa及 帯^qjD束卸シ& お萩/,儀､一席岬盤Yなb
て･あろ う.友 H Iてよ9 と この軒の菰賢ベロd¥故 を失策から神苑仝線束の軸 と不してJ､
呑QC: 肩有線就蘇郵･17,4･おオbJP射て潜在L,二水産若の製逢L常に牧草すきIV･竹着せ＼ i-JA
め /.?'Aを白めるのせここの 町 の藤 色 ～ala. L や､しこの町も丸常傭成上ど親祭のEfめる91含

































I,:上 Li4〆1Z /4女! PP
豆,i榊








4十竹E I-'ci頼 /Jil11- Il l___血…_｣ __ i ._…_川.ー…___L
Q､り町鵡申Y泉郷 r)二･牝乙k大別 ぐれ 再考 は (泉軒)額成立耳KL.蘇有1･朴-,･j(産米 (梶
常)lく.演者は二月豆乳 (エ紫)へり･添付オ伏軋 吊 -'て表見レ′7れ てい -a.食味 の.ナIaj宮
古 vH ･-1･:･%約 1摘 -)よ昭札 ヲJを Y-如 yA=妹 の √-aq(9ド哀 し/ こr1.も稀 -･ 軒三次fL貰
身の底板な婿lQHトM J少し県 相鉄淳二C)H.-l-,あ い -IlKLノ. 哀泉C,中かL'象淋或 いは政_iして
I-く倹 約 (み･.ノれ4.嵐常者尽路上に多く次勅 の太いのは′深井 W )泉焦 帝患 I,tよlノ碑布く
比東賄 え?)L-<L-bT<め～ぁa.動速脈 はその P oo/i,R向確痛如 く･Ly), 比東館及
傭 乾せC)高 く貰えLK二八怒常とJJJ7て･･るかわさあ さ.,尺K建.'iA未着の者 Ll増 村 があd
がTl中L称名への萄*･研孜よす且人夫と町免官 の蕃 山伊南1番わこ増和 したたの そめ 7･'､Lも毘
i:麓東有の域佃を息晩する4)ぞ味な 1･と .､う ことIl見過 せ 銭 Il.
･くせ)鼻音度象b＼ら束*凍象へ
この町の辰訂五･%妖艶 は耕地面萩の冬触太鼓泉が多く (平吋 -戸 笥 リの冬を面鏡 は3,7枚)
-lW.-
{尺庚才p)最TZR〆犬K金丸の7割iJ占pH'JOi長久 戦g_38㌢中). 色味鯨蕊療修才 をみ て･.
仝老来絶茶人｡/333島中東経の東泉史兼寿と 言われ∂407〆fJ畑 の ク1/JaLJぎあ tJ
雷 ☆比ru :?の糾合 そある.ここ宮前鑑の町西紬と果申 L7)裁許o)% '､生起へよう.史で膚











五･7占 i曹 射IJ:bLf:衷若PP哉 (.･6砂上称-JBjgt)
洛 養家叔 i/チ- ■




















かk合#-,汲栄収益73号Iiは生計細 姓Y載 り ここ (･凍常形象iTt行,+'わyL韓ネ組 も斤
七われ&.
i 魚卵 は荻 よ~}的 ク)･,鳥化 環甘利首 の卑 ＼鑑 L'の好 配か Y ･`Jれ,二八Lてよ 一てJa'舞竹 にi
考罷穴帯状息 p)規約 ねヾされている.即 ち私蔵Y満々野 栄. チ.こ-J泉 路の本人でぁ &.
LV､L席末J)i=母材Jすとその-射 てすぎか 一軒折節軒の木一環は皮線 の副若竹i軒1-.cra始･
与'汁碑考へY 永常 iE.Lわb_せヮして町史弁軸吋にみぞも昇一/Xji集敗者身のSLかはT3-1‡
7P.Jのグdjも (殊 LJの3割 Ql.也,i東l･;). 雰与は4-割j920クih 'PflJJ%Jけ 化立野 )′
放 りのうちtT ･-1欠,iR-へ161番+o)叩 J★与は/事Iと いう次息ぞある.埠奇薮常軌 利寸鉄JRの
舟ノ>LKか ･先人L-=まが･81て砂や甚 ■JP柏 里か幼者性潜冬のク H 切 市吋. -A永常への丘か
者 とit.リ称 とは-局麻甜化Lて一一く鹿がKあれ そ うして二C3町の叔家の倉科桝かOrd'蛸
化争L東館春永末娘 苑各社 .また竹中工藤名のす蔵人入Jて出鼻二とがi7か∂ (観取)･水準
舟幕痕射てとても全 く免全足場でItか .から壬吋の半･久也畝がb:く農家に煉 り 乾栄すさ為
■ 奉軒hj.汲常とl､われながらL 酪農すさことは希されは 日.町久 (具 象)の柵 を利 軒 しての
FJt.伏線は石1釘の且 L)そ200も軒孜ぞ牢吋一人省 り 持味一言阿東瀬 の収入官尊 てi､副て
すぎS, Jh幽 Iくすぎ､載 I.i
Lかし彼VLも町kJま止とより葺南野主剤軒LZの倉東 野LJ,逸 く東京線虹LJ=出展Jて出てい′
B ことbtこの表でわO､舌ど方ろう.
このようk贋棚 から東栄へと砂 L)つつおき米塩rt於てこの町の各蜘 峡をオ (各
伸盤か)t･滞 りてみよう.
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C=) 紬 かを琳 JC折輿エ*
&膏血策軸 足恥 をみ るK.紘
朕村大きい正常~h二浪多く存在.すO.
即 ちirさは他郷 蜂 L箭 (味 ),I
何番塙東 .ii姉 ぞ咲け如 _移遍.
乳母令 .その他勃1＼工常 の存在であ
者. しかし止射 g細 君 が工埠の谷
碓 化~土,.ill.これ ｢こよる失物 行







(町牧場 蔵希伏 )oヾ波野の妃鵜と行き泉下式とり入れT-J-川 で この一例 rt昭之S-享でTu ?せ帝が寒K薮承全銀が桝Q肴して施米K枚方LzL一穴のbぐ51牛後Kは/中世冊と滅じ 町人口の凍/pめ-野と止なってIt呑.二の環に正常のせ液化は失策者i増 村JLLの 汲舟へ希在大官着せ帰化せLCiたのであaL萩軒くよる粥夜着はzI野東熊車泉軒の地 IてよさY如何をむさ
は3Poも(卑2√0ノTk-4EO)であり 稗最者のタく咲舞妓範考であったから轍 は各
易で瓜なかった.WT尊卑としてt東到骨牌 の坤 練 の夏草さと考え′二二'て紙料 岬 工
兼の工場添定で.県有Kよ∂尺ヰ車兼の砂晦工事を晩竜也Lp)′た.まf'内容鹿策醐 l紬 町
月次工収 牧の硯材惨工事オミ希nてL､k.箸の馬連秋果竹串工称か 囁 爽って強等,と償ヰ工
とL欠.ま7%す度として漸犬吸収してい1た.
薮)吋寄港策の企兼の各港化kよさ締 着370名の奄嘩如 Jlr:h a∠比熱 峰 宵山工場
K′タo伽 く軌薄荷代り'E紫の各組 に′殊tLJj･00為が竹中工藤奄勾海亀某枚終車甘
打の土方Y太り 鳩車百度yLて 一癖吋取立財寸け値潮時銘焦しF,I(丑醐 ).
~lLA--
LQ､L公債diK泉下或唖四線 坤 竣 成 LPTtのは崎j/羊ぞ●ぁ J'穴から この跡つ･諾･?
者性扱Soク名と舐え召ぎあろう.峡等Jも前且の凍備えの/.tKil野の三井逢わ･tの他 ･ノ
緒在米へと婚 していウft,
打者鹿斧 kKど砿昭和 30引く体3{ 0-JICOもの削 オ肴と経机 て･･たがケ 馴よ3♂0
も絹 ぞある.町村的 者の嶋 オ畑 如 J%祁 諸 は木崎であaボ 如印 者llo名ヰ
町… の /ユダ毛(葛門 .す lt)か温野LE▲.如 ､L,.慮般 蛸 はこ桝 比仰げ るが
打舶 皆軌と言え∂.歯根 そ鼻緒 主な .lLのはぜ無かわして.克全社帯者とL絹 惟乱
打すbこYは鬼才如 ､3う一
･T中土舶 ぞは 鴨 KKY泉草紙 味rt立ち′三川 息如 いてかJ:久夫･捕 萄唖1Eb､りの
久末盾l､よ,'て 証券者と崎か してIl穴が,チ郎 Iiむ しろ_吋iBIDか希有かヰ (.i 耳と
Lzめく軌 %J,叉としての･3T.乏最紡象相 好P)/I-30官を経 て 顔の/JT拝め棚 と
7dlb.
汲象Kあけみ長藤財Kは結滞lてタく町 や､らの晩 帆 綱 ,､こ,-, J:亀とeJぞふ4､J3う､薮jfこ
阜灯貧食 J76 -390町′帝アそI QOFT節税の田虫k'帯て一一吾.一こくこiAか二･,(＼一斗 ･町
立`且LItて卓町/,.＼み4ク0人Kのtfsv+町汁気Ja屯べてIIl,～.
しす､l暗融3上納 音場軒と宵款の赦替S止 り 1T中のチtJL予をLiエざIlす.テ 汀 .ウ占
名 鳩 /L･/,,. 7-3∫ )C)人丸CP星夜が行 なわれ 王野鼠鞍を内 は戸主も (o/IBJJ,:･
ーのす 入,t榔 縁者郎 5-為ItTJit紋全くeJ互～祈4とI.77れ岳.
()) it.臓 亡羊上策の収暴力
他 山1壕は舶 半塊の衝鉾椅上に反し(国教草押収碑Iq I/淋 )一 九1硲 利L砲:･Iioと
L. ぺ-,÷わ 桝 成 合剛 ビ 浪紙のid:,'<相補的息l･T<･&蔽 え比亡あろ･L･触
,A i " 牛と長束栄敢如 qT歩セA,ち.舟券と,(45へLr叫地 .汎由国花か /B町家をgr
召 して'ta.二二Z､ri/ぜラケオンyL頼凧ノ替鼠水徴正利-βHC浄泉拭滋とIL'iJaI
ま 付 紙凧 欄 叙15-年冊打水紫(仇)より髄良し取比光 苛如 ･'救 '紬 ご帆 施 JL-･'(
rl.由南舛施 ～は町人 K工場 畑 晩すが･X:歓町長甥と-lJち,u '璃布 ･i:監新 館て帝如 ぺ
J九b∴ L･は柵 L拳 の31-舶 ず 一枚紙 か土の輯阜ご3,,'う_｣
玖上汰地織 且季1荒の搬 fあさカi 珂叫L壕は郡山 アキ｣舶 LI‡■場数性Y酪 ･'･<･且
iu.^ご′Lか山里訂怠静物榊 られ ると,}つ～脚 れ･-t･碑 如 ,･く1､榊 頼炉打 柵 宮･
紫蘇に戎且され.その禄 脚 ほ 々勧ロし乱臣紘;#･本金JBJ･十万打亡者入 L FiJ-吋･烹
〆中共順 た宙お転大 してLl寄.風 た笹の玖八とエ7R,I)令郵 叫 胤音鎚官 ヱif､労りT軸
鹿かと増す.
このこ叫 蛸 郎 即 はそ附 加 ､とさrtよう.即か描煎 1テ耶 It画布常客〆け■加 太;17
30年K昧中央輸出kよってク駄町と堵わ し.3/lT､広中卿 かナ単軌ち∫焦町シOU-て
/l低甲 と如 ロの績 向女系 してIlる.之'l屯骨解か 舶 Jはみち十Laや＼ Lや､L殊が i城 東の
-1ん5-
･t互に 舶 伸 べね えわれ.県東納 葡抱のストックがさか恵日馬J鳴音rT応じて土足｡れ足
痛蒔財ih れに比例 Lて墳敢する､羊宙の骨QT音の各様K町Tb統計は略すaQtl旦東二の
吐W li'/す一智弘の7,1であさ.J- 琴･J lノ療将 Kよる中大姉火 か行 なわれ.31叫
ど作れ羊の/ ′.qSリア斤よそ絶入史丸瓦連流 生息がなされた.LQ＼L泰 斗 //河へ),3
刑場 柵 画ゼあり, F ～?何riy抜餌そ.i掛 フルK動 くhlま在朝蒔そた合敏和 鵬
すさ二Yは町銘 そ れ姓町にb;zLL半羊は帝展 丁れて彦掛 -.席在すb.絹k]314-の産伸ク

















Jく令姉 してみbと 衷75･の甘 く載 り L･b＼l,JC僻化学柵 息ヾまれt:iL､飯村そ布セうさも､
してrI苛8､がわ小ろう.まr,t後逸の通.御者の硬さ濃 く希究すbこととすさ′
(3) 他の孫/卜全米
巴節食ではる&-K5;rT∂旅申及仏前場屋直若JL行って･lか がlt riとして蘇るとし …御
杖Jc鳥.運単K2o命 いる.幡和 16･'7キのす尽P)款をのJ'iLg工事Kより粧 し如 く
丸田では大i申せみいことと.運送コストのk･/kから故 馬輸送は八百私で止皐の地方Kか
けさ上大野有K軌 -られてJJ尋Kすぎず. 県 売恥 L雀 めて永 く兎を昧律布 Lてl･さ一
表門伏.米兵C)噂森Kよさ尊くボ嵐二解せ/ーサろ (町炊賂)姓卑
企†^ji略}{1g }7 lgE17 J〃3/31
吋杜仲 K鰹蟻エ嶋3タ.批∫JJ∠8.3蒜右蒜訂｢~33lユ√∫~樟 テ-星ヱZ/3'{3Jl}9∠2g光井化挙 - ｣ }lo/LO蛾 ∠√7止甘職砂･卓0 ∠占127lP蘭柵常Klく 332≠クlS
如 触 KK lP 18. 31
1146-
･7k肋 に打ては蕗屯 jJ-.占羊2:ピークyLて J8償ガi叔帯 し 軸 の腎え化KYih:
Jj棚 YjF軸蝶 の亀 コストが布 く 今 日てJ和好三かp)-Yも ･'てl･さ .利 く薪4:化学
T 澱称エjGt卿 馴 ､Tl､せく叱触 rlkL,称 好 日もス′絹 紬 t好 し 巷 目貫工幹竹I<より
水禽 の生,ibCなJれ 山町の可か両名')麻阜K応 o･てい尋′
又 この他に耽 rt承吋チエ策のAt'材Kあa方城､打桝 rt大工rK希最 して･IJ'r,げ rKo打て
これ甘7-尺材にd+て岬くLP)tJ,首冬武志東食も-1.枇 町の唯一の地下誇れは木.I.し妬iのFL
火 どある･八･sltLi椅上と欠場 すさ軒畑 反の粛町となさのがct(T射通 iそあ U.これ塩
町軒K足出す宙.二の市緒土甘味と朝市して早即 ＼Li沈材が汗怒われ 称 .てエ1軒巳されろ
KZilゥた.衆材 は聯 q/3キ鵜舟東凍水式触 て轍 大化尊の農地r{就良さrLr-.,丁凍E
章車軸 釣苑の恥 で鉄 1常が讃希と叫 とれ順 滞 納 玩 櫛亀の軌か 叫 ^L.全可骨
化の鰭上の直也k工鴇が康辞されf:.
i K耐火煉竜Y耐y(毛IL,タJレが生産 されたがさJ,)て大町宙大輔克 (蘇)に骨錐がれ穴水 政
争の市由トよtJ碑乾 して.､･1ft,Lで＼L析二求七枚か碕よるとlt仲 里工常 によか-1吋魂 (
凍 )が崩滞射懲 Yヰと軒ビくして輝 /J7キF.qB(五ざn,平帝王帯物塞束と駒 f:.1塊 は
画萩の管那 tて吸入.大正生魚がなさiL.郷 約 1 cc名とは如 ､lて避 す租 で スo羊
の称好きぞ舵 けちれfC.戦後はこのエ痛鎖 ′軒裾と到町してP)碕軒烹蘇 く塊J.互扱く宕
(淡)∫Jq軒薯の三食ぬ ぐ生れさわめて 触 hきはう邑 "や液相絹 渡LT<が }.lJ羊
栂;<いぞ凍れ.施術 榊 3+細 末兵ク0人七味って･l穴かミ ニれ4,線代の軸 心む ＼す
→叔の鮭灸生名の妄えKとIいよって Ig阜K味冷泉の五g東ビ･?p:.ニC1鼓仕組 )姥大
化中Kエ砿歳秩Ql初 V ケ 白ぞ錦 上線 紋汲常X和 や､たわわ 入釈耐水煉炭の触 とし
. て 打え /Cot(長政新のこかの一)の左如 ミ7灯 れてhる.
ところが枇 =h萌凍 帥 帰 してこれ 一て加工とDqえ 宙鬼化すそ新米足許の萌芽をみ･T<.そ
れ仏 向 餅 .と ｢り鯛 貰⊥ 2tの二脈 がぞあtJいまだ象吋チエ粁碓 椅Kあ叫
糸瓜がま.三価 土 (三味触 れ 了ヾし海上.鶴 .碇承 古土.クサoEI〆希土)泣糾 せ雇有
料細 の玖連が如 れて･､尋 .村中東町 と山草村姥r爽t人で 二九K歌吋幹竹女hUえて線
許 してl)手一次fLi町心中pTす′1L刷の-印せ抑え 野卑東女或k捧八丁れ 瞥披.娩常阿仁




や､aとと4,K.丸竹とが行なわれaのは曽釈なこ とで祈ろう.二07-つは.鵬 諸 の集舟
鼎 k帝錦 に御 岳寵鑑の確 Y 地 Cい つ怯紀も紅紫勿煉払如 -1方そられさ一
丸肋 打丸絹 の中そ鈴与帝練鉄兼ai佐官毎の 給与叶帝軌土クoo亀r.のtjb. 二C収
にiT中工称名 ¥の他の日脚 希有013 ccもは l.9.色町工兼切替切身の呪牧Jt託亀n凪
-14rT-
i.:∴叩 駿耶 有 (細 分〃触 れ て -ふ穴Tl抑 dLは･';. II,･ ･'k内 は ･如 く車)フ紬 ,:･R･
軒 しく胎… t と 姦 /I,0 jR児町の粗砂伏見














































lL そ の他｣__I- lI===‥+iii
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れ1て比べ全 く古紙 棚 のなl-まま穴且坪内の 番塩
tJ:より土野市 との 越 bJっ )は 人 太ることがわ か 専 一
ネI･t外簾的柵 肴 のす lH 三 升tH a.北大JIL単 工 ま
一 帖g-
T伝 記 莞 慕 比 を ;40.gLFX
泉 常 軒各 亘 oc∂ 13∫:1.}/,0替紫館林 一3.0 c
孝 の J伽 珊 4 L7∠フ 3_a
巧-i他一軒4)三大も拙 く斬てgr付鬼火yJ足掛オC)秋息せけ るbli,T一 下打の嬢 礼且甘着払釘か
生れ合′ 二 d)比酌 むとKLて和 ,ごとか盲も予.吋 ち一喝か 言って打点帝の呼七 島』
林地.渡河KiA私有 h{多 い l･=Yが言えGか,即 ､定木への足掛肴 は地味RLて私 的 羨対L
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芸 T srで <l'崇 :^誓 言 認 諾 ㌘ D:慧 驚 きE E:I,A:,:喜
長有佐ギ7&柵 i:/A.各Jiすa乙叶
逢瀬Z阜吋;27石■pT之と り. =JLIて久Lミ野付で位.キ久/0 - /√ FPTぎ37さ. 二二少､ら
1 qr吋に町内伽 者の針 ,ことが言え さ
1 以 上のことと絡合すaと √-)本丸C?東★各grJ-さも有吋食Fか･b和犬兼東イとが行ふわれ舟
KiR金済め肴の増村 とけ て-､呑. (=)二の阜 粥に舟すさ町村の雇旬オ托ク＼ガ リ大きく一版長
C)柵 と利射 して. よ茨息 工- 冬 東すaよ見好 約 ､-鼓 して帝か妨 粁 州 され 基布吋
h敗Q､とな,て 1､さ. (三 )け L柵 塩r 搬)では正茶の含電化Jてよ V, また締 私半の中
止等の余碑によtJ静め盾 と しわ出 して-1さ, 叫 )0､や､舌状嵐K輯 てJも稚 久光八化学の藤久
Y, zi野市との.%ムゥ七生和 也TJこと小生冬瓜綿 と佃bであろう.
-r嶋-
Ji..々 舟 叫-
(/) 曹 虫 舟嵐 1'裁け潜在火東埼 ー (有牝有 )
(}) 杵 如 弘八年 ｢延方打の嵐末席遭 ｣
(唖ぺ兼官粗 1-*市と村奇 の岨 ｣ ･軒吹 )
(3) 醜 態鳳 ｣ 32･?灯 一 ･731/.q一号
(4) 絶柳 .St針骨 拒和30年
画常聴 帝を C4tLj 昭和 3/午
(5) その他榔 碑恥 (qT7発疹抑み .J)
斤牧r=許産に仰敏郎 LTJ'F:町歩骨炭こ^Li-.何県者.妬 て何百気Lくぼ経常塩遭息をいけたこと
にオL 布 く政財 しま+.
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第四葺 交通及び流通































船 牧 右 叔
* ∫ J^40月 - 1〝 右
托 1j< / 7308




り順 軒輔に足せこれfこ｢岬.輯サ叩虚｣の37伺uO､拍 弄いr寸=･t加 .'T甥とlよ｢愚i州 咋 輪
伐スJL息軌条イヤ十.う他C)ノ公 許1､紘し軍船硬･粉などlQ)っlく主 く舟等)1こあてるたQ)私大b､ら･r俄
竹を水 禽 f.1蝋裸L,水耳.故といっr=.こ0)水と牧を今止､られる親を由子浦(小i浦)とu･J
,-.雅 一.てPur蒲は拝･1-LJの･Flせ馴即 恨 長する稚利を与えられている.｣とある｡pD争議
は蕊,S咋礁 (7)/'J.I.日-海上を通常珂備 に4,謀せられてLlろようであるb＼らこれを加えて考え
-.とと･tLIL,;tの線掛 1乳主O和噸q)/>でなく,海上従来0)舶 貴人 (主7-して海崎抑 )
へP,Q)ゆふ ,あ1.川 郎 初 子:;･Eを悩まtた介煎横取しま として朝鮮玖帯 )の洩抑 こき･,ても
欲刑こj'.r-1lL･,tW,tLLTそめJt花 と考えること/てこすさ.ニ0)A)馴 生私を4,-J山手粥和上
IL-'七'体J_七■･LへよJであ;･たかをみていこ うの




邦 も -fr庖 加.手濁,稚. 耶 名 仲 島 m手薄枚
術建都 A.野 柵 ,?vs-′し㌔ モス砺 稀 落 せ 6."F'
●i-江 #) ノL'.0 和戦都 ･# 田廿b 3,♂
柵 邸 か 根 株⊃ L:/.() ∫ 杵 上 村! 3β,_ ♂
上丘茄 ヰ 井 手忙) 50.i ′ 日 生 触 ノ6.≠
■ '* 7JT打 ノク.ヱ. + 刺タ洗骨 1./
′ 金 岡 ヰ え上.7 県有林 ノ＼ :A 2.S.LG/
ク 爺大手片 /C.C ∫ 北 浦 枇 2,7.g舌八布け同村 5'.0 ′ 河 津価 ノ〆.o
I 循 毛 吋 3./ 一 官 浦 棟) ∫.i-
I 長久邦打 メ.3 ∫ 小 串 すわ ノ9..2
一 A .R d ノ〃 ..l3 ∫ 柵 上 手b i.I*年 や 5一群.3 チ 日比 杜) {.C
∫ J･見 落 林) {.7 I 別 棟) え0,8




















で31絶 1それキ'll二確定をJtb人∫タのar]祁 乾を勧 めていr:.艶･.て竹上杵は軸 の加手浦
の巾て.この多食に重石か手続k勤め･長音lJの愈希の横 網吹払や4;蕎*せ行い.淋勿堀農を
-15ユー






q 名 舟 ,bLJ h3%#*







'.'･･u llり 乳tあitl一柵 東でL蒼敬し`(tlrL.加手',旬伸
上 (よとの よ 1/I.IL虫で淡怒されていたか官方来してみよ








兼即 ち最103をみると和泉′邑久 ,tiL毎三部 の外l･I神野
都 ¢2･ケ材 ′ 揮高弟のノヶ凍,ヒ丸森のナ･/油O.あちら
l=それらかTYら寵 こjlてLlないようにみえ竜が-,貫 棟.J･.
は二TLら'77･Xは和気.邑久 池亀周 の ノアヶ靖.t*伺し
て年上JAt掛買静めた仏のと希え て£スえない.一首功楓
よl)江戸鼓へ上古≠ti下車叶41y蒲とPf恥 毒C)為朝 ぐヶ
叫だけて･亨嫁3年まで li屯のてきた.下')の市と叱称する と上の句の67滴0)現収 山川 に
せいことか 細 l=うな?LltTる0)でLある.このす い句風q)ために看LLでいた下凍牙はこq)貞
夫を安男Lてi･ら-Jへ く考力をした.7g東研fI二r亦上下キ称軌条J､何喝二膚弗,石上3i叫
1;I)二有打叔大帝輪 和動 I術 上り二者狗 瓦ナIV斗よ')初句候由,干利 払両 こと生,逢せ
イ土候攻,止平鹿上棟｣と甑きれてし1ることく一.iJ),下l)のいすjtも物色軌海生鼓すのは両
tl･ぐらいたか 下l)a)陳は ぺ恥 の吋か甥 向でせ めていて初冬と煮た'bl●′そTILに乾して上J)の
鴨Li五ヶ瀬だlTbr勧めていて角風がせ く堪 えbれないのて･宜･Lも柵裁可をTさるようJ=と下
沫拝から強者局へ構音小出たれた.その鴇ホ蕎側げ｢其相即 Z′双 DJ-仰食戦えkノ托凍せ
打払に仕 .相好帝石補剛 二可仕 官祇何々鉄也Jと下車打q)申出LIi絶命F'あろ己となので,
下沖弁才と牛'&方との両者を範 いて和戦Lr=特長′今凍即 13-補本体が･一つとなって上下井
に,そ0溝 ミq)所有扮瀬0古市によ9そのQD手水を教 収 きれるように去 り.石高米久に拝小
さな廿は叶書かむうかt,くなる◎て･モ札を砕き-3帆以上0)色のを石高に入れろことを米久








埠 各 比ふ滞 くに 法 T=東のbrl.て＼1もだ+HO)汰.吋.*i与iるか･L{klで_-けモ'u丈†軸J)毛だl｢か~
可玄懇々0)て､ノ恥4)放鼓された打も-(.臭碑也拍 lSならJi･かった.くr束叶桐慈覚･椛･朝鮮人
果邪土師五万喝人ra船木等和 人耶主婦LL,那 加手打上東和郡勧工場仰町棟 o_LとあるようtI




lげ ,叶国人句不急の凍取の綴尽か大磯 Gb穆各は .伽 子璃て､ない付も .oul+鴻態共同光背で
簡投 じて11たわ'LTである.
貴 106 触手浦賀碑塵 く㊧印 は助 辞素 人 を示 す )
f7 日 卿 村 名 日 瀬 ぺ戦 E*臥甘 凍 砕 米
ー /.えク,､.L/_L7 佃ー副耳郎畠正門 i.ク 2./わ 9 ,/iQ /ダ屯t斗≠iTo
2, /.え5-/.50 東食耳鼻折 50 ヱ′3 ∫ ∫ユヱ 5- / P O
3 ヲ.メ --∫ノ¢ 細り一席中耳 4年 //♂～. 73∫ ♂ / ♂ β
4 3.7～5- /,I.i 長崎畢符林土佐専 ヱ3 dS 8.tl ふよ タ グ J C
6 5.i .-∫./-/- 一身凋む f守 ヱ?. クク タ dJO ケ 5-3 5
6 ∫./年.､-占~,/.丁 満よせ淘モ且円,中1Jt奇左正門 ¢3 i/C つ 久ノ6 LJL / t O
宅 ∫.メ - ∫ノ′ 毛利内港,J】屯棚昨年｣棚 収や 32 ク.{ / 7{ 5-タ S-
9 LS,ヱ>' S.28 立花発祥や ブタ 38'o ヱ BPC ∠ 5-_乙 0
一〇 F,.i 土井耐lV守 之′ Jd ノ 4声 3 3 0
日 ?.ヱ?.-チ.30 略解 熊石31円ノ山本与借主正円 /I? /St 之 2cc ユ タ /ヱ ∫
J2_ 宍ユダ- タ.30 長崎本行堆本館中や 23･ .JJ 3 /n / ヱ 4L2 ∫
73 /♂-/～ /0.2. 血判大判娼ヱ町 tl]本草館長正門 ∫.∫ /似 2 /?? え O SI2 ∫
川. ノC,/ ～ノ0.′ク 凍仲春行状秩町中守 23 Lit / 仰,A { タ L l S
伽手浦の紫蘭叔
綿 β竿 r海上禰bg手跡稚 J
如才浦の釆伸穀は児島帝如 本につLlて0川,0)と考えi,415元耗/5年 ｢海上刺 時 町争牡｣
に私与れてい呑IrC'､1て･他ヒ菅称か.ないので･本館 な点か`タてあるが.その常傭漉 句最大はノとt
のくらIlであったD､をみてtにう｡船 の珊 穀の凄い呼 は/八の軒先文取材陣軌の乱行に卵





j'こ-1,それにつれて印加 L八 いる, 然 し止､1,%ネ′乃杜 氏 cb稽 見向h瀬か∵骨丸 してくるとケよこ
兼107 肘上せの冷凍狩1削大堀L戸口d)*九
船 長 Lp憩 q 伊 方 j' 叔 人 口
音便 ムキ (/アユ′) 39号 舌 〝ヽAT札 " ltP) /Saγ,
叫和耳叩く}7JP-/771) 9/ ユーSZ札 湘 まず ユro /∫/∫
文化′0年 t′t/J') /C.3 5°'? ヱえ71
叫l古/ヱ竿 く/Cワy) /gS ラ.pji..掛 ≠/j' ノタメ.∫
年げa)材0日 の軒恥∫地帯年号確わT,
で甘慣 E.ltYt＼L食暗o)潮偉b払満 ち0)骨港北は-軌 こして戊各a直命を辿,こいつr=｡軸 ち
:'J-TJ七叫よ1日iT洋の文物 JL施 こ と 口碑1流れこ/vt･｢>仁.叩 方初年に仏:･1'茶気hP鴨ellJ(色土
TL,何=耳I二はいわゆる喝常軌が'打払 一 席 強打を東 リこれらの新 い1奔埋れ瀬0)集まに
よ()費常落命が放 り生産層軒を雪 見.大電 史 /% 約 倍に L′成長しつつ祈った官本重点生息
連に濃度きtiF_.こうLrL社JBの梢9.I.J.I)せ句中は一軒 してしよ,T=.この軒沖K'7)丸都
).L のIqltてi･乱01如 く吹きすさ0.,帆船呼Atlの苛准他とt`-(珠 1 .iklでEL本q)宵 pqの輔 よっ
た他とLて舟L)にも有為 な~柑 港と何棟の延命 正辿El糾J:ならなく伝った.切り紛r.L潮や













ilog 喝L,御W竿の剛 比 入裾兄
/坪何¢pp叩 /年賦 の/CoQ石
札 丘 の出入 机 下 の 九 人
や 上梓 - モCク0
裁709 叩希 紳 年の市舶ぬ入水.i
＼ & # 入 :響汽船 帆や 和食 令計 沈船 帆令 軸4> 各軒
7*上付 - - Sユタ SH - - ∫ユタ 51タ
上尾 を巾心 とする海 上菜且 は兎左と0)ようTiLP:せ r二両る巾､むみてりこう.及 10i甘みちと鬼
舟常軌町の仰 ,旭 触細は//隻で ,こJ川の相 和0)主賓bJ岬は掘れて珊 した笛泉.次の
大つに令敢Ljる.
石労音搬 ･･ -･珂uJ雅での瀬TM
jC'rL/拓と報収･ ･･一甥 児h､り拝与 ＼
~165~
C 7LJ7')～7一阻恥 -I L村 山 i' )㌔ .K. ＼
α,′･r7久港救 一 方3日,tのバラス 瞳 衷
e.tf-井本砲の為朝.月の･製品 の番塩
f 温物納 ___ _牡 E10)金串から号野為ヽ
この外苑 からbLbと楓をq)乗取frO)吠tR:ぐは日己甘木卜よる魂立JLT=監修は耳簸てリ その発
b)加f末弼Q恥をせつ'(入谷鹿Q)下祈斡岬 を行って 11,.J.79､･)(繁搾したT勺澄雄 首の
新患はあ く見 らILT大背本ヽ併呑され′)つあるとLlえよ:i).












番 号 Kt'.鉢 ■ト ン 丘水口 町局
2_3/ 一札 押紙九 /タ.61 3.3_./C l持 上
34タ ■ 心音PL /?,P2 /′./ 面田キ
JSP ∫ 五g.>丸_ S.?? ヱ0. /2 脊 V-
dJo∫ I 一軒九 /6,3/ /0. 3 育 附井
Lo7 ～ 帝 目礼 ノg.S-/ /0.∫ 面 材軒
6ク5' 一益サーJL /∫.♂∫ /p, / 帝附帯
/4タ 一●相好丸 ク.〆7 ヱタ.ノク 各 町
608 ∫ 新狩れ ノ8.05 9./C押 上
L}40 ∫ 何事丸 /チ.62 〆.8 甘吋
∠2_チ 一 有 れ /6.iLタ 8_3 岬 上
-1Si-
第 2･簡 陸 上 繁 且
甘 兄町0)慢上交且臥lエ ･地理柑本件に11)とQ)ように仏和 JtていT=か.れ て噂jt:の微
lJ削 と共にそlLをと 0)ように貰解して未たハ モJSネし げ 七て現息の貴兄rTk行味やヒu.
L野市と剛 有とf=叫軌 ているby･駆霊的にtよ.両市O-中ILt地から伺後席の剛 的 Lてり
るQL'､J的市とa)魂 仇つSIl ′し､ずれにかT-よってい如 ､軒載朋 勅書や賓quu O)先相 好
ゲら方帝 して行き.壱面せる太兜町の叩風を女札の面から確求してみよう.
Lr)乱立LT=地租や従車
剛 ･trIL,煎猿 ノ34'o/′′常魚/5I'313/.化 .恥 〆1/く光年弛033ノのL島千番上が 磯一
にその他 且を古Q,て1)ろ｡ち町q)jb印には 瀬高抑 Jhtの金甲叫を筆再に.zoo,tから300
mI/&る牡糾 椎bvせ1･I),鴨 は瀧戸一拍 ･相 ,.･二伽 nていも ･行 吹上よL)みT=驚tTTk
玉野有抑 洞 山市の中野し卑乾してLHbhL. 甲山-■lrlt二は児阜ul札と児島袴とl=よ･) 7E._那
に払出叶半島]=繋出する山地I:よ')勺､な.)の.%啓的臣柾を有してUも.
(串) 切 l)用tlて きr=凍上を札束.
現在の★兄町q)奔正弘 は 一蕃庫矧 二冷 'て文,てIIる凍江嶋上 - Jトキ牡.特上一 字瞥
紙 の二木 と･柵上 ･々ら飽 議へ出て恥でLn山へ積 る晦上 一 郎 J執 り0)三本てある.二Tti,.A
唯正は.現在がrlH正価JJt′虹鴨は個う瓜 く'J,ていて.人や和すQ)伶ql二大t)li秋 i,
ている･転L 〃､つては恥 椅淀･帝大号腐乱とLII'1正郎 叔=禾鷺傭叫 のであっし.月
山射止とL､巾/tていT=屯のIL一僻上 一 上IJ峨 一 也諮.そこb､ら給で舛山ヽ-a,てい.,-_も
め(･･単軸 dLi3-タスの中之なムのて.漁rP識 説 とLlわ小 も鷺町rあ,たのt･…
ふ く且爪LJh､った .ス 面木千席屯～いIiJt･くいf=もq川 .希土 一 書田一 ･トF,そこb､ら
轟大骨へ侭 でaるもq)t･洞 山扮 iとIllfFIL･楓恥 も0でも 'rちうと息傭きれる.銘しこ
の軒並は ′岡山細江とす ヾると利息Jこ鬼代が'Jyなく千枚TL･ち,たので･よく相羽LITLていT_-ニ
l とと息bれさ.
甘 Q)ように乱歩や 千鳥にJる脊止の坤Jiにも=て杜.在 0)慎斗 というもQ)ILも1タ{JIと
ならす それよりも界雷の瓶=ことか･ヰ許されていた.ところが露見糠絹の私可bL苛.叶尺杖
-一乗L枚少や車為Jニよる突止托せき沸 してIJった.かくLてぎ地t=屯吐Jt軌二L尊 さ巾TtF)
勧 +qt1.人-て くるよ)7=なると社格た好すう軒坪iげ わ/).好T.よ')も何軒の井やかなこと
brせ辛と在りr=･こ0)希い1吋付の:t･1ほ 兼務 t,TL打衿上村長井上反Ai.このttに拝外 t.
河山廿との収奪を頼 めるために町M O)疎林を牡芳し竣タの見好や田tIこもq)IrT大正5年
から大正7年にかけて押上･♯ 且●下水三 ,甘 ¢曳各丘下兼とLて竹上叶e)+令 S農 .他 吋
のSかSを ◎孜仏雷手札 によI).坤の吋下り､,吐嶋の不渡 を好u.現す鼻られるようTz左翼











年の催'lPL･､.it息洩L菅 A L■てしい,I.∴ 下の乱
卜!二 ' '(r)4､-/Jiフに昭和Lil年の叫山町qJ.a
くL.:,)斜 二枚ヾ刷 巳町 Lllシム-人 に′台と鵜TrEt
上A･lJ5号人ノモケ示してLl,A.招 舶 jDJfLJ,し1(









春 日l L敢兜町の日取車.荷車G)棚 と称'q昔風硬とQ)比較
羊代 Å 人 口 白海や救 金人口Ljけさl岬 斡 触 荷 車 救 賢 拡 ‡-
莱見■丁 ∫.ユ ∫ ぺSIP/3 13).3cc 45^ r-/合 3cc Jへ一二′甘30 ∫.7 / /53-0 4人I= a /&ク I_}Jtr_/令





棚=地J･いト胤牧J.LLtの郷地が取促してい5ので,i,1の亀笹 ヒ席 且が･･C冬 とLtj1r:から･(.あ
る･又収4.秒q)不和吋G:rlf-和 瀬ヾを叶われてさていTJq)チ,ニV)A)fi卸 1号JA尺官界して








,ぺ/こす兜町'.?都1.･iVJrLI_ ､1.1i&町 ′1,e･1,日 ･日･特がりみ 5と一身町 は向 山1甘.長町 qlT)
い.4lJu-どJ)ユ )L依存Lている0､TA忠明しい､::.瓦113ク､bJ')0､ら1)に押し一 月
*lt3 和己町の牧 洗礼名A.A柵 叫親はRり_- ヤ吟味より:との粁鼓は絶u'J''.叫山
色 q
押上 - ,7t申 9,349仰
紳 エ ー 宇野 8,0'/3
特 上 - 粥川 i.317
特･30.1LJ書概甘
即 14 旬三乗地 別 -A 鴨布 扶
吸 u他 ,満.it†o)放鳥 で･.'k7RLAit･町有 ･叩山前の
雨 かL.地 がわは茄んとLFT程度の肘Jb､■ある.を11年
々Lr役目5カ､-1'L)Q､■台ように′'615有の称甘dL勲他は
町 内5:恭一とL.王野市.阿山市の碑 とな ていも.
三好か＼の且払方 Yとみるとノ甘6名て麻円他 も叫耳へ
の屯朔句か体のJズ7%で同 山市へ0)-iR綿布Il〟人




適せ池 'Afq柵 43繋 留 JhiL脚 `4′t'-t ノ ト
五 野 市 ノdL5 47.IT ∫.3
叫Ll有 LfC 1■r }3
転入奇骨 // JnS 9.4(
包 有Q詩 8 3.3 p.3






.tI)タ く仏舟 LtLlう こ.Y†い'^lJ ･.-
よ-,て甲=･'〃lEも ち. 二･7)軋むIi収
a.町の句だ本 件 と央 直れ 叫 .'j)も土壌
碑 と告凍 えてふ 37111'旦 締 てきち･犬





恥J)さすIL,ほど長峰で･ノ唯一の東丸々IdU.こう郎 軒ハ入uj･bJIJfl鈍 に瀬 へると--せ少reLく.
小帯汲佃g)甲三両行とあわせても?kf領I=す き■す ■t.i･野
l すす町への/1経年と換べる叩 山布への血判 l人こ,Jt･T:川
か らも同書を水柾にあるといスも.エ野市は町田方面
I への1 線 掛軸 #J,LTも･缶Oh rJ苓打てあるbt･･-i
l 甘丘や軒衷針,=より血ぺエ 和ー市l;A kL.由k轟亡･




壬好一好学 叶 ノ乞 1 年
岡 山す甲.i 3 メ
:打 払 †浦 V. ∫
1 仰 )野面せる奈頂上0)清岡凍
こJllt･序幕 してさたことカ＼ら 棄児fTの匂宙 し･ていち奇唖iの喝農牧次の三つでみろ･
O.喝山S･＼の凍Llつきの311t
-1591
b. たけ町 へ の鴇 臥つ のヽ!丸化
cI IJ-叫 t':おりも白市泉坪のTUR_釈
G の剛 畑 への患Ll)さの馴 Lを拝犬すろす港は.兜卑符節卯･畔1枚絡私の直税とQl.誠 一
言叩･剛_7 エ リーTiL 卜の昧乱か常 人のもので範').モ1日.強 くt.吟はこの汎(=碇に弼丘L
い･るJiL-^ 巧 河 谷L仔)ニとこ句ろ),LJ'の研鴇rl血小:ltLT:=7'qrlfrへ5)結〝'-)>かせ一首1-
卸 1r<.hせる山地に.i .'J人且Uy降下と寺1てし1るとし人')舟 1ているO二0)喝昇の何次k壬P,～
･F山がL,,ZJ臥或'Jt咋 --粁上牧の取僻､鼠oHJ線 化か･'計血 Sれてし1ちので･下雌畔次ぐJ17Jや
:nilFtl)爪る.俵Jtrt.TXっt':rq)喝矧 A..柵上一 杯喝喝にあもD､な J)衣い峠q)冬瓜LてU
もこといら鬼 も脆r.-本 町叫の穴蔵かスムー.人に.11･)r目 しIEd.し1こt.(tある.ケ歓二dtら
の問丸と1かL恥y'J /J4､か･果凪BT.,頼り dl/二秒邦 t.ある､













刊 のうちの /州と脚 から育柵それてい'/JQ)Oy件や､lこみられるのみである.




うlLrh て池戸内御 坂bV息 尽きIt,洗且の瀬野Jl液大してくる.
什 好でIL窒永'/年 (ノero) D吐息か7't=よると.
竜久瀬 /oO 軒′うち虎私fQ軒
-760-




好凪町/1存庄すう唯削 ま一札に基年鑑の壌田Olh-rT.TL4r=ことく.泉 は多くとも&J盲那 午
r.日)であった.モしてJt何他は与り仰 q)領 掛珂 毛布Jl､豆鳥であソ斡乳鼠臥(･RLl.
事故.Lil(′'7/'7)の汝桝失格正 Ll'～LA古･と.恥&･前払もt=下塩である(I)て.小串･山岡け
りは飽田rhと-LよI二両祁ふて･河山,れ入牢叫nlA()-#すか.番う いは免か一･r.lJb払丸穐 ′毛
吸l二節叫へ即 ｢て下I)舟に如uナ~･~ .とも-a .二ou .)に品質bt一恵(.も .ー少 ないr=y)株
Ll抄句 tf田 LがV.r=なかゥl/水が il･TbL池 亀和の凪か･.､k囁 I=生国へのめ良か クモr_朽t)




JikJg- 河鹿(亀即 しW JL竺竿 と 和彦 に 17,大i'- 仰官十 小色





･i∴ - I-i､;::L---S Ii :三至三 二 ■モ与
†
(I) 根 町には牡何度かあ り .土産有 か ･'鹿をk的一船主上本丁る旬かの梓蛤.,<は,戦F71IL!
久治港･伊軒.紀伊･YにL-る爆中門の船返書有ヒよって:エj'′大域′軒のlH常のヰ=Ckの柏
屋J･軌叩 る･くま凄kのrL大fもd)Ab Jl'b純 一～･防 h剛比(-一削 ′叫座7)千I-i,
て仲甘人r･_働け駄たこklたのである.束ji内払 地かbq)女弘也 進也,桁 Lと4､･促抗i絹
に.よる'k輿他放免てあ-･T=Qr′二J=二束L`
a) 海上のみrJ.らナ,即 Lf･'h市報叔刊tqlこふ, .て琳温さIt各項I軸 か'吐塙酔､のrLi:I)挽屯 i
生七着から吋Y人に よ 1て8-a)りれ城下の喝足T=rpH (ち.
二側や貫入 とLllq)確 釘!･おりI.叩息Z.･仏.杜絶lJはっとIj直別でさT.-t-せIt.節-の 材 令
もあらっし.他所から甘いに行く仲有人 い 1たことこ即良工八も.日払L･虫.T町則 .'･-･､ ｣
の正方生息宵畠 の式貫は礼泳 - 亨棚 よ{･帯止と11ていたLSl) 地下q)11基い:康一の･･ . I
せ_紘.町才の神賢人を正L;tる凋女帝に凍る､し､1■し一卜.葛もLlは町才帝人 (=TT叫 一い L･
から豪打へ送らJtるもの.札七人に):,て井刷;入いるも◎筆,せミ0)呼夜終 止､希7- ･,
娠モ人 - 日わゆるざる_!､')とよる出か )a,戎TFT同uJと在才を結 7^商品tjf.7の政一,人1
-161-
い甘い iH )I,I･t･,a:; ･ir･･､. ･ ′･八 ･}牧で 削 1g)ヽ lr.1.･1.i
を ･= (t､/Jl:∩ )･ LQ'lLろふ')I:Ll/J 礼 附 .打左'J,bこ JE八J･年/l色を 枚 触 めT･-中 に
札lかよJlて ら') 'jこてL･V:r･PQこ･)てkLくJ}lI.,イテ･b＼th暗色hL･柑)-'Il.て 1.IL,.,.
八五号,qがらすく'岡菟')と Llっ て 吐 息桝 ほ t.･･k･bIlることrbあっ rl 軸 か･IS･池亀且,I･
軒｣ 己.読,/ -耶 TJい つLIも.二二0)岨 附く･'i長さAtJ二瓶がIち.帝 十).-i;し がー 'T･.plnJは.
Ll;I.i ).
屯■･e町の 也 -･ 乙 ンして野埠私心 ･J)私 とい)ここJlb;るhtI ノ卜 ,../)A)｣似た終溝 √-.
T･･)＼:･-L､'･-こt T⊥･iと 'l)0'蜂谷 い J a)埠如 法TTl手代rdL7.･k,,f_T,1もi 寸 I,.)
TtLhU ･lt.犬'r,flfT･もー!1八R'′仲爪の虹か五紙以降I大破 ＼荘IiHて=t二i I-(.･f川 牡 に
八 ･′了で･ンィ 'JFJか :･工ノ7掛迫の'q物やI=塔のpTIはTかみられる.料 -犬絹 u<件町1･う､の掛
良 .'p L :Ll:･'u ' 大胤 7号･伊*･農為 の旧晩叫度r~叶軒 良3)稚入uを虹均した印･hhy.払リ.




(いO､常肥'Td)頒j二の仰 二滴小色11と臥わJ15.1k'=.(･1川 才t:つ -`i,,日 ).軌 i泉
I-と･ては仲 夢k/｣けた机 O)干渉が加えbi7. ,藩の満 潮をつり王一 也L直上如 ､鋭さ1r
丘 てらItてtllJ.のた解われる.
哨打那 tLで.■il･叫B.州 鹿(･i･る株仲間か米収1JL 1-･､･て郎 二の了･<耗 /.-とI_/.r･,
T:-Iq丘は鳥主且的 もとて沿範⑳4ってモTJ満帆･欄 ヾて他吋も,'t.喝何Q,もの0､を南へ
屯純のf:いものF'r佃飢 0)とL /峨′こつも2如 厚o)∬土塊 をと,たのて 面も.
荷札とい)a)は上免()ごとき生要地切るiO)地利宅い 三下胡 -(･
あって′紛両U.とこの壌策てL碓LJfrい ､う軽qL好 ,てい7:-の-(
あa･t 〃､し･すへて の塩 htL軒下Iこ入るわけで･細 く,一郎 吉
井･凪 gl挙のi河1'[官有僻 目-よっ･ほ ,てお,).ニ 1ーL)…
'bfl･岡山,丸大キ在とl=舶 F'JぺJVいて傭包み 紙ポ0)叫息卜
屯-4'･ていr=･故大音Lt-屯牡伺産かあったかL,市瀬柵 か 児島
へJtって荘帝するたのl=萄最I､･,威 iT･三砲 ノ児卑乱納 k LてVl伺
刺 ､いないためせ探J:甲乙即･あって外耳人.漢人利 一血蕗すると11
う埋射て･渦度礁0)孜i卑称 t出て軒 さ)1ていも.こ4)ようI二価 好






叫 倉以衣にrj'てL･伺JiJ)羊td.簸て収もf= どこAtていだよ'-)(･あも.研 ミ1^みt二.Lる19)
十 ･.五･iさT=二風味即し0)丸印雇じ盗 ってbLく? 地平Plの〟 01､ノ～ 500ト･,･萌の恥恰- ′
尽帆 もあ 17. ヱ手札もあ1T=- か'来てTXいとL).各地0)碑産に屯,ていたしい)こ>_で あ
る.モC)船主に Ja知 日の奇かLタ4､ぅ/二手咽苛_?/I+鳩めFHt.の叫且 L木本,高見一森本..ケ折
衷確度の 5'南 て あ TJ･ 充 た ri鼻tql･名 高度水砕bl･卯 ､っT=が･;RT,に消車,寄席と神長LtLl
･)たとい )こ くで あ る. 叩 ;首2少年 叫Pt経度Gu.7_珊且と共に .富岡よL)兄貴にfE叫L態,
瑠山へ.の斡如 苅櫓 で iL.F73ヶ年En ､b名舌及 .有官有面t.:1中計とrA,た)そして埠I-I;
3.ル山苛みr･'･'-も (.称 嘆 で 11ていた.船7hL/は.射賓か･.鎗 甲で3=PL)fL入イ7(臼でTL やし
{一瞥Q)塩[_Ibとt､)こ と8､･いt一川 JtFJ'J之のrLめ対計地力､b71-,JiA稚0)オpr札坐 され 船
.lTrが′*矧_少(,く17ていったとい3-_とrh)･も.
明 与Jl′斗卑芭軌康 と/iJ乍野のJBjFl心耳 人JJhJTJbEHこ至ってHも.
註 lIJ 油 叩弁才f
CZj 坪 上
し3〕 甲ヰ IS.相 加 すさのは,ヌ政 1rら大尉_hlLTでて･ある.
(4) こけ的 負,.r-兼も宵山ふl:おけるi山?.九･み耶 ｣ これl･_よるとくり,(之)Qlニt.匂帆走駄･7.hrT
'(のり 月争珠｢田租事実｣L;q戸叶さ4)沿桝 )←母的舟達IL.一卜とLてJl)の軸 -sあtfl1日.･小JL.
. 161 向 上
1
tr) <r付良 折略称 キ




Lとてあるが ,わが'出て _の后帝か峨 杵∠し7枚弔≧lrT_慮kHrL,巧トト17年･i/I/クfJqL.ど
てある.そして阿防の旋削 .者竹かV,右横敬Iの輯祈 t<と()).JIT_dn ･瀬戸FL'F,I-I/i'.I_ち･*
I J815.0)入サr:枚… といわJtていも.キ糾 〝利 ニu竹攻松,8枚n ･∴ 1Lを牧FIL..･(政和キ
ト,tl布碓風脚L石親塘ちと(.-･JfL.
ト 野埠埴田でh好工の当初 - Jt政年同 一.～i,i:.掛 伐 りJtL ∠l.-,二∠Tあも_野ヰ ･R
が･甘壌紫で･碑苅付な曳功を屯け■/i,のtA石衣だ壬と翁の改良I=東‡机 たがらて あるとせ い †わ
れていも.氏は苓Ilt耳から九州5iiq)足貧神埼を行,て追求更さのTflf;iことを知,ていL'i･
ので.扱え引去杷打市布 舟 よJ)承 ')キせrJy'.千ll/H=7(,くつ くので嵐,ていr=?_ころ.柵 i
r 汀 岬 l=B衣のあることを先見,_11を甫Uだと｢申す馴又価｣l=は妃モTLている.=q)
伸上廿q石泉は沖債膚 に嘉す滝泉1･あ -) 埠,申桐に吐廿が書くてtJJ:かった0)で大いに刑 u
られてtlf:P.I.歓にTlって草書淡か入 ,てくろよ3'になろ.この亨部材止,腑 で一枚8まt･r々
1163-
ウて さて一そこて1白梅1号のてYlていrLといJ)八 1J.ベ･iL牡鹿では収 17) A J 旦 色 と trtせq)JF;
ぺかlg阜7才∴ !,'､･LLWl工&/そのt痩/~右炎′'･lL を-J.尊とLr-U.このJG 凍 焚 きのものIl'
モい ()[き .lu,r 手
鼻壇貫と叶 はrt苛●･1-g'争いG)に炭t′松Rをポ杵とする顎色焚Il.雷}/1♪･少なく良書な4)t･




具現味の必杵である松常 1- かせ†'人にミいf.のでlに のBt旭 の山Q､ら伐 ったということ
であ,た｡ しかし千*札I二よる′/･Tの⊥ ノI-i)わLlろ′2J.JE永9年叱枚か柵qr-入府 Ll= 狩
児持込/＼ゲ山であ-Jf_やか 大和3甘 †･/Jp.I,7-･'.L･,て碓杯か､布ノブ1て′充枚胡rT.Jl恥がた
い1ヾ1好･,て与ていた.しか し蒔tJ.凍 +`:汁,l･っ -し大判q)崎(/I/Po阜叶 )J二は/＼γ山j二nl,てL
i,r=のて･ /0年町立入唐止 とtl-)∴モu-Tわ･117ことい.JO(之例削 こJ:k'日rL,質,7(収 J､7
山て､あ-,た と (り のは親 I)で･′玖叶と1,(根絶-(壬7.はどの大きな水が'生えていTJか･f･__)
私 事は二の地方でII14(,～td年少1:(I:のT/1け 拭/席b･ら長与3尺 ′まY川 ノ犬 S-すめものノln)
把4-紋硬さ･一食 r-くのとは,/o虹即 卜を冬 7,,-つの後金足でノ耳0)実働臼乳首 /i-0･.-2L,0
日として松貫之才･Cが'㌢要である.lJtry南棟1:丘Tと20fT歩いるこy)こなるか'･号吋Ol
牧水も3久に一つの動 として池島郁'Tj鑑田転稚 fO 町歩に創考ててみるとZ,甘00町歩q)心棒





開展に書め,そo)上で価灯南畝 池原施すに尭L)制 くのbY文遣7･.あった .-年には約3,7cc
糊 の高萩帝Al'軒を秤ん くLT: リ 生水〆年(/･70グ)岡山には 夕々軒Q)祈桶屋があ･Jた といJ a
こa)明度も株仲間を弧織 して軒を城下に最の.佃沖･､碑 石的1こ軸 は 高瀬舟の正恵 ') 一竣 )
リは絶好に幸せr4'がゥた｡ しわ､し時化か1,Jるにしたかし1秒 占時仁恵官していた同点球 ぎい矢
解に削lてくる.みち馬為舟か､舟t/柄uJに持っていか､す-1こ.lR椅浦l嶋tへ夷')に行 くとい
うE.と柵 ･)たのであるLその手も大 きなせけば天保 /3年 (/押1)のことてあクた.それ式
城 下にもよLJ帝が無さ I-,ぬr=の.盲汗 )71の神丸:恰幹竹や研 ､ヽてみると軟泥')をt,ていもこと r･













ないかと私(-)れもが ,大帝令はrruYl./S好のUl伺剛 ･ら稚ふ土!されたも0)と与えられJL 亀
田内の析qJ棒側で･Iiないht.､.城野で･は東成 1如後節/jlC舵の柑て人臥す面l=亀E･世々と奏に.
仰 その他 Q)下伽 ､ら斬 仲野をす ,て･/.たと.り ことbYあるゆでで)租印 の樵机 掛七よ




L3)梯へも奇弁 ′ 他 IITを 下 ,●T.ととFTJ†勺'=ypC鞭4･ら1屯rf爪Tur=という




1IL1,.しかして伽 rj)ことケなTLてて艶 さ11ていもわけ7'はT./.,牧 Tの岡見をみ-A:'1`､こ
l
と那l,推刺 していくより他I.は い.城下の周長につい (は市政攻至る凡uT,｢!'tlこl/∴ .~苧｣
に紅さltてあー').こrLri^7いくことltよってや兜町の騒子もpJ均 してくoO)`(.LtX､ト♪こ
尽 つ ｡
よT年代を且っ こあて いくと.菟文8年 く/′g計)l二代T氏同者卜沖 ILJl_漁師.局/.L'-_.t'L
とれ叶もの軒伺Bilrさめ′､玖珂農 lい 巾か1'J締定性i･肯フようr.としリ 山前 〃･ガi･'J. TiL
l てその数年l=fl城下甘明彦/i人は符号壌l二%･俄trさ見な (L･iF.^<官入札 佃e)Fほっ1ミニ.1･=.
七億しコという脊帝を出 していもq)である.価打兎ては.水師か崎務ま7･拝,てし▲くけ-ILでて■:
としてか).城下C､らの氷耳止一切凍上さ.れてLITL屯で 泉はすqitて■9.許1ら(^う(ー.こ{)
/∫人の珂風 こ峯灯れ. 二の喝展の事を良lt俄内へ舌那 al仁のてあっ々｡.-_巾1.7T･.に札蔓〟'布
告 をき8)r=J),年内への舵軒な 一手に収のていTIO)托,軌は~がリてrT.く嶺..端 の幣束qJもJbL
lこも見られることで.ある,入軽 13;3年(ノ67J)lT:l児島耶六町- ′ト卓′席 くPr!甘)′此ふ




/673)に看ると.この息何度は′S､珂慶食Wrを仰 )た tlとい)朴 1宮出す3でIL-一粒為 し-T
-(ら,3-
いくrv)て奉FJOTul).*紙丸 くtr:)合 い に なるこ11う･)か･雅 由L(偶 I1.1､Ir､t7日,J造 ､仇rJ熊も
激 化十号1ニyー,'わ･'-のIZ.はなれ たD､と序わlZる.とし､.)ウIt,城下よりの 敢7tip,i･モ屯とい
う ≠ /)(字JIaL/rlL 確度 i･Lても凍よろめ他を恨竹中粍1る胤Ljをl-_法王 '.Llて1/J.
P;.LtlJ年 L./7〝 ) li の'A師 〃◆血舟河LJd)私刑鹿へ糠-て(､く二,1:は補で′也耳にく1U
什Iq人に患'ていf-とあ も｡この伸す人は市政堆皐I･,.よると.食味あr=')川崎町一叫本町を
軒/ごL=･ケ3人い ､たい 1うこ;こて･ある.二の83人は漁机 こ出て1､くの と .叫Ifで･なるのと
Iq'p-ri･タJ.･てし･ろQ)l-TIなIlかと軒･h)L各か.と/こかく椀1●q)珂尾が滞 ,ていても耳目よ大柿
しな くなり,水野(二aLITIIl,r=ことか､わ0､る｡
二の作常人正rr･li斤bVl肝 さklrlことを官什lづろ欠杵どしては一元舘 と 年 7*幹打の ｢他社=亨
噸 馴ki(2):Jt+i)義. .JLl:みる と ノニのす /ヶすて､他馴 出-/1日る0)JA′L,/畔,∴dh i)グi
畔 J,Lぺ-_叫 止い ､,･J-し･げ Jl･L息のよ･& )7:/.鼻噺圭は内山叫下の同塵′＼神泉す るよ･ノ骨子TJ
r上.サド七色')if-LTL_とを如希ってし1-i.そのため城下q)風ht.l本日dJT4-のJCL･客人'/那 _
は領内∈･とJ=三爪Li.蛾 卜叩屋に荷本 によ,何度IJ,出貿-e升卜 と11)暴o)Sr虜とrllい さ
っ F一そして噸叫 ＼丸曳.持ち郎 こYを蜜レL.(いちが′息帥by一喝度し待っていくrllうの.･i
F7Ll.挿管八/Jt虫宵lよって馬めて一枚下の食間養l=締 って行 くことになった0くあJh｡萌
･hL.町Lい ＼て(I,.[､才I.残痕L-Jとって浄書生産髄･の東亜0､.行わrtたと各 rJllも.覗,tl.AfこF.//.
から0)鞍上て.l..叩石は 句(=漁S柾谷ができ.-Sまで仏平温 と い) 魚岡見かあ,1_.こJI4､
日 }-':/J'･＼;,叔岬宅('丼td.叫下 Lオナ5付 打〟々鮒 やここ(,のか木偶でTDるか _hJIir推Ji.
'.7 3)l卜b F//i.ノてい さ,.Tr6..㌢､ら[恥 JあるLlは大戦 ＼.:･竜側L)､Jt/め-(I-あっL.甲u苧h､





｢この溺茶.-A各の性格とし､うのL.夜長の漁有価 何取合とは冬 (ぢが-,て抗 l),1羽石 J梢 の
I.RiR･tiLArて改正H lた､LのてもL),亀在の才.価,M うに抜取.株軋 借用守の也鵜官有
Jf妓 t£て14'.めbflていrJかっ/二.仇ってtltz･1恥 愚書杜の五体にすさ.なす､っr=. '丸ま
池谷′､笹下扱 ノ専有ArT伐 二村稚･F'j-･l骨シ或希う臭 7 "と娘末吉寸tてあ･').-すてIよ凍bO
末梢とLてせ.剛 二花騒 寸~る観鶴であるとAl漁村のあらIbるメカ･=スム0)恥 Uの椎であっI:I.
萩 っ乙が車の'AR山人そLD牡を材をす′ヾて即 句題 L:･泉接して和彦の刈滞iつ､せか･せると共に扶
削 9.丸谷fryLこもそJtの泉属下l=あ●〇､1てIJた一｣









凪麦の他廿の凍且をみてもr=のTl.め,;い･次に 血･tlt舟･A件の枚臥◎急 くrLってこ/=束帥 ｣乃
和書蒐鑑をみていこう.
第4葡 現 在 の 紬 賃 鹿 丸
い)此耗*漁村 とtての鞍下拭tf_
恥兜町L,PもLrTる主な生を軌は 強鯨･鷹 長物FH･u･r塩と太.`f)=Tu ･くか 115二 ,:blLで き
ると .Sわ代る.
(り 丸々砂の棟讃拭懲
鴫和234年私有敬各の敬Ib(求.且官有は郎 Jly,-Lて太 白の･&頚 廿を.1兼松 く岬 ,Li･i･′群
たい<きであるかIJ鑑金の喝点 し組み蛸 t,盟 .く 叔 兜IT17は各日の溌ヰ市dr71均 し -†)A
が弧各L-よって水モ冬がている0)711才 .(,.
'Eh楓 各で狩っている扶憩や法Ii.観･,f針 qJ Lつて正接払各ヒ水上LTせりメ(T=二細 ねE与
糾八時羊に行 われ5風 食の息甘射 二出し･恩領やてLに独各のJkXr-･J ･て符 僻ノIr対 し7鍬
かrオiわJlる. 柿項人は各胤 二妹L･-1る.～ い'たか去.(･あも.
こ0)風音軸 や●緑 雨人 をのみfr81こLJl'知事如 .取売してし-る叫上 .虹か 赦克く-;I.甘
at'札頼I{ 行挿入の供花･て･さる奮 75脈 う･けまわることはでき 吾 い.花嵐甑か 佃 もし
い るfl'ふ 生者弟のぺ羽後G (･他IDⅥ･削 摺 Rlこi･,て直 毛 さ ^ て いも,匂l･3((_騨 克_Iiし
ている鶴類はアジl′ヒラメ一筆の生息 0､･号つ大嶺ネをb･功て い ち .
鞘上溝*放心Q･丸竹埠 で乾凱 1してLlろ行帝人代ヱ醜 いヤ･hg&)で.･W 舟ん>.か上比
の人で蒋U)ち11て右J)･=･く少女 bt･血WのllHQ)大 もて･ある.ゆえ1=そり敗走範郎 iu .
畝谷の堆息をrPTUにせい吐tHE･I;百の細 網即ち兼兜町舶 玉野市取掛 剛 岬 印の世良
内にチ抑車(食姓に多hlJ官海草.勤か卜 輪番軒二よって朕免さjlていも .
正藤冷気によって林蔵引 l乙7/-凍 昧六年小.盈船.尽Ll生材巨1-,･Z地 の息JOrq,(Rul.
玉野)へ症灯れて赦免ミ)!る. 7:C)祁年も./ワ-/,yl,マTか リオ恥 与で t軌･tLlこく
い7hL飯TlものQPクくrク霊を生え雷を上tJ‥てLlちさ.青首^･此政仲之0)才法をとっていb瑚何
にある･このことl川 LU,玉野という大河雷旭を且や竹丘iaLこ席 見ていること.泣叫 二JbQ)
現状で吐鮎 .かこ)tb0)高晩的 のをタtlニ劫 Irとtl丘 いiJ:_席回していちQ'てLよ一い り､上
思われる.
(21時 幕Ql収 七 状 取
替町にぶu5と′:野犬はtl好･l=レ ス･プロ-･甘辛 ･トマ ト モねぎ守で･あ )ー･その依
屯-方I-1上はこ懲 l か州 (て Tl.･).歳計価何弧令によるものと小夜.ji商人によるものである.
叔祭物剛 urJhn順九㌢ 1度 書敗走者 か虹射二冊ち骨, てき,た品物を朴 ,白歌 碑守によ･,て
軒山.土竹 節六号,食取 五姑.下津叶,凍級紳L柵 催臥 )の青野同展lr-欣屯している.
唱和陀年度iF/りる辞令の/Bl袖PJ取こ臥市1次0)衷J)ごとくである.
礁116 唖額列車吸帯
品 名 l 千 席
オン ラン /Jノブク
トマ ト L55≠
ア ロ ー 38










赴丸別 閉 居 A 30寄席 ･言之卑庚
玉 野 席上.IT.tL ′池臥 菰畑 ノL7tS- /6d
岡 山 畔.丸軌 本丸 大-,光束 ∫5-5f ざ乎2g
京 恢神 山果.衛 や犬坤P JAダ3>3 dダPS
鴨 .少女 金森 .a.101 C
*升畑坊｢林 勅ilJ1紬 二よる
kjI'l J･ 茨lIe で.明 らb､なとお()I50年布では同山.'jrl 煮 ng地域 別 取 叔 萄 Lモ02･)
挽紳 8､･大体珂tでLあL).読大音 ノ為取殺ひ`LL野か-そJ=こつ
いでいたか･.しかし32年環L=入ると烹板碑か断然クく石 l)
7drpも0)敬 17_上っている.又面穴も 食 敬という比敏郎fL
い軒叔すか.･30年々 (-Jと冬体のf吐く5:占め･EL･た W .･32年
布 に入ると仝鮮血符されていなし1.玉野ヽも家筋r一敗なく
瀬端 別 30阜 叔 5ヱ 不 束
丑 野 tI(.′ //C
伺 u] JLi ∫ヱ













官乃よく'tも狩､郎う 4',5,bJ7月I-肝腎拝領を希 い.他の奉れ 二は薫雷モ竹 うい ､う副
書桝 岬 人であ J) I LJtql出苛雷他年欝か ･=比ヽるとJl魯甘あろQ'bY∵甘.Aてある.文こQ)叶に
tTt台萩生克tた町産衣Ll増ヰ0･もの官行確寸もLのQy./oOか XともLr牡い いも.こ^ ち
o)行有人の欺七日 は映 し 大体 玉野t.剛 1,巾大手か )約 で玉か 凡戦的身tであ
る･モa)進枚方鞍b,トFi4-･三輪.名句畑 に∫,て行 われてお,東即 す竃も北甘に多く.
あら伊るものか･現収われていち｡
仁)岡山･三野 ･満船尊､かちI,7.辞鷺吊
魚肥町払恥 ｢肝･i:野市 としり L･FJこ≠最い も･)′町 Q)-や肥氏神上Uら由布Sでの鼠k
lエ喝ul市の坤だ息よて.大体長塩兵乱路 を屯,てLCk .丑野市の中一tlt息よt･牲/Aj,(Qで､やヤ
玉坪'Tに取払竹に嘘 tlとLl.i各.ミキ乱の収はf:申万両07才か･はるかl･Lよく一県吐改札淑東
川■八の固執もJ･え/Br2枚gLA､.あLJ.灯か花Rを蚤する.これf=止して宵山 のヽ楓 工せく 岬上
r-
よl)『山車へ行く才法灯,碑上皿 切Lh免伺塊由～Jは鋒可句ユ淡め)一也頼れ- 三峰 エム肩山をtA･･Jl上
皇 柵 .- 152i珊 盛 剛 の二物 抑 柵 虹か 即 方加 恥 7･LJ卵 子山 綿 する.入
叫 の市松へは叫上 也 王野 里 剛 との鴫 州 .) ユキ 恥干止くき手ナ･5 .
1*上C)三有 を奴Jt軌 二比ヾもと壬や可へkもiFく.次に岡山廿.甘私有の噂である.しす､
7 L苦さ崇 霊 誓 言:..誓 言:,て,.LJt三三崇 tL.q'芸三:tL左肺 長 一､ら覆
兜町のqtY嶋を寿果してみ1う.
JA鷺の績T丸は側 面格Q)生活叱辛品.4枚晶で片耳.Jヾ ',.鉄片や ),下渇キ粗大林町内
の･卜妃錐乍雇甘Jf入してLlろ.しかし町内て･何に各87川 品相見より叶か(･ボわい lても町外
の市や珠大 した牙bPJ=1品線が購入{･き.甘利t=Jt人で i･S嵐･鞄･･thMi･島桝 1,*仏事や
向山′甘松 t･晴大してnる.そ0)朝命Il曳≠ (洋乱 掻駁.Ji 札 lJl… uJJ′y, む呼う,Zyo,
下臥,潔阜k.か ヾンは喝叫74ly'.亜群ヱユ'h ′T態41}/,.駅A.1常軌ま阿山/Cry,玉叶1LJ外
古松/Orb,やj=畑 山Bo'/o_壬舟AI/I′商船 3/j相 である,筒蹄Ii畔[=亥片複by単価で･ht
であるたわ,赤瓦で 吐息 Lせ加していも.ス膏丸最良.吋鮒1町内o)両虎の畔屯P,活港で.
1 着&.lt&兼有坂こ91からクく株大しておL)′他1花Jtと岡山である.
一 脊託ちQ)加 は浪末娘 .日生.下軸 rt鳥人してか),兼良,妃恥 骨Lと桝 卵 QL
J ふて儀 入している･蒼uJ村で･よく刊桐されろ刺 し市r普A水の利折は同山甘o･定例耶 ･Bq･
76枯すI12 ･i判にす ぎ互い.
楓奄o)娃人先1を紙 .ボ叶 ･ツPr二千托歳入と⑳品やo:句山下 の弼漫 ､々ら宵未申書で年
11-JLていろ. しかし拡榔よ甘そ宵山Q､ら希入Lている.も耶 O､F'Ll.確報,棚 膏仲 人さJt,
紡萌耗蕎枚から購入tている.他0/ビン･マン>'iク,軸 讐pl･岬 0)噛出 すら膚嶋尊大きれている.行商人の鋒
臥比券打古山rh削 ･ら入ってくる置f b､働んどで･あり.奉書は乳B.E八g竹 市 しており.3
日に/FO)利{･､入1ていも(壬好3人 .甲山ヱヘ)･他 Lこ甘兼〇才r帝 人がおl)AE=こ2-3
-169一
名が町l'L!o),;享fi'_.中山171lD r･Y4.1'lCjl1㌧,入1ていろ.
lt^上>､ら叫l>がなiうI=肝殊1j:2I3烏を除 l)てJa′岡山市が111野市よ州 軽輩thl'_糊 ('LU)に
三野町を圧倒 している.一方そJIbr-郎よ古いか-f血てはす助骨か･匝削 勺に長も車い 17･､U
のl=タEl 一入 7ッ70してさているi玉野机よ東風の幌It井tJよいか･幼帝格別 咽 山竹 L'-比へ
て青 く一R品妙の鷺もあまl)せ有でTLいの-(･岡山和こ比して凍鞍という1_のよ う急結AをL
T=l)したのてあろう｡






















は市松.クワ′その他 q)最且は特上 .その他の日柄品P.他 よりも尊 く号l二人57号へ壮大に
布く.D爾屑0)妙各をみるとよく禿JLる品物Il利食品(アナ ,ツ221-二.テン7uラ).野市







(3珂ト1才も林甲/Jか-小であ L),1 日/-ク71)のタコ漁の放生恥 二抹･^専有に此刺 して
雛書カか大となる.
(a)の称令昧石ヰ1･は帝人す呑二と0)でき丘い物品例えは衣服.取具,流布物品を守升 席
な,7q山/&･とヽ 朽ウr=ヰ尽L購入 してくる._の薄命 抜二九 ()o)ものI_外FTることができる.
そJL･ま苛感 rJ.-ヰノa)と′舟に屯あるか'町で廃人LrJG〃､･牟 LIE]阿品育てLあ也.
①の18-か 石甘酢 ･h各g/噂rLいし2書の掛か･軸品0)昧竜を行,ている∴ Itかいわゆ
る行-q^ である･二の符 角入札瓦方.兄&･.書も.岡山からくる.以前也九州〃･ら年4回一`与
やtJIに･p-,てさていた･行 帝人のせう-日 も･冊郎 叫 品が争い.兵堺.熱御即 傭 0)し
爪lJ a)であるか一視 牛 は他唯我よJ)もで,と･Fe脱毛することI:∫,)利払 をあfrるので･あ
る･苓-(.帝っこ0)よっな行帝人と実6-I-JてJl､邑J'b･りの甘油の雑食敗者_&.各jJへ:.ー粥相にiこ
Lfしてくる.
㊨ o)掛 二九才共同叔危町がJlGして憩茨g)(:釧二命0)甘沌き取入しそIlr.瓜那 lrJ収
束fるものである.
-7TT-





宵宮_また.rの内筋 がビ0)城 にQ､ちふふっていうであうう0､ 一
人向のEl巾しや等ol唯忠 への旦寸トー ,T:･獲サ町であさとの丘軌 こr=つT 東兜町の忘免がL't
札層輝千路菅あう0､.と'0)夜長正す貯なす eはらんぞいるや､と.年か都 ヒ鯛 謝 ヒによ-て
鳥泉の左と河らペようとした.
具体軌～は 封r(L.拘わJや,i.耽･;TJ-_tq･J-･J.YJ,i,抑 L的 ).･5与る,:.;-F:やも.lji船r叫r錦.t,旦TfI_埼
する希えrsビ(=つりての尿何帆 tつくり.何 ぞに葡凍 して答えてもらった｡
凍兜町の円 王.こして月紫色瞥む蔑qr節線 ヒ 互 ヒして城東と官む暗上帝野嫁と里rj .
(I)年紳ILせ草々 (王ヒLて30才玖 LC)A ).青年局 (ノ∫- 19才)r=か け ご りl=号
の何 色巧ケEI]にか けr=｡
rlJ色兼朗.こJLはまヒして雇果肴と庚兼塙に青さ?_覆し)て邦費 したL化 身.tたの-(･ 大
即して農景オ､凍青春 荒海 ､やの他 (所木.公林見､百由集.着通*･青草をて乞食d)
た)に舟rTr= U
我 ･Zl=は抑めて0)綱車であり反如何の日赦0日三肋I=凍何れC)面昏河童r=1けが釘収モモ
T=礁 ru軒愚 で_この井科rJrTモもとにして でぞ急1･'rT正成に弘各.S光をみて布 きたい｡
.Oああ .M rこもこづいて材套 した吋魚eあらわ､しのか町してんJう.
(/)軒臥 准路_ラジオo)骨Jqヰ とその状況.痛打 絡上市野点に-)L)て為 ると.ヲ8%
, q:新和 をとってし)与 ｡モ0)7T.ヰ*帆 (朝 日.那 .洗走.麦政)が､ 34.8% で地方
紙 (山取 p伺何人)Z∫.V%で地5帆0)才がチく強まれていを｡載轟につHては す
//7歳の我lこ膚統 してL)るものと.いない1,めと {^､弟e･･fIli. こhLi初市刺にかけて
(ホL'o貴 )ふう.
串ノ/ヂ表
とっていうLO) いなりしの 各 軒
te {ヱ /20^
枚隼稚魚 東条農払 足轟しないもの
集 集 9.2% /ク一3 ガ 8./.5%
義 雷 ヱ7ガ 30 % 43タ石
息 兄 ′3.tX iLVガ QL.ク.ち
一一t7之-
･捷姑のJL蝕は争宵他で11て強心 というLCか31･ク､りでなく.凍嶺 のJlb惰 ってHる0)色
沈むt▲lうOtJ入札と.准韓は平凡.マンカ'婦人租轟の帆こ強まれていも.沸薫.書に









がし 生長 の相計.刊 も#･台†中綿 やを町乳臭と雷うまでには千Qi絶 )や､ね7'.複* l-_
硬 う碑銘と六うのb叩 一杯ヒ.,うaw硯 即持w J急･JtLり ･bL,/'Qlr･-.iI-f≠ちかり
7:'Hヒこう('あろう.
･J' エ-一･八吋艶 ヒ東棟妖賠r=-" FI=.I--ス粁托そqTく軟･:i｢ 【日J･.くJr叶 ク 何
く｣ た倉q)て (歩錦の亭l●正邪 町l_タ tJがIjCqをlTi功T L-う 東沖瑞軒: ･L.て L･1.
串 i長1-+見られるように .東椅攻だなしこすさt.の0.1車iiq_占の.中でも両膝o)稚仁.
姉R/素 瓶 幕 別
鎌兼∫ ノウ ′ ′一ク ･ノd l-リ)/.3 P I.3 ∫ ′ ′ B /I-I如
_モ † ? ′〃 Q .lJq ,I_i. lt ′2/ 13 ♂ i-I.> r94rdfJ
患 一晩 3 1 〟 ヱf J_- r^ )? ∫ LDY.C ′3{.(妬ノ
その血 ∫ 古 Q /〟 23 lA)17,1 ユ/.q 〟 V.S /oo y
針 2∫ ′♂ ′ ケ∫ /lU rX)
く卒 均) ユ′ ′∫ ∫ d∫.5. ′CO′5<)
I ｢<人伝こと帥 O､ら伝 い｣ という人b･タO､つ丘一朗 蛸 膚 の中r･lS.相 即
文辞するもの一tLタく次 いで鼓鼻先 ヒなってい う ｡






かL洩 耳 を 郎
1 い わ うい どららしも甘え8日 ネ 叩 各 軒
壮 年 一′ぶ < /1 グ 7/ ,A.1
g7.g 3.6 ′タ /0 /6ク lヴ;;
せ キ lJ 占 ク ′/ ' 4,/g tん
･'i7 /2 ′3.ヲ 1).4( ′ク,p ry.)
各卸 ~y′ /0 ユ′ /♂ /10 (A.)
r fL-.と井鴫 してL,50)は占剣現車ぐ あ り .ヰ各卸 ニIi牡年の13.%.青年の 4(7%F
9.? 有半の号IJ ｢骨o)ままの缶兄姉l:1凍れ ヒL-う点兄もあう.FJ穂 綿 にも刑卿 -I
与■一点. 二九 を瀬音別にふ ると 戒溌青ば7胡吐 くまfLが林銘してiLj.衣付 す51,のは思
く ｢日東入r=･b･ら. r骨あっr=D､ら･.としみ じふと･Lf=口前菅井息 とLO,す人t/A;'JLと巾
郎 5歳 風 食 羽
よ い わ 合 い どちらとも1 え な Ll 木 叩 ふ 軒
ヰ ★ /〟 0 1 0 /S (JL)
97.3- ♂ /).{ ♂ ′oク′-A)
**23 g ′0 ∫ Ki r4)
33 7.g .-13.､r ,′/一g ′oo (叫
t Ji /? 〟 2 7 aJ/杓∫′.∫ /2.′ i./ }V.2 ′ク0(狗
その他C) /∫ } 7 ∫ ヱ♂ 叫
東 兼 ∫#′ 7,2 3( /♂ /クOr袖
各 軒 ケ/ /♂ }/ ′■7 ′.zc 叫
r単項の淑科 yLて1材 料 t即 入れう ｣
昨/]ゲ義 孝 冬 那
i tJ わ 与 tJ ビ6らT,tIより ネ 叩 ふ 叶
一社 キ ∫′ 3 3 9 ケ ′ 仏}
CO.3 Y.7 V.7 //.3 Joe (～)
† キ .2 q ∫ /1 uタ {^)∫7 e ′2.g 2g.{ ′co一,り
ふ 軒 elf ア ∫ .20 /20 (A)タ′ {.6 JL ′3.1 ′ク C(～)
-J7+-
或血色やヒ中農l::机てlIるb't瀬*朴ニIigより左が見られ点り.ビa>長 篇も7軌紳練
も修身科 を正く二とr-.鷺戒 してL)5.年か称二は.義(･あらJLも1うに.牡年々 JiC爪もlf
身舟 宮野,LT･t.)各のL=付 して.書年々LH 軒更ん{･いも.衣井伊食見lまどちらQ)々 ヒ4J{yq
叶玲守あり.修才科を置くことを扱く甘んT･Ll名.-軌二単年鷹は r吐甥 の書状は札仰 鴨
たわさ言えない.｢虚名そいう軌 こなつrL J LLて旨の兼を舶 沸 き寛人r･いう.或石神人
は '鵜舟 は凍連b叩 速草 色よくTるt:いわれうか.キ妖伽 ､り叱ものはどう9､と払われる.
吋 Jこあう私の五島ばっちい . ヒ吹いておら札rl｡Lう､しこ0)昨卑称巧戦廿のきまを欲して一)
与と考^与の嶋早計であって .｢礼舵作為そ林見毛細 こして肯方舟 色 l蛾 ヒしてLi-つ.港
常食固0)f_d)しまT･は曳く黄点 LてLLないJと希えるすがよHb､もし札な-).修身碑e掛 丁
与ここを周東も鵠ヒ寿h急の仔珂希 dヾあううが.114上エ つゆ爪印O､らまt:めてふ うと.盲 】`
卑小萄⑦人様で 頚 の日本e嶺しみ.一種の軒店とムL31えぐLlう｡そして.ぼ.くどんヒLr=
奇跡 は色凍ってtlるのぞあう.ニd)可鞍竜輔 こ†鼠l.E本 の端野tl川 見1う.
(-I)攻為 への 何 JC表
｢部落ヤ村L7.疎手引よその坊の牧共Iニまかせてお(..
姉 /Js養
よ り わ る い ふu Ljvも.寸ヒも 亀 わ め 本 絹 良 計
丑 年 30 ユ∠ ′′ q ?/ lpt)
41.9 38.4 ′S,4 ∫.∫ /J/I,<}
甘 草 ∫ jJ .メ } 4テ ′ノー
72.2 7ノ.ゼ /.～..I 4E.′ .′.タL-(恥
生 体 3g g′ ･_/7 St /jO r^)




J Ii.燕恥 て加 養う という･ヰ過 の八紘 荒と産つ息8､ら起 ってL一台Q'8､も知れか3･町
ふ鶴見に広凍兼寿の瑞歳 (軽舟吋r_卦織 0)第台h からの)を1月血してt日 .tか康の鵜島
有がうまくやってくれ5. という家々 ぞ疎碑与には載〆速く.太れtiH 宮森わ していう｡rL>
b＼ら朝濃の市丸をbものが巾O､丸さ薄 r_任那森六QLl一軒-# 色ロで碑 えてサ くヒHう二とr=t'
サぐ.てALでも九 州 温いし.煮ない希がタ目そうT･.丸文和 ぐ泉o)尊から級 ヒ弛 畠田ものの
でいな鵜 ヒは末ウL飢こん見た朴 二はさとい.凍ヰ嶺o)東へ尿内面操(こ行って印象に瑞 台の
IJ･専てl)う叔元(:､そ0)Fo)軒わ い膏rlr卑 A.,Q､又は色ヒウtt'10)さら〆やか甘さ楓
a)本oIお州 してあっr=こヒたど｡二九らこそ 祇ヰそ一冬 なぐIQ)る文化物 とL)見るのであろ
うかと.足わざ､各を許 なかつ色.
-I5-
r妖府o)虎手兵愚 と洩り入'ILう 二ヒにつ L】て0).を見J
も格何 にはdS私書ヾ足し1ヒしてい与が 柾 Lt'不絹 のタいことが耳五 ･,てL)う､tc.や悌 六
歳凸､らみても巾O､う.
蹄J5LS薮 原 紫 郎
､ヽ よ い わ う り とらら〃､焚d)ハ＼ぬ各 不 明 各 甘
璃 常 3 ∫ ′∠1.3 メ /6 {^)/JL.3 ゴ7.{ .327.J~ /LPC (9<)
轟 ★ 7 .23 ∫ ? 43 (A)
′才.2 ∫3.I .′4[ _20.タ ′クク(#)
集 荷 4<′ip /2 3 ′〆 33 (A,38 ? Vl /♂ C 〆)
そ仁)殖 ′♂ /く′ ′ 3 39 ′一り14 すβ 3.8 /0.3 /.go (タり






て凍軌 =吋 しての息何低さとしd)してい5凍r三､｡攻吐すら象.親与 方す何に村すう何局 !.
いなりOLらrT仁恵兄と希っていうも のも.凍卦こ何してlJ煮NLihさきLd)してし15.rLt'8､ら




串/LZg鹿 瀬 釆 糾 (長男の嫁各)
大 草 ホ 頒 ヤ 車 ネ 叩 良 計
膿 雷 2 3 7 〟 ′〆^
-け占-
大 草 高 裁 中 学 不 qt ネ オ
* * 13 3^ / 3 va tA)
∫J.∫ 37.2 ).3 3.P ′40(～)
そヽの他 307/.メ 3′ク.7 ♂ ∫ lPtd0 /7.8 ′QO rJ*)
息 頼 ′gV2.4 ′′ ′ 7 33仇)33,3 ､～ 1/.2 /oo(KJ








' 帯脚泉 風 発 別 (二三男の穆如
* # あ 凍 中 蓉 本 絹 各 計
淡 紫 ∫ I_ 4. 4! ′〆叩
′&7 3/.1 2∫ 2S √o,灯
薫 育 /.? /2 ∫ ? 卵FNQF2 17.タ //.6 /I.Irt'~蒜+称■
Jtの他 /? .∫ ♂ ∫ ユey)Lo_7 ′73 0 1/4 ′J〃r瓜
3P.3 27.3 30.3 /QOF'jf)













もしなrT九Flt･rJちなL)ヒ身九Ft)るのは 4'0%で掃う打.餌 lこ教 いては長官r='b､らt:て､
二 三 アL乾j;'lLiうヒJIしていrlい.菟&.者の教育掛J書く価でであ 5｡書手の場か亡兄50
第 /IE,表 _東 菜 郡 (す与の埠か)
＼ 大 草 市 額 中 華 不 岬 &
爪 貫 ♂ 7 A 3 /
〟 小さ.7 37,∫ ′才.7 /8
.食 卓 古 ユ∫ メ .>/∫.タ チ′ブ.i IR.2 /I,7 ノ♂
モ0)也 i 一つ9 4 〟 1
/ダ一3 7/.4[ /#.3 ♂ /0
鵜 麻 .上 ≠S ∫ ♂ .i
∫ / 1 7∫.3 '5.日 LI′ l ′♂/I
各 棟 /I 7才'
萄俄へ行かせよ･1こす台のが牟均 パ%で.嬢兼寿 はVdn/dT.他 lこtkして低く.清潔塙は
i.4%その他の長1 モ=は 75%粛顔も範陳へ行(a)色希望 してi:う o為背教苛た.rTで･よりヒ
f台車AIJ甥常春{･fCI/Oと占め 他69番兼をIi/∫rpI=1,みたな()麦をしめしてH舌d車
輪 r_裸青竜やGl で 任嫁lこ行､身f-r〃＼りヒして耗軌 二行 目,a)は万の与よりタ LlL.菰林叔
廿とおAEも洋裁†･,お花に行 く人がタl-｡々 手軽大挙に行かせ5とをえ急の1凍含有には洗
い.他cb泉fq′#%楓3r与も大牢へ狩o＼せrLt)ヒ考え こし)う｡ この親に節 点はか Jので




行が直たりこ思っても軽舟〃碑 わないと.神 で教育もできか ,のである〃ぐ.舟官の恥 亡と
庇碑Ln)内債を｢PTA*の長年.の剛 ＼ら見てふよう.
串7ゴ/義
よ い 巾 る 日 どちらこも 決めb､ぬる 不 明
鼻 凍 38.∋OA 23.3% /i_8% 3コ.3.%
牡牛寄 40.6 % 23./ y, /?.fy' . /♂.♂%
牡卑官 B∫.7% %2,∫ /(.q rp %6<Z.′
-1rT6-i









貴与為銀･こつりて池の珂杢 ヒ叱粍しこみると姉 /4嬢 の我にriも.
串752度 池 の珂泰 ヒの血族
省間邸宅好夫軒先 ･阜手相虎が'よい cl./形 七九I‡Urない ′解_3# ビちう<.I,よLJ 3J Ij
河山Jk潮 鮒 轟手相丸が当馬 SR.Sj{ '> JP.FPA{局 ;-,か lJj<
糾 仰 耶下締 付 ′ 60.7ガ 〟 /V.lj{ ′ ejIガ
*兜町 平均 肘､相和ヾi -i 財.8ガ '> ′〆.占.% ビ市i)ウ､きJbか向台 4:TSS






とn う如 禾している･( ｢山村の上布.)務iu叶.-rJt阿イ二相ぐl‡.田畑 eかけることに在




玖iのものと札束 して未見町PL .一書略述Lてtl畠娘尊者が 70%を来し､義材の鶏
かP下山何社付く相 席)A,/0%下風 って Ll舌.虞蕎青学珠 3∫%亡尽して長子r:+rf
頼轟すらのはよくなLlと身九てLl与.沃素希が7覇を古9)る篭の凍かま.郷 LE嬢を月島
求b{且ってL叩 ないからぐ布巾 木筆の･練 t卓わしている.どうLてよilかわqLちなllと
17台のqC3/y,モ示してU5軋=戊臥 こ且っ虞雷鳥鴫が出てLlさ.煮嫌r.撫養轟についてみ
一仰9-
さと.七与頼紬Eよしとする1,の3∫'/,とr･r'とも決めか､ねらが q L7% と ML･伍の刑かe･
示して115.嶺究町ではネ叢J衷i川 &*最もの才が多く､耗林に東泉の収入よ)も耶*




にln てもよLltLlう希えo)人が争 い.16に丸みの人と東泉ctさら当地の鼻毛着信租 t･_lkL
て､象と里(よJl吋建相良缶状庄,>い｡
｢線路の潤千才の嚢楓 巾両Ji拘りかわね申ならなり.
姉j38歳 碗 紫 朝
釣り合う 49ウ紳 なくてもよH どちらT.tJ 不 和 > ?
穎 ★ 3 / ∫ 2 ′6 ^
fC d'-.3 3/3 /2.f /40〆
貴 ★ P /♂ /3 3 93/′0コク.? #/.8 j'C.2 7
その 他 _‥.=_′‥_.1∫ ′_2 ♂ ′ 26一乙7.2 13,8 3.i /CO
屯 碑 ′/ ′∠ク ′♂ 2 33
33.3 30 3∠ク ∫ ′∠70
か 軒 3{}タ.3 d/34_2 33 9 /20




貴兼寿.その他LD准 兼肴も京町 ∩冊は 2{%甘味 は射りかってt)f:=オ〆よL)亡=うが､.






鵡伽 {列 ､つたのであ5が､.見足守は九略何体に低まれ内緒舶 督駄<･あb.io)路側 町






爵 /iメ泉 年 か 桝
＼ よ い わ さ い ど 75F)ち.tJよし) .木 TF & *
♯ ヰ 三g■ 2′ つ′ S グ′64)
∫∫ 33 i'3 タ /′o(～)
十.早 .之ゴ .// ㍗ 7 YP l^)<7 22.4( ′3.3 /ゼ.3 /oL,Iyl
冬 木 々SL 52 ユタ ′1 /zc (A)
長方未珊 ヒ0)PT唇I:つHて孝田村では98JA.下山町i=甘く秋町長) .q/cAがネ してい
るようl=犬にア粥が円眉すべさとオ入てL一台. て札(=叱して兼兜町では.壮年l‡何句をYrと
するi)のが 334%.別席o)牙は 34% 不和 33%を示し何人色主(=希えるオ何モネしてLl
う｡こQようrJ希えE播 ちながlらも,兼博は一軌二丈汚してLlう.
串/.if泉 沸 東 和
l H わ る tl どちらC:Lより 不 明 各 オ
i* * ユ 7.. メ _7_, ノ∫ 叫
72.∫ +i(.1 .7 <4.2 /クク J的
JL集 /? 72 ′♂ 2 V3 rA)4Eq 13 2.? ∫ JOCr1lJ
その沖 /1ga t. 〟 .2 16.叫/8 . _-L-.～ 7 /PCEjL)
農束 ′# ∫ rJ:.31} / 33(A)4E2 1〆 3 ′p;,{叩




ホ/3`最 早 か SPI
l上 し】 息 L.) わD､らない.
壮 年 タ/.3% /.gbji /.4%
青 年 74(形 ′ % 1 ガ
冬 木 ?S /.7 I.(
こ0)*とLてもわ0､5日 に.また.及徽抑 こおいてi･耽棚 帯の叶東1t:I:広側的徽もが
示n Lて‖ う. Lo､し.規 輿F.lSf,は,iだまti,強っrい合方えがIよB･色と○＼して11も.即
ち.昨ホ九0)鼻有色切tF:林 ちrSeぐう八何のホ粗相ヒi Lり ヾと&求心.政争心が千甥 o)頼




めて凍て.)負.凍*々はまだ低温 LEt水色1,つていさ〆 .山村よりi'東に叶75観如 葺






節/57虜 年 令 即
炭つのQ{1日 汁) る い わO､ちなレ3 不 f7日
♯ ギ 4(0.8 % 3{_三% /3,.3% 5-.8 *
青 年 ′y.3yp {∫D/0 ,0.,7% ノノ lー yP
左o)乾r_年令胡r=は壮年布が償l=収うの1<よりヒL】うことに 4(,･jEf柁 してお,.十千雷






串/.1g衷 席 末 那
才女来年dri的 わもい 】rらち〇､茨.dTかねる 木 叩 各 軒
裸 * ∫3/.2 2 / 3 ′dl叫′3.∫ 3.3 {0 ′クQt■)
農 ★ 〟 4 3 . 3 4:3 M)
∠∫ノ チ.3 /3.8 ∫.タ ′oo(f)
その他 22 ユ i{ O l 2c c^)
タ1.Z 7./ ′4(.之 ♂ /CCE～)
ふ~~寸 ,llg_, i ′ノ 0
,b 本 7fl__〆∫.a ノ0 -.タ ノ′ ノ.王0
葬thPJlこみ4ヒ牡牛.★ヰヰ7卯 o'､l･*D.千 .=筆端ぞあ5.女O､らわ8､き# lこそのJiE轟
Tfを1.I_btやT biでが幹.e･ISあく3軒 3'ク .軌収の肴l=73ガ Q)年式8･.あ,.*の向上
i即hしてL)'Jものと好 これ5 U).T<者l=I B''L佃 バ クlJ.
rFrJ肺-'<ヌQ<患屯と辿ヾ 5二と'こついてJ





＼ よもlことだ rTLf.,ろ八二LT-1'` ｣6ちt.LJ りヽ不 叩 )
壮 年 sLSyP ′_L,.3 あ 3J.J 〆
† 年 S′d I__.yJ -.∫_J t-I




串/4/ 老 成 紫 郎
よ い わ 各 日 i.6i1こ も戎 p'寸､ね 5 木 JA 合 計
煉集ヱ∫ *3.8 J./ 0 /oo ,～
農 薫 ′y 7(.} チ′ V.7 rIや/L>Q
息 泉 チ ∠∫ }7 一ク JO〃 叫 一
¥の他 ク.I J'Z.L 7_I 3./ /po w
上の右の媒こ岬ら州こ艮TB に思われ舌frカ lニ対 して.ljFriもくく叶 してHさのJlつなす
rTb.Lb､し壮年Q)中t･_(壬20,%もこれと可ヒして碍めてHう.荷札.こ付与と息づ亀有に珍




終 ′叫ヱ 息 収 束 那
1 日 わ 五 日 t/ぢらt.も決れ Q､ね ら J本 絹
疎 音 〟 3 3 〟
Lf25 ′et.7 ′才.7 ♂
# * /.{∫∫ Tl /3 319 iO ./
そ.シJ J蛭 .サ /3 a /
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全 鮭 t/6 # 38 i /lCIJt
十患 した止 り璃T･古人日夕ー). ∫.tlとする烏見o(全休 o)〟0%軌 悪いとする意見はガ%
モあっ 凍未済 Jこおいては ∠3%arよ日とLTいさ｡
事e建てる埠 J=は F J:ちヒ0､.号杓について.全体貯/こ迭億という礁モあう.急患絶o)
円粒削L.された1}0)ぞtJあう.
辞 ユ 飾 年中行事
町丸aI催奇o)rldL 常体d)のrlC)に行われてLl与のがタL).卑中野事'=J)'L)で.青鬼から
恥 lたことときヒd)てふうと.船人どが7g席ともとに行われていて.他叶と庚 ちなLJ好事Iで




r<の椎の野中. 七p帝. 卑鹿8. ､川 .+求.
大林攻上QIまrJ年や行事で5'与がL.碑こ大味乞bAくのIS五七三木 ヒ入札の碑林<･あう.




巾打も丸さ･こ0)柳 はケQ､らtCO手首 .*･賢噌 正 こしり 名唱 {^･村6)和 紙よし.解o'為に
お奉りとしJうこLr=手に頗 与という.･tW I3*叱もぐ行われrl'たが.荻タ舟結lニなり柵
上･JIAa)?ナ寺にrJ,現衣では 7,+すぐ行わILてt一冬.三%･禿 ず漉溌 *･手洗.轟It.
中嶋仇･叩五枚･t兼T%のり 与が曽柳 に日 東 吠･1年G_･紙 Lrlやこら卓ヰ仏の礁I色
1与0)であ+a.枕怠E.はし7JL-シヨン化 され九泉島巾増 HL51_ざrが､.こなってLlう.
鳥形大化吋 しなううとしてHうこの帯L.港.t苛1町長 1:は軌亡が'rJ'横 ぞあう.
大鹿C)稚兼･主音IJ大体 田舟の瀬林りし朱ちTfl叶､その叫朱√･一人ささ.にrT,〃＼亡では.
冊正0)町机 ､らの見物人t,如 ことb､わでt,わ〃､i.もせo)即 o)球軒ヰ ヒ1,L'うべき4'0)
rJあって.井ユ0+かも於 いて 各町一群 ･に打か日 .FT恥 相 好とFM13,5竹の 大本
咋耶 束の棚 凍皇帝ビっ色とも盲はれ はさ人痛.t軌 やつこ.おあくJ,ヰLT.環 の 此
bL'す.I+･lLSJW一札03E中と√-3舟何もが〃､I,て G)L古.与ので#)ら.ニ0)行?･1史上頂小う妊叱
*･こJlくか rTTJ=tJ,行プ･10)巾を井桁っT はUrT,:").ヰと削 伍こら丸て【.f小 二のt.･.
朽叫もl'rl-I.Ll'りjl 名糖上がキ養鯉 しして.輯えT llFL東 上才5両b､ら億J,-･,･=_ち ( し








『義r_幕 してヰLr.^ lの凄れ 8るlHユ'jtを恥



























人 こ と正長爽1)LJriO･1.ItTj打破:カ tL1Jノ,'L.二;J.)
吋に心.i(1 t･.tt;Lか JL･ ,′.丁/-)小粒与?I-i･
1.-.も 仏 IJ-二妹嶋 に Yt kTさすりJJ叔人とLTも
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'i さ乾 けてk くことてめJ)-).
燕康 .=hJL･0ハのす.J九o(Ii,r-'･1机,SJJJp.!
-)r_杓希求半丸にkAを丸 Lよす , .
第 33豊絹 離 芸者
岡UJ大中8r中破
社 食 斗 御 免 空
同山市野田桝 151
川 本 フ｡リン ト 含
-186-
